






















































管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

基準局、幅、 左記のもの

厚さ、中心 で20点未満
包

線のズレで のもの及び

20点以上の 施工延長 I B1 
もの

↑ !↑ ↑ 

T4 ! T5 T
↓ 
6 

1 ↓ V2 !↓ V3 
↑ 

T1 T3 : T2 
↓ !↓ ↓ 

i B 2 

幅、厚さ、 左記のもの

中心線のズ で20点未満

レで20点以 のもの及び 包
上のもの 施工延長

--e ----o !←ー
!B 

t 。
T (T) 

Tと(T)は、ちどりにコア採取
く〉は、コア採取位置

平坦性は舗

装試験法便

覧による
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

4 30砂利舗装工 10 o 100 8 65 8 100 施工延長おおむね 50m

幅(8) につき 1箇所の割合で

農 20 @ 30 8 45 測定する。

厚さ (T)

道 30 80.2%、
施工延長 ただし延長

工 31 " 50m未満 8 100 

事
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

幅、厚さで 左記のもの

20点以上の で20点未満
包もの のもの及び

施工延長 iB 

/ ¥ 

-28・



工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

4 40道路トンネ 10 8 70 幅、間隔は全基数につい

ノレ 支 幅(b) て測定する。

農 支保工幅の測定時期は
保
20 @ 50 @ 75 原則として建込み直後

道 工 間隔(f) 及び覆工直前の 2固と

する。

工
30 @ 30 @ 50 1.基準局、幅、巻厚、両

事 コ 基準高(り さについては 1スパン

40 @ 45 8 70 
につき 1箇所の割合で

ン
測定する。

ク
幅(8)

2.巻厚

50 θ30  θ50  (イ)コンクリート打設前
リ 巻厚(T) の巻立空間を 1スパ

60 @ 45 8 70 
ンの中聞と終点にお

いて図に示す①~⑩
ト 高さ (H)

の各点で測定する。

覆 70 直線部@ 65 直線部@100 (ロ)コンクリート打設後

中心線の の覆工コンクリート
工
ズレ(e) について 1スパンの

71 " 曲線部@100 曲線部@150 
端面(施工継目)にお

いて図に示す①~⑩
80 80.1%、 の各点で測定する。
施工延長 ただし延長 (ハ)削孔による巻厚の測
81 " 150m未満 8 150 定は図の①において

50mにつき 1箇所、

②③⑨において 100

mにつき 1箇所の割

合で行う。

ただし、 トンネノレ延

長が 100m未満のも

のについては2箇所

以上の削孔を行い巻

厚測定を行う。

3.中心線のズレ

直線部は 50mlこっき

1箇所、曲線部は1スパ

ンにつき 1箇所の割合

で測定する。
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要摘図準標所箇定調リ

破砕帯等の特

殊な地山にお

ける支保工管

理については

別途定めるも

のとする。

左記のもの

で20点未満

のもの

管

管理図表に

よるもの

(様式2-1、

2-2) 

幅、間隔で

20点以上の

もの

一
朱
す

一
に
記

一
図
併
の

一
造
、
も

式
一
構
記
る

理方

結果一覧表

によるもの

(様式3-1)

ι 

左記のもの

で20点未満

のもの及び

施工延長

基準高、幅、

巻厚、高さ、

中心線のズ

レで 20点

以上のもの

⑤

⑦

 五
円
/

玉
川
¥

④

⑥

 

⑨ 
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

4 50道路トンネ 10 8 70 幅、間隔は全基数につい

ノレ
支
幅(b) て測定する。

農 (NATM) 支保工幅の測定時期は

保 20 @ 50 @ 75 原則として建込み直後
道

工
間隔w 及び覆工直前の 2固と

する。
工

30 施工吹付厚 施工延長 50m毎に図に
事 吹付コンクリー と設計吹付厚 示す(1)'" (7)及び断面

ト厚(T) 変化点の検測孔を測定

ただし、良好な岩 する。

盤で施工端部、突

出部等の特殊な箇

所は設計吹付厚の

1/3以上を確保

するものとする。

40 施工延長 50m毎に断面
位置間隔 全本数を測定する。
(L) (深さについては、残尺

ロ 50 で管理する)

ツ 角度(9)

ク

ボ 60 

ノレ 深さ(f)

ト
70 

孔径(ω

80 @ 30 @ 50 1.基準局、幅、両さは施

基準高(V) 工延長 50mにつき 1箇

所測定する。

コ 2.巻厚

ン
90 8 30 8 50 (イ)コンクリート打設前

ク の巻立空間を、 1打
リ 幅(8)

設長の終点を図に示

覆ト す各点で測定、中間

工 100 θ 。 θ 。 部はコンクリート打

巻厚(T) 設口で測定する。
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|構造図に朱

よるもの |によるもの|記、併記す

(様式2-1、I(様式3-1) Iるもの
2-2) 

幅、間隔で|左記のもの

20点以上の|で20点未満

もの |のもの

吹付厚で20I左記のもの
点以上のも|で20点未満

の |のもの

基準高、幅、

巻厚、高さ、

施工延長

測定箇所標準図

(6) 

L 

-32・

(10) 

覆工コンクリート

吹付コンクリート

覆工コンクリート

摘要

破砕帯等の特

殊な地山にお

ける支保工管

理については

別途定めるも

のとする。



工 種 項 目 管理基準値(凹)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

4 50道路トンネ 110 8 30 8 50 (ロ)コンクリート打設

ノレ 高さ (H) 後、覆工コンクリー

農 (NATM) トについて 1打設長

コ
の端面(施工継手の

道 ン 120 直線部@ 65 直線部@100 位置)において図に
ク
中心線の 示す各点で巻厚測定
リ

工 ズレ(e) を行う。

覆ト 121 " 曲線部@100 曲線部@150 (ハ)検測孔による巻厚の
事

工 130 。0.1%、 測定は図の(1)は 50

施工延長 ただし延長 mに 1箇所、 (2)'" 

131 " 150m未満 8150 (3)は100mに1箇所

の割合で行う。

なお、 トンネル延長

が 100m以下のもの
については、 1トン

ネノレ当たり 2箇所以
上の検測孔により測

定する。

(ニ)ただし、以下の場合

には適用除外とす

る。

①良好な地山における

岩又は吹付コンクリ

ートの部分的な突出

で、設計覆工厚の3
分の 1以下のもの。

なお、変形が収束し

ているものにF艮る。
②異常土圧による覆工

厚不足で、型枠の据

付け時には安定が確

認され、かっ別途構

造的に覆工の安全が

確保されている場
ム口、。

③鋼製支保工、ロック

ボルトの突出。
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#回均 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

5 10水路トンネ 10 。。 幅、間隔は全基数につい

ノレ 支 幅(ゆ て測定する。

水 (Bタイカ 支保工幅の測定時期は

保 11 8 40 原則として建込み直後

路 幅(ゆ 及び覆工直前の 2固と

工 (C、Dタイカ する。

ト 20 @ 50 @ 75 

間隔

ン w 

ネ

ノレ

工

事
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

幅、間隔で 左記のもの 破砕帯等の特

20点以上の で20点未満 ι 殊な地山にお

もの のもの ける支保工管

理については
。、. 別途定めるも
q同

一一ー ・ートー
のとする。

e令 吹付ロックボ
~ 

ルト工法の吹一一一ー 一←ー
" 付及びロック宅時

ボルトは、道

路トンネル

(NATM)を

参考とする。
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

5 10水路トンネ 30 @ 30 @ 50 1.基準両、幅、巻厚、両

ノレ コ 基準高(V) さについては 1スパン

水 ン につき 1箇所の割合で

ク 40 @ 25 8 40 測定する。

路
リ
幅(8) 2.巻厚

(イ)コンクリート打設前

ト 50 G 。 θ 。 の巻立空間を1スパ
ト 巻厚(T) ンの終点において図

ン 覆 に示す①~⑩の各点

工 60 @ 25 8 40 で測定する。

ネ 高さ (H) (ロ)コンクリート打設後

の覆工コンクリート

/レ 70 直線部@ 65 直線部@100 について 1スパンの

中心線の 端面(施工継目)にお

工 ズレ(e) いて図に示す①~⑩

71 11 曲線部⑤ 100 曲線部② 150 の各点で測定する。

事 80 80.1%、 (ハ)削孔による巻厚の測

施工延長 ただし延長 定は図の①において

81 11 150m未満 8 150 50mにつき 1箇所、

②③④において 100

mにつき 1箇所の割
合で行う。

ただし、 トンネル延

長が 100m未満のも

のについては2箇所
以上の削孔を行い巻

厚測定を行う。

3.中心線のズレ

直線部は 50mlこっき

1箇所、曲線部は1スパ
ンにつき 1箇所の割合

で測定する。
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|構造図に朱

よるもの |によるもの|記、併記す

(様式2-1、I(様式3-1) Iるもの
2-2) 

基準高、幅、|左記のもの

巻厚、高さ、|で20点未満

中心線のズ|のもの及び

レで 20点|施工延長

以上のもの

測定箇所標準図

設計巻厚線

(D線)

S.L 

S.L 

-38・
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摘 要



工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

6 10現場打開水 10 @ 20 @ 30 基準両、幅、厚さ、両さ

路 基準高(V) については施工延長 1

水 20 CD 25 8 15 8 25 スパンにつき 1箇所の

幅(8) 割合で測定する。

路 30 ① 20 8 13 8 20 中心線のズレ(直線部)

厚さ (T) については施工延長お

工 40 @ 15 。25 おむね 50mlこっき 1箇

高さ (H) 所の割合で測定する。

事 50 直線部@ 35 直線部@ 50 なお、中心線のズレ(曲

中心線の 線部)については1スパ

ズレ(e) ンにつき 1箇所の割合

51 " 曲線部@ 65 曲線部@100 で測定する。

60 直線部⑤ 13 直線部@ 20 上記未満は2箇所測定

スパン長 する。

(L) 

61 " 曲線部@ 20 曲線部@ 30 

70 。0.1%、
施工延長 ただし延長

71 " 150m未満 8 150 

20現場打サイ 10 @ 30 @ 50 上記と同一。

ホン 基準高(V)

20 CD 20 8 13 8 20 

幅(8)

30 CD 20 8 13 8 20 

厚さ (T)

40 @ 13 8 20 

高さ (H)

50 直線部@ 35 直線部@ 50 

中心線の

ズレ(e)

51 " 曲線部@ 65 曲線部@100 

60 直線部@ 13 直線部@ 20 

スパン長

(L) 

61 " 曲線部@ 20 曲線部@ 30 

70 80.1%、

施工延長 ただし延長

71 " 150m未満 8 150 
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

基準局、幅、 左記のもの スパン長の標

厚さ、高さ、 で20点未満 包 準を 9mとし

中心線のズ のもの及び E た場合。

レで 20点 施工延長
ーe→ 1l ・B1 以上のもの T1 T2 

|・・|・ 1・・|
「一一「 --・1

H 

T3 

~ B2 bJ 

基準局、幅、 左記のもの スパン長の標

厚さ、高さ、 で20点未満 準を 9mとし

中心線のズ のもの及び 包「 た場合。

レで 20点 施工延長 ~11 ・ 1九|以上のもの

-----r-
!I T3 

/ ¥ 

H 

!v / 
iI T4 
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

6 30現場打暗渠 10 @ 20 @ 30 基準両、幅、厚さ、両さ

基準高(り については施工延長 1

水 スパンにつき 1箇所の

20 CD 20 8 13 8 20 割合で測定する。

路 幅(8) 中心線のズレ(直線部)

については施工延長お

工 30 ① 20 8 13 。20 おむね 50m~こっき 1 箇

厚さ (T) 所の割合で測定する。

事 なお、中心線のズレ(曲

40 @ 13 。20 線部)については1スパ

高さ (H) ンにつき 1箇所の割合

で測定する。

上記未満は2箇所測定

50 直線部@ 35 直線部@ 50 する。

中心線のズレ

(e) 

51 " 曲線部@ 65 曲線部@100 

60 直線部@ 13 直線部@ 20 

スパン長(L)

61 " 曲線部@ 20 曲線部⑤ 30 

70 θ0.1%、

施工延長 ただし延長

71 " 150m未満

8 150 
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

基準局、幅、 左記のもの スパン長の標

厚さ、高さ、 で20点未満 準を 9mとし

中心線のズ のもの及び
cf.. 

た場合。

レで 20点 施工延長
内1・ B F2・|以上のもの

一
T3 
一

H 

一 .. 
T4 
一一
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

6 40鉄筋コンク 10 @ 20 @ 30 基準局、中心線のズレ

リート大型 基準高 M (直線部)については施

水 フリューム 工延長おおむね 50mに

20 CD 25 8 15 8 25 っき 1箇所の割合で測

路 41鉄筋コンク 幅(8) 定する。

リート L形 中心線のズレ(曲線部)

工 水路 30 ① 20 8 15 8 20 についてはおおむね 10

厚さ (T) mにつき 1箇所の割合

事 で測定する。

40 直線部@ 35 直線部@ 50 上記未満は2箇所測定

中心線の する。

ズレ(e) 幅、厚さについては施工

41 " 曲線部@ 65 曲線部@100 延長 50mにつき 1箇所

の割合で測定する。

50 。0.1%、 上記未満は2箇所測定

施工延長 ただし延長 する。

51 " 150m未満 8 150 

50ボックスカ 10 ⑤ 20 @ 30 基準高、中心線のズレ

ノレパート水 基準高 M (直線部)については施

路 工延長おおむね 50mに

20 直線部@ 35 直線部@ 50 っき 1箇所の割合で測

中心線の 定する。

ズレ(e) 中心線のズレ(曲線部)

21 " 曲線部@ 65 曲線部@100 についてはおおむね 10

mにつき 1箇所の割合

30 80.1%、 で測定する。

施工延長 ただし延長 上記未満は2箇所測定

31 " 150m未満 8 150 する。
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

基準局、幅、 左記のもの 幅、厚さはL

厚さ、中心 で20点未満 形水路のみ測

線のズレで のもの及び ι 定する。

20点以上の 施工延長

もの

lB 
「ー目 ，.......， 

lLT_j 

巳

、、

-44・



工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

7 10コンクリー 10 @ 30 @ 45 施工延長おおむね 50m

ト法覆工 基準高 M につき 1箇所の割合で

t可 測定する。

11アスフアノレ 20 厚さ 10cm未満@ 15 8 20 上記未満は 2箇所測定

)1[ ト法覆工 厚さ (T) する。

21 " " 10 cm以上@ 20 。30及

30 法長2m未満@ 30 8 50 
び 法長(L)

31 " " 2m以上@ 65 。100排

40 80.1%、
水 施工延長 ただし延長

41 " 150m未満 8 150 
路

工

事

20コンクリー 10 @ 30 @ 50 基準高、中心線のズレ

一トブロッ 基講高ぐり (直線部)については施

ク積み水路 工延長おおむね 50mに

20 @ 25 8 40 っき 1箇所の割合で測

21鉄筋コンク 幅(8) 定する。

リート柵渠 中心線のズレ(曲線部)

30 @ 25 8 40 についてはおおむね 10

高さ (H) mにつき 1箇所の割合

で測定する。

40 直線部@ 35 直線部@ 50 上記未満は 2箇所測定

中心線の する。

ズレ(e) 幅、高さについては施工

41 " 曲線部@ 65 曲線部@100 延長 50mにつき 1箇所

の割合で測定する。

50 80.1%、 上記未満は 2箇所測定

施工延長 ただし延長 する。

51 " 150m未満 8 150 
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要摘図準標所箇定調リ

一
朱
す

一
に
記

一
図
併
の

一
造
、
も

式
一
構
記
る

理方

結果一覧表

によるもの

(様式3-1)

幅、高さは柵

渠には適用し

ない。

左記のもの

で20点未満
のもの及び

施工延長

左記のもの

で20点未満
のもの及び

施工延長

管

管理図表に

よるもの

(様式2-1、

2-2) 

基準高、厚

さ、法長で

20点以上の

もの

CL 

i! e 
伊一一

w 
斗

iV 

基準高、幅、

高さ、中心

線のズレで

20点以上の
もの

-46・
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

7 30フイニング 10 @ 50 @ 75 施工延長おおむね 50m

水路 基準高 M につき 1箇所の割合で

t可 測定する。

31連節ブ、ロツ 20 @ 50 8 75 上記未満は 2箇所測定

)1[ ク 幅(8) する。

及 32コンクリー 30 法長2m未満@ 30 8 50 
トマット 法長(L)

び 31 " " 2m以上@ 65 θ100 

排 40 θ0.1%、
施工延長 ただし延長

水 41 " 150m未満 8150 

路

工

事
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

基準局、幅、 左記のもの 布設時の値で

法長で20点 で20点未満 ある。

以上のもの のもの及び
生J

施工延長
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 10管体誼薩E 10 8 65 8 100 施工延長おおむね 50m

(砂基礎等) 幅(8) につき 1箇所の割合で
#同卑 測定する。

20 @ 20 @ 30 上記未満は 2箇所測定

水 高さ (H) する。

路

工

事

管水路 10 @ 20 @ 30 基準局、中心線のズレ

(遠心力鉄 基塙高(V) ただし (直線部)については施

筋コンクリ 被圧地下水のある場合 工延長おおむね 50mlこ

一ト管) 11 " @ 30 @ 50 っき 1箇所の割合で測

20 @ 65 @ 100 定する。

20RC管 中心線の 中心線のズレ(曲線部)

ズレ(e) についてはおおむね 10

RC管 mに1箇所の割合で測

151良質地盤 30"'56 別表イ参照 別表イ参照 定する。

152軟弱地盤 ジョイント 上記未満は 2箇所測定
スヘ。寸用 間隔(z) する。
コ事ム添付 ジョイント間隔につい

153良質地盤 60 80.1%、 ては1本毎に測定する。

154軟弱地盤 施工延長 ただし延長

61 " 200m未満 8 200 
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管

管理図表に

よるもの

(様式 2-1、
2-2、3-4、3-6)

幅、高さで

20点以上の

もの

理方

結果一覧表

によるもの

(様式3-1、
3-4、3-6)

左記のもの

で20点未満

のもの

一
朱
す

一
に
記

一
図
併
の

一
造
、
も

式
一
構
記
る

測定箇所標準図

。
摘要

基礎材が異な

る場合は種類

毎に測定する。

高さ (H)の管

理は、 V2Vjで

算出するもの

とする。

の

満

び

も

未

及

長

の

嶋

の

延

記

抗

も

工

左

で

の

施

中
、
九
十
味
の

ズ
、

J
X
も

高

ぬ

ィ

で

の

準

線

ョ

隔

上

基

心

ジ

間

以

Vの測定は管底

(V1 )を原則と

し、測定時期は

埋戻完了とす

る。

ただし、 φ1，350
皿以下又は管底

での測定作業が

困難な場合は、

管頂まで埋戻後

の管頂 (V2 ) 

でもよい

eの測定は管

頂まで埋戻時

の管頂を原則

とする。

なお、「埋戻完

了」とは、特に

指示がない場

合は舗装(表

層、上層路盤、

下層路盤)を除

いた埋戻完了

時点とする。

H=V 2-V 1 

ゴム輪位置又は

ジョイント間隔
測定位置(z ) 

基準高 (V)は、 V1、V2のいずれか

一方を測定し管理する。
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 管水路 10 @ 20 @ 30 基準局、中心線のズレ

(ダクタイ 基準高(V) ただし (直線部)については施
#同卑 ル鋳鉄管) 被圧地下水のある場合 工延長おおむね 50mに

30A形 11 H @ 30 @ 50 っき 1箇所の割合で測

水 31K形 定する。

32U形 20 @ 65 @ 100 中心線のズレ(曲線部)

路 33T形 中心線の についてはおおむね 10

ズレ(e) mに1箇所の割合で測

工 (強化プラスチ 定する。

ック複合管 30'""59 別表ウ及び別表エ参照 別表ウ及び別表エ 上記未満は 2箇所測定

事 34B形、 T形 ジョイント 参照 する。

35C形 間隔(z) ジョイント間隔につい

36D形 ては1本毎に測定する。

60 80.1%、
(ダクタイ 施工延長 ただし延長
ル鋳鉄管) 61 " 200m未満 8 200 
161A形

162K形

163U形

164T形

(強化プラスチ

ック複合管

B形、 T形

171良質地盤1

172良質地盤2

173軟弱地盤1

174軟弱地盤2

C形

175良質地盤

176軟弱地盤

D形

177良質地盤

178軟弱地盤
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#匂
局

管理図表に

よるもの

(相試2-1、
2f、H 、日)

基準高、中

心線のズレ、

ジョイント

間隔で20点

以上のもの

理方

結果一覧表に

よるもの

(様式 3-1、
3-4、3-6)

左記のもの

で20点未満

のもの及び

施工延長

一
朱
す

一
に
記

一
図
併
の

一
造
、
も

式
一
構
記
る

測定箇所標準図

ジョイント間隔
測定位置 (z)

V2 

摘要

V1 

Vの測定は管

底 (V1)を原

則とし、測定

時期は埋戻完

了とする。

ただし、 φ

1，350皿以下

又は管底での

測定作業が困

難な場合は、

管頂まで埋戻

後の管頂 (V

2 )でもよい。

eの測定は管

頂まで埋戻時

の管頂を原則

とする。

なお、「埋戻完

了j とは、特

に指示がない

場合は舗装

(表層、上層

路盤、下層路

盤)を除いた

埋戻完了時点

とする。

H
・H-リ

-
E

基準高 (V)は、 V1、V2のいずれ

か一方を測定し管理する。
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工 種

8 140管水路

管|

水|

路|

工|

事|

(硬質塩化ピ

ニル管)

管水路

(鋼管)

項 目 管理基準値(阻)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

10 @ 30 @ 50 設計図書に不された基

基準高(V) 準高、あるいは埋設深、

中心線のズレ(直線部)

20 CD 65 8 35 8 50 については施工延長お

|埋設深(H) おむね 50mにつき 1箇

所の割合で測定する。

@ 80 @ 120 中心線のズレ(曲線部)

中心線の についてはおおむね 10

|ズレ(e) mにつき 1箇所の割合

で測定する。

40 θ0.1%、 上記未満は2箇所測定

施工延長 ただし延長 する。

41 JJ 200m未満 8200

管種等の適用範囲は原則として下記による。

管 種 J 1 S G 3443-1 (水輸送用塗覆装鋼管一第 1部:直管)
WS  P A-101-2009 (農業用プラスチック被覆鋼管)

寸法

塗覆装方法

接合法

工法

管路の範囲

80A""""3500A 

管外面

管内面

長寿命型プラスチック被覆とする。

エポキシ樹脂塗装とする。

なお、塗覆装方法の詳細は、別表カのとおり

とする。

突き合わせ溶接継手とする。

通常の開削による布設工法とする。

導水管、送水管及び配水管とし、配水池、ポンプなどの端部施

設との接続部までとする。

-53・



管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表に 構造図に朱

よるもの よるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(相試2-1、 (様式 3-1、 るもの

2-2、3-4、仕-6) 3-4、3-6)

基準局、埋 左記のもの

設深、中心 で20点未満

線のズレで のもの及び 包
20点以上の 施工延長

もの

βタぺ'.J/八¥j dクぺ¥

H 

i:V ;、
コヒ l 

マ「

通常の開削に

よる布設工法

とは、矢板土

留・建込簡易土

留を含むもの

とする。
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 50管布設 10 @ 20 @ 30 基準局、中心線のズレ

基準高(V) ただし、 (直線部)については施
#同卑 被圧地下水のある場合 工延長おおむね 50mに

11 H @ 30 @ 50 っき 1箇所の割合で測

水 定する。

20 @ 30 @ 45 中心線のズレ(曲線部)

路 中心線の についてはおおむね 10

ズレ(e) mにつき 1箇所の割合
工 で測定する。

30 。0.1%、 上記未満は 2箇所測定

事 施工延長 ただし延長 する。

31 " 200m未満 8200 

51V型開先 10 0""'3 溶接箇所 10箇所につき

(両面溶接) ノレート 1箇所の割合で測定す
ギャップ る。

( s ) 

20 30""'35 現場切り合わせの場合
rミrミ/レ のみ全溶接箇所を測定

角度(e ) する。

30 亘2.4
ノレート

フェイス

(a) 
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-2) るもの
2-2) 

基準局、中 左記のもの Vの測定は管

心線のズレ で20点未満 底 (V1)を原

で20点以上 のもの及び 則とし、測定

のもの 施工延長 時期は埋戻完

了とする。

V2 
ただし、 φ 

ii、 1，350皿以下
又は管底での

測定作業が困

難な場合は、

管頂まで埋戻

後の管頂 (V丁/ 2 )でもよい。

eの測定は管

頂まで埋戻時
<L の管頂を原則

とする。

なお、「埋戻完

了」とは、特

に指示がない

場合は舗装

(表層、上層

路盤、下層路

盤)を除いた

埋戻完了時点

とする。

ノレートギャ 左記のもの 左記によらな

ップで20点 で20点未満
Y 

い場合は特記

以上のもの のもの及び 仕様書による

ベベノレ角 ものとする。

度、ルート

フェイス
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 52V型開先ァ 10 0.......3 ァーパ付き直管同士の

一パ付き直 ノレート 溶接箇所全数を測定す
#同卑 向国母 ギャップ る。

(両面溶接) ( s ) 

水

20 Y、 Y' : 30.......35 

路 rミrミノレ X' : 35.......15 

角度(e ) X : 30.......50 

工

30 三三2.4
事 ノレート

フェイス

(a) 

53V型開先 10 1.......4 溶接箇所 10箇所につき

(片面溶接) ノレート 1箇所の割合で測定す

ギャップ る。

( s ) 

20 30.......35 現場切り合わせの場合

fミ'̂-，レ のみ全溶接箇所を測定

角度(e ) する。

30 壬2.4

ノレート

フェイス

(a) 
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 点検表によ

よるもの によるもの るもの 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-2) (様式3-3)

2-2) 

ノレートギャ 左記のもの 左記によらな

ップで 20 で20点未満
(平面図)

い場合は特記

点以上のも のもの及び /¥① 仕様書による

の ベベノレ角 X' ." 

ものとする。." 
." 

度、/レート ." 

フェイス

X...)① 

盟三ヨユ
Y 

x白x
y' 

_JIι 

ノレートギャ 左記のもの 左記によらな

ップで20点 で20点未満
Y 

い場合は特記

xOx 以上のもの のもの及び 仕様書による

ベベノレ角 ものとする。

度、ルート

フェイス

_js 
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 54V型開先 10 4以上 溶接箇所 10箇所につき

(片E震当樹勢 ノレート 1箇所の割合で測定す
#同卑 ギャップ る。

( s ) 

水

20 22.5"-'27.5 現場切り合わせの場合

路 rミrミノレ のみ全溶接箇所を測定

角度(e ) する。

工

事 30 壬2.4

ノレート

フェイス

(a) 

55X型開先 10 0"-'3 溶接箇所 10箇所につき

(両面溶接) ノレート 1箇所の割合で測定す
ギャップ る。

( s ) 

rミrミ/レ 現場切り合わせの場合

角度 のみ全溶接箇所を測定

21 (e 1) 30"-'35 する。

22 ( e 2) 40"-'45 

30 2以下

ノレート

フェイス

(a) 
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管

管理図表に

よるもの

(様式2-1、
2-2) 

ノレートギャ

ップで20点
以上のもの

ノレートギャ

ップで20点
以上のもの

理方

結果一覧表

によるもの

(様式3-2)

左記のもの

で20点未満
のもの及び

ベベノレ角

度、/レート

フェイス

左記のもの

で 20点未
満のもの及

びベベル角

度、ルート

フェイス

式

点検表によ

るもの

(様式3-3)
測定箇所標準図

x()x 
Y てl:' -
J~F~↓ 
|4→ 1 sl←(|一「

x()x 

r 
A=2/3 (t-a) 

-60・

摘要

左記によらな

い場合は特記

仕様書による

ものとする。

左記によらな

い場合は特記

仕様書による

ものとする。



工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 56X型開先ァ 10 0.......3 ァーパ付き直管同士の

一パ付き直 ノレート 溶接箇所全数を測定す
#同卑 向国母 ギャップ る。

(両面溶接) ( s ) 

水

f之rミノレ

路 角度

21 (e 1) Y、 Y' : 30.......35。
工 22 ( e 1 ) X' : 35.......15 

23 ( e 1 ) X : 30.......50 

事 24 ( e 2) Y、 Y' : 40.......45. 
25 ( e 2) X' : 40.......60 
26 ( e 2) X : 45.......25 

30 2以下

ノレート

フェイス

(a) 

57周継手溶接 目晶、(e) 溶接箇所 10箇所につき

10 t :板厚 1箇所の割合で測定す

両面溶接 t壬6 e壬1.5 る。

11 " 6< t壬20 e壬0.25t
12 " 20< t壬38 e豆5.0
20 

片面溶接 t孟6 e ~玉1. 5

21 " 6< t三16 e ~O. 25t 
22 " 16< t壬38 e三三4.0
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 点検表によ

よるもの によるもの るもの 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-2) (様式3-3)

2-2) 

ノレートギャ 左記のもの 左記によらな

ップで 20 で20点未満 (平面図) /¥① い場合は特記

点以上のも のもの及び X' ...- 仕様書による...-
の ベベノレ角 ...-...- ものとする。

度、ノレート

フェイス

X...)① 

@こ阜

Y 

x8x 
y' 

iコ
1 

A=2/3 (t-a) 

B=1/3 (t-a) 

目違い、余 左記のもの
盛高で20点 で20点未満

Y 

以上のもの のもの xOx 
y' 

cj 
つ「
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 57周継手溶接 30 t :板厚 溶接箇所 10箇所につき

余盛高(h) t三12.7 h三3.2 1箇所の割合で測定す
#同卑 31 " t >12.7 h三4.8 る。

水

路

工

事

40 h;;:;;0.5は不合格。 0.3 1箇所毎に全円周を目
アンダ <h壬0.5は、 1個の長 視により点検し、懸念の

カットω さ30皿(内側にあって ある部分はゲージによ

41 " は 50阻)を越えるも り点検する。

の、又は合計長さが管

の円周長さの 15%を

越えるものは不合格。

h壬0.3は合格。

50 ピード表面に極端な不 1箇所毎に全円周を目

ピード外 揃い部分があってはな 視により点検する。

観 らない。

60 溶接部及びその付近に

その他 は、割れ、アークスト

ライクの跡、有害と認

められる程度のオーバ

ラップ、ピット、ジグ

跡などの欠陥があって

はならない。
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 点検表によ

よるもの によるもの るもの 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-2) (様式3-3)
2-2) 

Y 

。X

y' 

ロ
三L

。
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 58周継手溶接 目違い t :板厚 ァーパ付き直管同士の

テーパ付き (e) 溶接箇所全数を測定す
#同卑 直管 10 る。

両面溶接 t 孟6 e孟1.5

水 11 " 6< t壬20 e壬0.25t
12 " 20< t壬38 e壬5.0

路

工 20 t :板厚

余盛高(h) t壬12.7 h壬3.2

事 21 " t>12.7 h孟4.8

ただし h=(h1+h2) /2 

59すみ肉溶接 10 指定脚長を下回っては 溶接線全長にわたって

脚長(T) ならない。 目視により点検し、懸念

ただし、 1溶接線の長 のある部分はゲージに

11 " さの 5%以下で-1.0 より点検する。

阻までは認める。

20 指定のど厚を下回って

のδ享(υ はならない。
ただし、 1溶接線の長

21 " さの 5%以下で一0.5
凹までは認める。
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|点検表によ

よるもの |によるもの|るもの

(様式2-1、I(様式3-2) I (様式3-3)
2-2) 

目違い、余|左記のもの

盛高で 20Iで 20点未
点以上のも|満のもの

の

測定箇所標準図

xG)X 

AC二
年
t
i
l
l
-
-車

川
戸

x(Dx 
y' 

hl千7アi2

摘要

。
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 59すみ肉溶接 30 o. 5<h< 1. 0の時アン 溶接線全長にわたって

アンダ ダカットの長さが板厚 目視により点検し、懸念
#同卑 カット(ゆ よりも大きいものがあ のある部分はゲージに

つてはならない。 より点検する。

水 31 " h~ 1. 0のアンダカッ
トはあってはならな

路 し、。

工 40 ピットの直径が 1皿以

ピット 下では溶接長さ 1mに

事 っき 3個までを許容す

る。

しかし直径が 1皿を超

えるものがあってはな

らない。

50 ピード表面に極端な不 溶接線全長にわたって

ピード外 揃い部分があってはな 目視により点検する。

観 らない。

60 溶接部及びその付近に

その他 は、割れ、アークスト

ライクの跡、有害と認

められる程度のオーバ

ラップ、ジグ跡などの

欠陥があってはならな
し、。

60放射線透過 10'"'-'23 別表オの判定基準参照 周継手溶接の場合、全溶

試験 別表オ参 接線長の 5%を撮影す
照 るものとする。

すみ肉溶接の場合は特

記仕様書による。

61素地調整 10 水分、錆、油等があっ 現場塗装全面を点検す

外観 てはならない。 る。

62水道用液状 10 塗装表面に異物の混 現場塗装全面を点検す

エポキシ 外観 入、塗りむら、塗りも る。

樹脂塗装 れなどがあってはなら

ない。
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|点検表によ

よるもの |によるもの|るもの

(様式2-1、I(様式3-2) I (様式3-3)
2-2) 。

。

。

。

測定箇所標準図

魁fjJ
五「

-68・

摘要

|全溶接線長と

は、溶接箇所

全ての溶接線

長の総計をい

フ。

]WWA K-135 

に準じる。



工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 63水道用液状 20 最低膜厚は特記仕様書 現場塗装箇所 10箇所に

エポキシ樹 膜厚 に規定する膜厚を下回 っき 1箇所測定するも
#同卑 脂塗装 つてはならない。 のとし、 1箇所につき

12点測定する。(天地左

水 右、縦断方向に各3点)

路

工

事

30 火花の発生するような 現場塗装全面を点検す

ピンホー 欠陥があってはならな る。

ノレ し、。

40 付着不良の欠陥があっ

付着性 てはならない。

64アスファノレ 10 塗り過ぎ、たれ、塗り 現場塗装全面を点検す

ト塗覆装 プライマ}残しがあってはならな る。

塗装 し、。

20 有害なふくれ、へこみ、

外観 たれ、突部、異物の混

入などや塗り残しがあ

つてはならない。

30'""'31 最低膜厚は別表カの最 現場塗装箇所 10箇所に

膜厚 小厚さ以上でなければ っき 1箇所測定するも

ならない。 のとし、 1箇所につき

12点測定する。(天地左

右、縦断方向に各3点)

40 火花の発生するような 現場塗装全面を点検す

ピンホー 欠陥があってはならな る。

ノレ し、。

50 剥離があってはならな

密着性 し、。
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 点検表によ

よるもの によるもの るもの 測定箇所標準位置図及び測定要領 摘 要

(様式2-1、 (様式3-2) (様式3-3)

2-2) 

膜厚で20点 左記のもの

以上のもの で20点未満 Y 

。のもの で測定する。

x ~._._.i-._.-I x' 

下y'

一一一一一瞬静一一一
縦断方向 測定箇所

。ホリデーディテクターを用いてピンホール
検査を行う。

標準試験電圧

塗膜の厚さ(皿) 試験電圧(DCV) 

0.5以上 2，000'"'-'2，500 。柄のついた鋼製両刃のへら(全長約 200皿程
度)を用いてはつり、付着の良否を点検する。

。
Y … _，--r-、 電磁微厚計などで

測定する。x ~._._.~._._.~ X' 

y' 

膜厚で20点 左記のもの

以上のもの で20点未満 一ー一._._.- 一._._._._.-
のもの

縦断方向一一+ 測疋'歯砂T

。ホリデーディテクターを用いてピンホール
検査を行う。試験電圧は 10，000'"'-'12， OOOVを
標準とする。

柄の長さ 250凹、重量約 O.1kgの鋼製の槌を

用い、塗膜を軽く槌打ちして剥離の有無を点

検する。
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 65ジョイン 10 あってはならない。 ジョイントコート全数

トコート 焼損 を点検する。
#同卑

11 有害な欠陥となる大き

水 両端のめ なめくれがあってはな

くれ らない。

路

12 ジョイントコートの両
工 ふくれ 端から 50mm以内にふ

くれがあってはならな
事 し、。

13 片側 50mm以上

工場被覆

部との重

ね代(a)

20 火花の発生するような ジョイントコート全数

ピンホー 欠陥があってはならな 全面を点検する

ノレ し、。

却 別表カのとおり1.5凹 ジョイントコート施工

鵬享
以上

箇所 10箇所につき 1箇

所測定するものとし、 1
ただし、加熱収縮後の 箇所につき 4点測定す

厚さとする。 る。
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管理方

管理図表に|結果一覧表

よるもの |によるもの

(様式2-1、 I (様式3-2)
2-2) 

一
朱
す

一
に
記

一
図
併
の

一
造
、
も

式
一
構
記
る

測定箇所標準図 摘 要

。

x白x
y' 

。 ホリデーディテクターを用いてピンホール

検査を行う。試験電圧は 10，OOO'-""'12，OOOVを
標準とする。

の

ミ

も

お

の

の

川

も

記

引

の

左

で

満

却
も
で

M

厚

以

膜

点

の

xむx
下'{'
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 管水路 管種等の適用範囲は原則として下記による。

(埋設とう性骨 管 種
#同卑

70ダ、クタイノレ 70 J 1 S G5526 (ダクタイル鋳鉄管)

水 鋲重婚 JDPA G1027 (農業用水用ダクタイル鋳鉄管)

路 71鋼暗 71 J 1 S G3443-1 (水輸送用塗覆装鋼管一第 1部:直管)

WSP A-101 (農業用プラスチック被覆鋼管)

工 万5創ロρラスチ
ック管 72 J 1 S A5350(強化プラスチック複合管)

事 F R PM  Kl111-2006 (強化プラスチック複合管内圧管

フィラメントサインデインク守成形法)

F R PM  K2111-2006 (強化プラスチック複合管内圧管遠心力成形法)

たわみ率 10 @ 3%  @ 5% 施工延長おおむね 50

なし mにつき 1箇所の割

合で測定する。
締 上記未満は 2箇所測

20 @ 3%  @ 5% 定する。

I 測定は定尺管の中央
固 部とする。

測定時期は管据付時

21 @ 4%  @ 5% (接合完了後)、管頂埋
め I 戻時及び埋戻完了時

磯質土 とする。

なお、「埋戻完了」と
程 は、特に指示がない場

30 @ 4%  @ 5% 合は舗装(表層、上層

E 路盤、下層路盤)を除
度 いた埋戻完了時点と

する。
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|構造図に朱

よるもの |によるもの|記、併記す

(様式2-1、I(様式3-1、|るもの
2-2、3-5)I 3-5) 

各測定時期|左記のもの

で20点以上|で20点未満

のもの |のもの

測定箇所標準図 摘要

管据付時の測定の際、以下の手順で天・地・左・右の各測定基準点

を固定し、以後同一点でたわみ量を測定する。

① 測定しようとする管の管中央位置を管底及び左右管側にペイント
でマーキングする。

② その位置に水準器を下図のように水平におしその後、水準器の中
央点を管にマーキングする。

③ ②でマーキングした点に測定棒を立て、測定棒に水準器を添わせて
測定棒を垂直にし、その状態で測定棒をスライドさせ測定棒と管の
接点をマーキングする(管天測点となる)。

④ ①でマーキングした位置(左右管側)に下図のように水準器を使つ

て水平点をマーキングする。

4 3D/4 (パイフ旬) I 

， I 3D/4 (パイプ(⑤) ー一|

!D/4 I D/2 _， _ D/4! 日

) ¥ ¥ 
¥パイプにスケー岨付 ¥ふ

たわみ率の計算

L:，. X/2 R X 100 (%) 

パイ宍1) アノレミパイプ外径骨35皿厚み3圃
パイプ⑤ アルミパイプ外径o28四厚み3圃

スケール取付け部
l皿単位スケーノレ

ZコseJ口
管径900阻以

上に適用す

る。矢板施工

の場合は管据

付時、矢板引

抜き時及び埋

戻完了時に測

定する。

締固め程度は
次のとおりで
ある。

L:，.X= (2R一(Dh+t))又は
(2 R一(Ov+t )) 

2R:管厚中心直径
t :管厚
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工 種 項 目 管理基準値(阻)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

8 80シールド工 10 @ 30 @ 50 基準向、中心線のズレ

事(一次覆 基準高(V) (直線部)、たわみ率につ
戸国母 工) いては施工延長おおむ

コンクリー ね 50mにつき 1箇所の

水 トセグメン 20 直線部 @ 65 直線部 @ 100 割合で測定する。

ト 中心線の 曲線部 @ 100 曲線部 @ 150 中心線のズレ(曲線部)

路 鋼製セグメ ズレ(e) についてはおおむね 10

ント mに1箇所の割合で測
工 定する。

60 θ0.1%、 上記未満は2箇所測定

事 施工延長 ただし延長 する。

61 " 150m未、満 θ150

たわみ率 ② 3免 @ 5免

81シールド工 10 既製管挿入工②20 @ 30 基準向、中心線のズレ

事(二次覆 基準高(V) (直線部)については施

工) 推進工事 ②30 @ 50 工延長おおむね 50mに

既製管覆工 20 ② 65 。100 っき 1箇所の割合で測

中心線の 定する。

82推進工事 ズレ(e) 中心線のズレ(曲線部)

30........59 別表イ、ウ及び別表エ 別表イ、ウ及び別 についてはおおむね 10

ジョイン 参照 表オ参照 mに1箇所の割合で測

ト間隔 定する。

(z) 上記未満は2箇所測定

60 θ0.1%、 する。

施工延長 ただし延長 ジョイント間隔につい

61 " 200m未、満 θ200 ては1本毎に測定する。

たわみ率 @ 3免 @ 5免 施工延長おおむね 50m

につき 1箇所を測定す

る。

上記未満は2箇所測定

する。

測定時期は、管据付時、

注入完了時とする。
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|構造図に朱

よるもの |によるもの|記、併記す

(様式 2-1、I(様式3-1、|るもの
目、H、3-6)I 3-4、3-6)

基準高、中|左記のもの

心線のズレ、|で20点未満

たわみ率で|のもの及び

20点以上の|施工延長

もの

測定箇所標準図

2R 

Dv 

摘要

Vの測定は管
底 (v1)を原
則とし、測定
時期は完了時
とする。

の

満

び

も

未

及

長

の

嶋

の

延

記

坑

も

工

左

で

の

施

中

ヘ

で

の

引

率

上

高

広

み

以

準

線

わ

点

の

基

心

た

却

も

、

基準高 (v)は、 v1を測定し管理する。

たわみ率の計算

fl. X/2RX100(対)

fl. X = (2R-(Dh+t) J又は
(2R-(Dv+t) J 
2R:管厚中心直径

t :管厚

却一キ専問

隔間'ト・ン

置

イ

位
ヨ
{
疋

ジ

測

基準高 (v)は、 v1を測定し管理する。

たわみ率の計算

企X/2RX100(免)

企X= (2R-(Dh+t) J又は
(2R-(Dv+t) J 
2R:管厚中心直径

t:管厚

Vの測定は管
底 (V1)を原
則とし、測定
時期は完了時
とする。

10基準高(v)
の( )は推
進工事の場
A 
口。
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工 種 項 目 管理基準値(阻)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

9 10スプリンク 10 o 65 8 35 850 構造図の寸法標不箇所

フー 埋設深但) を測定する。

畑

か

ん

施

設

工

事

ー77・



管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

埋設深で20 左記のもの

点以上のも で20点未満

の のもの

一寸!?
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

10 10コンクリ 10 上幅 (Bj) <D 7 8 3 の 10 8 5 幅、両さについては桁の
一ト桁 幅但) 両端部、中央部の3箇所

橋 11 " 下幅 (B2、B3) @ 3 @ 5 を全桁数測定する。

「::司 桁長は各桁で、横方向の

梁 20 @ 7 8 3 <D 10 8 5 最大曲がりについては
高さ (H) プレストレッシング後

工 に、全桁数測定する。

30 @ 10 ⑤ 15 
事 桁長(L)

40 1. 5L-6 
横方向の

最大曲が

り(o ) 
(桁長

10.5m 
未満)

41 10 
横方向の

最大曲が

り(o ) 
(桁長

10.5m 
以上)

20鉄筋コン 10 @ 15 @ 20 基準両は 1径問当たり
クリート 基準高(V) 2箇所(支点付近)で測

床版工 定する。

20 @ 20 ⑤ 30 幅は 1径間当たり 3箇
幅(B) 所測定する。

厚さは、おおむね 10rri 

30 の 13 8 7 <D 20 8 10 に1箇所の割合で測定
厚さ (T) する。
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

構造図に朱 幅、両さ、

記、併記す 桁長、横方

ることが困 向の最大曲

難なもの がり Bj 

¥ /ど H2 

一一一一+B3 4一一一一 H4 Hj 

H3 

μ斗

8 

~妥当
L 

L:桁長 (m)

構造図に朱 基準局、幅、 コンクリート

記、併記す 厚さ 橋に適用す

ることが困
包

る。

難なもの

わ V2 明円
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

10 30鉄筋コン 10 @ 13 8 20 1径間当たり両端と中
クリート 高欄幅 央部の両側を測定する。

橋 高欄及び (8) 

地覆工

梁 20 @ 20 8 30 
高欄高さ

工 (H) 

事 30 @ 13 θ20  

地覆幅

但)

40 @ 13 8 20 
地覆高さ

(H) 
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

構造図に朱 両欄幅、両

記、併記す 欄高さ、地

ることが困 覆幅、地覆

内「難なもの 高さ

ミミ円町; 覆

ア
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

11 10橋台工 10 @ 30 8 50 橋軸方向の断面寸法は

敷幅 (B) 中央及び両端部で測定

橋 し、その他は構造図の寸

法表示箇所を測定する。

梁 20 o 20 8 13 8 20 
控壁の厚

下 さ(T)

部

30 @ 30 。50
工 高さ (H)

事

40 @ 30 ⑤ 50 

中心線の

ズレ(e)

50 @ 30 8 50 
ヌ端長(L1)

60 @ 30 8 50 
敷長(L2)

70 @ 20 @ 30 
胸壁間距

離(L3)

80 11共通工事の 100精 同 左 同 左

橋台沓部 度を要するものjの項

に定めるところによる
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの

2-2) 

構造図に朱 敷幅、控壁 2スパン以上

記、併記す の厚さ、高
L3 L3 

の場合の胸壁

ることが困 さ、中心線 間距離は f20戸」

難なもの のズレ、天 厚さT 及び 30橋脚

端長、敷長、 工」の橋脚中

胸壁間距離
H H 

心間距離にお

f 
いて管理す

る。
B B 

E 
Lj 

一一

H ー.14一e一ー

ーL[ 1 

L2 

同 左 同 左 同 左 同 左
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

11 20橋脚工 10 @ 15 @ 20 橋軸方向の断面寸法は

基準高(V) 中央及び両端部で測定

橋
[張出式 ] 

し、その他は構造図の寸

重力式 20 @ 30 8 50 法表示箇所を測定する。

梁 半重力式 ヌ端長(fj)

下 30 @ 30 。50
敷長(f2) 

部

40 @ 20 8 13 。20
工 天謝神高(同)

事 50 @ 30 。50
敷幅(82)

60 @ 30 8 50 
高さ (H)

70 @ 20 @ 30 
橋脚中心

間距離

(L) 

80 @ 30 @ 50 
中心線の

ズレ(e)
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|構造図に朱

よるもの |によるもの|記、併記す

(様式2-1、I(様式3-1) Iるもの
2-2) 

構造図に朱

記、併記す

ることが困

難なもの

基準高、天

端長、敷長、

天端幅、敷

幅、高さ、

橋脚中心間

距離、中心

線のズレ

測定箇所標準図 摘要

L ~I 
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

11 30橋脚工 10 @ 15 @ 20 橋軸方向の断面寸法は

(ラーメン甫 基準高(V) 中央及び両端部で測定

橋 し、その他は構造図の寸

20 @ 15 8 20 法表示箇所を測定する。

梁 天端長

(f) 

下 30 ① 20 8 13 8 20 
天端幅

部 (81) 

工 40 @ 15 θ20 
中間幅(d)

事

50 @ 30 。50
基礎幅

(82、b)

60 @ 30 8 50 
高さ (H)

70 @ 20 8 13 8 20 
厚さ (T)

80 @ 20 ⑤ 30 
橋脚中心

間距離

(L) 

90 @ 30 ⑤ 50 
中心線の

ズレ(e)
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す| 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

構造図に朱 基準高、天

記、併記す 端長、天端

ムJることが困 幅、中間幅、

難なもの 基礎幅、高

剛さ、厚さ、

橋脚中心間

距離、中心

線のズレ

包

凶|ボ凶
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工 種 項 目 管理基準値(阻)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

12 10フス張 10 施工面積~設計面積 全施工面積について展

11植生マット 面積(A) 開図又はその他の方法

1去 12植生シート により測定(求積)する。

13繊維ネット

面 14張芝

15人工張芝

保

護

工

事

20 フス張 フス張は 200rrfに1箇
アンカー φ9 (D10) X L=200阻 所の割合で測定する。

ピン数 1.5本/ぱ以上 上記未満は2箇所測定
φ16 (D 16) X L =400皿 する。

0.3本/rrf以上

21 植生マット、繊維ネット 植生マット及び繊維ネ

アンカー 肥料袋付 6本/rrf以上 ットは 500rrflこ1箇所
ピン及び 肥料袋無 3本/rrf以上 の割合で測定する。
止め釘 上記未満は2箇所測定

する。

20種子散布 10 施工面積ミ設計面積 全施工面積について展

面積(A) 開図又はその他の方法

により測定(求積)する。
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

展開図及び ι:測線をい
測線長

E閃:可
フ。

f2 '¥.lf5 

No.X No.Y 
〉グ

No.Z 

t 

測定値を記 (参考)規格

入
10 m' 

値に示す値は

標準であると
× × × × 

とから、工法2m xxxx x x 
xx x xx x により標準本

5m 数が異なる場

合は、別途監

督職員と協議

する。

展開図及び fn :測線をい

測線長

間:対
フ。

f1 
f2 '¥.lf5 

No.X No.Y No.Z 
〉グ

E 
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工 種 項 目 管理基準値(阻)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

12 30客土吹付 10 平均厚さ~設計厚さ 施工面積 500rrfに1箇
厚さ (T) 所の割合で測定する。

法 ただし、吹付面に凹凸が 上記未満は2箇所測定
ある場合の最小吹付厚 する。

面 は設計厚の 50%以上と

する。

保

護

工

事 20 施工面積~設計面積 全施工面積について展

面積(A) 開図文はその他の方法

により測定(求積)する。

40植生基材吹 10 平均厚さ孟設計厚さ 施工面積 200rrfに1箇
付 厚さ (T) 所の割合で測定する。

測定値は 上記未満は2箇所測定

設計厚5cm未満 する。。10%
11 5cm以上

820% 

ただし、吹付面に凹凸が

ある場合の最小吹付厚

は設計厚の 50%以上と

する。

20 施工面積孟設計面積 全施工面積について展

面積(A) 開図又はその他の方法

により測定(求積)する。
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|構造図に朱

よるもの |によるもの|記、併記す

(様式2-1、I(様式3-1) Iるもの
2-2) 

厚さで20点|左記のもの

以上のもの|で20点未満

のもの

測定箇所標準図 摘要

1吹付直後の

厚さとする。

2岩等の突出

部の特殊な

場合は適用

しない。

3設計吹付厚

さ5cm以上
には適用し

ない。

展開図及び

測線長 .e4 ___ 

1¥..e3 1 '¥. ~ 
hl ¥. 1 '¥. 1 
l .e2 ¥.1.e5 ¥.1 

No.X No.Y No.Z 

.en :測線をい
フ。

の
満

も

未
の
点
の

記

氏

も

左

で

の

点
の
引

も

で
の

さ

上

厚

以

1吹付直後の

厚さとする。

2岩等の突出

部の特殊な

場合は適用

しない。

展開図及び

測線長
.e4 ___ 

hl，¥.e31'¥.. 1 1 I ¥. I ¥.. I 

l .e2¥.1.e5 '¥.1 

No.X No.Y No.Z 

.en :測線をい
フ。
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工 種 項 目 管理基準値(阻)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

12 50吹付枠 10 施工延長~設計延長 全施工延長について展

梁延長 開図により測定する。

法

面

20 ① L/10 施工面積 200rrfに1箇
保 梁間隔 所の割合で測定する。

(L) 

護

工

事

30 。20 施工面積 200rrf ~こ 1 箇

期折面(防 所の割合で測定する。

(助
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

展開図に朱

記、併記す

る

間隔で20点 左記のもの

以上のもの で20点未満

のもの

」|・仁JiL

L2jj口仁
111寸11

断面で20点 左記のもの

以上のもの で20点未満
B 

のもの

J| 
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工 種 項 目 管理基準値(阻)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

13 10吸水渠 10 o 100 8 50 8 75 上、下流端の2箇所を測

布設深 定する。

暗 (H) ただし、 1本の布設長が
おおむね 100m以上の

渠 20 @ 500 @ 750 ときは、中間点を加えた

間隔(8) 3箇所を測定する。

割ド

水 30 θ0.2%、

施工延長 ただし延長
工 31 " 500m以下81，000

事

20集水渠 10 o 100 8 50 8 75 施工延長おおむね 50m

(支線) 布設深 につき 1箇所の割合で
21導水渠 (H) 測定する。

(幹線)

20 80.2%、

施工延長 ただし延長

21 " 500m以下81，000
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管 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

布設深、間 左記のもの

隔で20点以 で20点未満

上のもの のもの及び

施工延長 Hl トヱコ号
-{ トーー・・ー-ーーー_-
トJ

B4 

E 

B3 

B2 

Bl 

布設深で20 左記のもの

点以上のも で20点未満

の のもの及び

施工延長
~ 

ーー.
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

14 10監査廊 10 @ 20 @ 30 1.基準両、幅、厚さ、両

(暗渠タイプ) 基準高M さについては 1スパン

フ 20 @ 25 8 15 8 25 につき 1箇所の割合で

幅(8) ただし、 測定する。

イ 21 " B2、B38  15 2.厚さはコンクリート

30 。13 8 20 打設前の巻立空間を 1
ノレ 厚さ (T) スパンの終点において

40 @ 25 。40 図に示す①~③の各点

ダ 高さ (H) ただし、 で測定する。

41 " H2 825 
3.中心線のズレ

ム 50 直線部 @ 50 直線部 @ 75 直線部は 50mにつき

中心線のズ 1箇所、曲線部は1スパ
工 レ(e) ンにつき 1箇所の割合

51 " 曲線部 @ 100 曲線部 @ 150 
で測定する。

事 60 直線部 @ 13 直線部 @ 20 上記未満は 2箇所測

スパン長 定する。

61 " 曲線部 @ 20 曲線部 @ 30 
70 。0.1%、
施工延長 ただし延長

71 " 150m未、満 8 150 

20堤体盛土 10 .e1 @ 500 8 。ゾーン幅については施
ソ 遮水 工延長おおむね 20mに

ゾーン っき 1箇所の割合で測

定する。

ン 20 ら@500 8 。
幅
フィルター 有効幅Bは設計以
ソLーン 上

30 九 @1，0008500 

トランンジ

ョンゾー

ン

40 ん @1，0008 。
ロック 有効幅Bは設計以

ゾーン 上

-97・



管理方式

管理図表に|結果一覧表|構造図に朱

よるもの |によるもの|記、併記す

(様式2-1、I(様式3-1) Iるもの
2-2) 

基準高、幅、|左記のもの

厚さ、高さ、|で20点未満

中心線のズ|のもの及び

レ、スパン|施工延長

長で 20点

以上のもの

測定箇所標準図

」

摘要

の
満

も

未
の
点
の

記

氏

も

左

で

の

で
の

幅

上
ン

以

一

占
m

の

ゾ

却

も

包

F 

注)ゾーン区分

C:遮水ゾーン
F:フイノレターゾーン

T:トランシジョンゾーン

R:ロックゾーン

有効幅

l堤体表面張立

(張石)状態に

適用する。

2ゾーン幅とは

ダム中心線か

ら設計境界線

までの距離

(f)と各ゾー

ン単独有効幅

(8)をいう。

3管理基準値に

ついては別途

定めるものと

する。

4各リフト毎の

盛立高の管理

基準値につい

ては別途定め

るものとす

る。
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

14 30洪水吐 10 @ 20 @ 30 基準両、幅、厚さ、両さ

基準高M については施工延長 1

フ スパンにつき 1箇所の

20 CD 25 8 15 8 25 割合で測定する。

イ 幅(8) 中心線のズレ(直線部)

については施工延長お

ノレ 30 ① 20 。13 8 20 おむね 50mlこっき 1箇

厚さ (T) ただし、 所の割合で測定する。

ダ 31 " T 1 '""T 9θ13 
なお、中心線のズレ(曲

線部)については1スパ

ム 40 @ 15 θ25  ンにつき 1箇所の割合

高さ (H) で測定する。

工

50 直線部@ 35 直線部@ 50 
事 中心線の

ズレ(e)

51 " 曲線部@ 65 曲線部@100 

60 直線部@ 13 直線部@ 20 

スパン長

61 " 曲線部@ 20 曲線部@ 30 

70 80.1%、

施工延長 ただし延長

71 " 150m未満 8 150 

-99・



管理方式

管理図表に結果一覧表構造図に朱

よるもの によるもの記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの
2-2) 

基準局、幅、左記のものー インパートと

厚さ、高さ、で20点未満 包 側壁が一体構

中心線のズのもの及び l 造の場合、測

レ山施工延長 ~1・ 1Bl | 「 定箇所は別途
長で 20点 11 ! 定めるものと

以上のもの 1日一一r- i T一日出 する。

~I : I~ 
H
ー1→;t !H2 I e 
什一

I 82 

T6V! !IV!V T7 

T2IV//IX!A筋匁T3
凶:I判
*斜線部はインパート
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

15 10本体 10 @ 20 @ 30 構造図の寸法表示箇所

基準高M を測定する。

頭

首 20 天端幅等 @ 20 8 30 
幅(8)

工 21 " エプロン部@ 40 θ60 

工

30 @ 30 8 20 。30
事 厚さ (T) 導流壁、 エプロン部

等

40 @ 30 8 20 8 30 
高さ (H) 導流壁等

50 @ 100 8 65 8 100 
長さ (L) 導流壁、 エプロン部

20護床ブロ 10 @ 100 ⑤ 150 基準高については施工

ック 基鐸需M 面積 100rrfにつき 1箇
(異形プロ 所の割合で測定する。

ック) 上記未満は 2箇所測定

20 80.2% する。

面積(A)
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#同匂 理 方 式

管理図表に 結果一覧表 構造図に朱

よるもの によるもの 記、併記す 測定箇所標準図 摘 要

(様式2-1、 (様式3-1) るもの

構造図に朱 基準局、幅、

記、併記す 厚さ、高さ、

ることが困 長さ

難なもの

基準両で20 左記のもの

点以上のも で20点未満

の のもの
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工 種 項 目 管理基準値(皿)
(参考)

測定基準
規格値(皿)

16 10捨石工 10 @ 200 8 300 基準両、幅については施

基準高(V) 捨石工は特記仕様書に 捨石工は特記仕様 工延長おおむね 50mに

海 11消波プロツ よる 書による っき 1箇所の割合で測
ク 定する。

岸

20 @ 200 。300
河 幅(B)

JII 

工

事
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管理方式

管理図表に|結果一覧表|構造図に朱

よるもの |によるもの|記、併記す

(様式2-1、I(様式3-1) Iるもの
2-2) 

基準高、幅

で20点以上

のもの

の
位

も

単
の
所
の

記

箇

も

左

で

の

の
満

も

未
の
点
の

記

引

も

左

で

の

測定箇所標準図 摘要
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ため池工事出来形管理基準

(参考) 管理方式

エ種 項目 管理基準値(mm) 測定基準 管理図表に 結果一覧表
構造物に朱 測定箇所標準図 摘 要

規格値(mm) 記、併記す
よるもの によるもの

るもの

堤体エ 基準晶M :t: 100 線的なものについては 基準点、幅、 左記のもので 左記のもの 1刃金土(W3)、さ
法長で'20点 20点未満の で箇所単位 や土(W4)の幅は

基準高(V1) V1: + 65、-0 施工延長おおむね20m 以上のもの もの のもの 胃l 盛土高1m毎!こ

刃金土基準高(V2) V2: + 65、-0 につき1箇所の割合で
管理する@

トレシチ基準高(V3) V3: + 65、-0 測定する。 V2~ 
トレ〉手基準高(V4) V4目+口、-65 上記未満は2箇所測定 2現!]定は原則とし

て、水平距離と

堤幅制1 - 100 する。 するが、法長の

堤頂幅(W1) W1: -65 
場合は斜距離と
する。

小段幅(W2) W2: -65 

3出来形測定と写刃金土幅(W3) W3: +300、-0

4 
真は同一箇所で

さや土幅(W4) W4: +300、-65 行う。

W6 
トレシ手上幅(W5) W5: +30日、 -0

トレシ手下幅(W6) W6: +30日、 -0 4出来形園は横
断図面を利用し

法長(υ L: -65 - 100 て測定する。

法勾配(n) n: +1分、-0

施工延長 - 200 

洪水吐工 基準高(め :t: 20 :t: 30 基準高、厚さ、帽、高さ、 基準高、厚 左記のもので 箇所単位の スパン長の標準を
さ、帽、高 20点未満の 構造物につ 9mとした場合

中心線のズレについて さ、中心線 もの及び施 いて、基準

厚さ的 は施工延長1スパンに
のズレで20 工延長 高、厚さ、

土 13 :1: 20 点以上のも 帽、高さ

っき1箇所の割合官官!]
の CL 

幅(8) :t: 20 :t: 30 定する。 A と !Dl ~2L | 
箇所単位のものについ ー一

1l 
一一一寸

高さ(H) :t: 20 :t: 30 ては適宜構造園の寸法

表示箇所を測定する。

中心線のズレ(.) 直線部 :1:35 直線部:1:50 
H 

11 曲線部 :t:65 曲線部:t:100

施工延長 -150 li3 
(又は長さ)

スパン長(υ 直線部 :t:13 直線部 :t:20 |とT4Jと B2 三LI5J

11 曲線部 :t:20 曲線部 :t:30 

1
4
0回
l



(参考) 管理方式

エ種 項目 管理基準値(mm) 測定基準 管理図表に 結果一覧表
構造物に朱 測定箇所標準図 摘 要

規格値(mm) 記、併記す
よるもの によるもの

るもの

樋管工 基準高M :1: 20 :1: 30 基準高、厚さ、幅、高さ、 基準晶、厚 左記のもので 箇所単位の 1基準晶MI主管
さ、幅、高 20点未満の 構造物につ 底を原則とす

同上付帯構造物 中心線のズレについて さ、中心線 もの いて、基準 Bl る。

(土砂吐ゲート等)
厚さの +20 -13 -20 は施工延長10mlこっき

のズレ、ジョ 高、厚さ、 2 J~リート=次製
イント間隔で 幅、高さ

晶使用の場合で
20点以上の

1箇所の割合で測定す
もの

ある。

幅(8) +20 -13 -20 る。 3 底樋'/J~トンネ}~の
場合は、土木工

ジョイント間隔につい H 事施工管理基

高さ(H) 土 13 -20 ては、1本毎に測定す
準20水路工事

る。

のに準40ず水る路。ト〉ネ}~

中心線のズレ(e) 直線部 :!: 35 直線部 :!: 50 箇所単位のものについ

" 曲線部 士郎 曲線部 :1:100 ては適宜構造園の寸法 4斜樋等付帯構
B2 造物は土木工

施工延長 ー100 -150 表示箇所を測定する。 事施工管理基
準10共通工事
の90コシヲリート付
帯構造物に準ず
る。ただし、基準
高付1は、取水孔
(ゲート中心)の標
高とし、高さ(H)
は斜面直角方
向とする。

張ブロッウヱ 基準高M +40 -25 +65 -40 線的なものについては 基準晶、厚 左記のもので 左記のもの 基礎コ~IJ-トは、 91 コ
さ、法長で 20点未満の で箇所単位

f勾
刈リート基礎を適用す

腰ブロッヲ工 施工延長おおむね20m 20点以上の もの のもの及び る。

厚さ(T1) 右面より畏込功。 につき1箇所の割合で
もの 施工延長

リート背面まで 測定する。

:!: 30 -50 上記未満は2箇所測定

厚さσ2) 右面より裏込材料 する。

背面まで -65 -1∞ 厚さ(T1，T2)の測定は て7V

法長(υ 法長2m未満 :!:25 -40 各々、法長2m未満は

法長2m以上 :!:50 -75 1箇所(おおむねU2)、

施工延長 -0，1弛ただし延長 2m以上lまZ箇所(おお

10m未満 -50 むねU3、2/加 L)測定

10m以上50m宋満 することを原則とする。 会

一 100 箇所単位のものについ

50m以上200m未満 ては適宜構造園の寸法

-200 標示箇所を測定する。

法勾配

:!: 10弘

l
-
o白
l



(参考) 管理方式

エ種 項目 管理基準値(mm) 測定基準 管理図表に 結果一覧表
構造物に朱 測定箇所標準図 摘 要

規格値(mm)
よるもの によるもの

記、併記す
るもの

現場打階段工 幅(8) :1: 20 -30 録的な構造物について 基準晶、厚 左記のもので 箇所単位の
さ、幅、高さ 20点未満の 構造物につ L B 

は施工延長おおむね20 で20点以上 もの又は構 いて、基準

晶さ(H) 2m未満:t:20 mにつき1箇所の割合
のもの 造物に朱記、 高、厚さ、

-30 併記すること 幅、高さ r一一

ト
2m以上:1:30 -45 で測定する。

が困難なもの
及び施工延

長さ(υ -0.1也ただし延長 上記未満は2箇所測定 長
H 

2m宋満 -30 する。

10m未満 -50 箇所単位のものについ

50m未満ー 1∞ ては適宜構造園の寸法
200m未満-200 標示箇所を測定する。

ポ(グーラリウントグ)工 深度(υ 設計値以上 全数量IJ定 深度、偏心

/寸¥"--ー/
偏心(e) 100 150 

(三
1
4
0叫
l



別表ア基礎杭打工偏心管理基準値

(単位:凹)

木 杭 プレキャストコンクリート杭

杭 径

管理基準値
(参考)

管理基準値
(参考)

規格値 規格値

60 60 225 

90 90 225 

120 120 225 

150 150 225 

180 180 225 

210 210 225 

200 33 50 

250 41 62 

300 50 75 

350 58 87 

400 66 100 

450 66 100 

500 66 100 

550 

600 66 100 

700 66 100 

800 66 100 

900 

1，000 

1，200 

1，500 

1，800 

2，000 

2，500 

3，000 



(単位:凹)

鋼 管 杭 場所打杭

杭 径

管理基準値
(参考)

管理基準値
(参考)

規格値 規格値

60 

90 

120 

150 

180 

210 

200 

250 

300 

350 

400 66 100 

450 66 100 

500 66 100 

550 66 100 

600 66 100 

700 66 100 

800 66 100 66 100 

900 66 100 

1，000 66 100 66 100 

1，200 66 100 

1，500 66 100 

1，800 66 100 

2，000 66 100 

2，500 66 100 

3，000 66 100 



別表イ 管水路(遠心力鉄筋コンクリート管)のジョイント間隔管理基準値

(単位:凹)

JIS A 5372 RC管 (B形管) JIS A 5372 RC管 (NB形管)

呼ひ'径(mm) (参考) 規格値

管理基準値 8管水路工事 8管水路工事 管理基準値 (参考)規格値

良質地盤 良質地盤

150 +13 。 +20 。 +11 。 +15 。 +23 。
200 +13 。 +20 。 +11 。 +15 。 +23 。
250 +13 。 +20 。 +11 。 +15 。 +23 。
300 +12 。 +18 。 +10 。 +15 。 +23 。
350 +12 。 +18 。 +10 。 +15 。 +23 。
400 +14 。 十21 。 +11 。 +19 。 +29 。
450 +14 。 +21 。 +11 。 +19 。 +29 。
500 +14 。 十21 。 +11 。 +19 。 +29 。
600 +15 。 十23 。 +13 。 +19 。 十29 。
700 +14 。 +21 。 +12 。 +19 。 +29 。
800 +16 。 +24 。 +13 。 +19 。 +29 。
900 +17 。 +26 。 +15 。 +19 。 +29 。
1，000 +21 。 +32 。 +18 。
1， 100 +22 。 +33 。 +19 。
1，200 +23 。 +35 。 +21 。
1，350 +24 。 +37 。 +22 。
注)1. 管理基準値は接合時の値であり、 4箇所の平均値とする。

2. (参考)規格値は埋戻後の値であり、原則として4箇所のうち 1箇所でもこの値を超えて

はならない。

3. 接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径700皿以下の

場合は、管の外から確認しでもよい。また、埋戻後の測定は、原則として呼び径800皿以上に

適用する。

なお、「埋戻後」とは、特に指示のない限り、舗装(表層、上層路盤、下層路盤)を除いた

埋戻完了時点とする。

4.標準値は目地処理のため施工上必要な、本来開くべきジョイント間隔値を示している。規格

値及び管理基準値は下図に示す位置を測定するものとする。

5.管の外面から測定する場合の測定位置は、施工管理記録様式に示すがb'c'd'とする。

(参考〉ジョイント間隔測定位置を以下に示す。

(1)内面から計測する場合

B形及びNB形

52ご
NC形



J 1 S A 6872 RC管(NC調書管}

呼ぴ径旬。 ..値 管理基箪値 (参考}

1，600 
1，650 
1，800 
2，000 

2，200 
2，400 
2，600 
2，800 
3，000 

5 
5 
E 
5 

5 
5 
5 
6 
5 

(2)外面から併灘~する場合
1)緩線による計測

+Z( 
+2( 
+2( 
+2( 

+2( 
+27 
+27 
+21 
+27 

+6 +33 
+s +33 
+6 +33 
+s +33 

+6 +33 
+5 +38 
+s +38 
+6 +3B 
+s +38 

ジ冒イント間隔=受け口~lzー{標総長hー側線長:11:1)

:戸ι牛¥
叫T-

2)領事候によらない酔測{参考}

ジ冒イント岡晴=受け口:長 13一{管有効長Lー測定長~

受け口髭h 管有強量L

{単位:副

員見 格 値

+6 
+6 
+6 
+5 

+6 
+5 
+5 
+6 
+5 



別表ワ 管水路(ダクタイル鋳鉄管)ジョイント関岡管理基準値
(単位:副

JIS G 5526・5527及び JIS G 5526・5527及び

規 格
JDPA G 1027 JDPA G 1()27・1029

8管水路工事 K形 B管水路工事 T形(直管)

呼び径回〕
管理基準値 (歩考)規格値 管理基準値 (参考)規格値

75 +14 。 +19 。 +11 。 +16 。
100 +14 。 +19 。 +11 。 +16 。
160 +14 。 +19 。 +11 。 +16 。
200 +14 。 +19 。 +10 。 +14 。
260 +14 。 +19 。 +10 。 +14 。
300 +14 。 +19 。 +16 。 +24 。
350 +22 。 +31 。 +16 。 +24 。
400 +22 。 +31 。 +16 。 +24 。
450 +22 。 +31 。 +16 。 +24 。
600 +22 。 +31 。 +20 。 +30 。
600 +22 。 +31 。 +20 。 +30 。
700 +22 。 +31 。 十20 。 +30 。
800 +22 。 +31 。 +20 。 +30 。
900 +22 。 +31 。 +25 。 +40 。
1，000 +25 。 +36 。 +25 。 +40 。
1， 100 +25 。 +36 。 +25 。 +40 。
1，200 +25 。 +36 。 +25 。 +50 。
1，350 +25 。 +36 。 +25 。 +50 。
1，600 +25 。 +36 。 +25 。 +60 。
1，600 +25 。 +40 。 +25 。 +70 。
1，660 +26 。 +45 。 +26 。 +70 。
1，800 +25 。 +46 。 +25 。 +80 。
2，000 +25 。 +50 。 +25 。 +90 。
2， 100 +25 。 +66 。 一
2，200 +25 。 +55 。
2，400 +25 。 +60 。 一
2，600 +25 。 +70 。 一

注)1. 管理基箪値は接合時の値であり、 4舗所の平均値とする.

2. (歩考)規相直は埋戻後の値であり、原則として4箇所のうち1筒所でもこの値を超えて

はならない。
3. 接合時の測定は、原則として管の内から測定するものとする.ただし、呼び樫700皿以下の
場合は、管の外から確認してもよい.また、坦戻後の測定は、原則として呼E地 800IDII.以上に
適用する.

なお、「埋戻後』とは、特に指示がない限り、舗装(表層、上層路盤、 下層路盤)を除いた埋

戻完了時点とする。
4. 管の外面から劃定する場合の測定位置は施工管理記録織式に示すa'b'c'd'とする.
6. ダクタイル鋳鉄管のうち、 E形管・T形管のジョイント間隔制定位置及びU形管の標漕値は下
園のy寸法であるo Yの測定位置は、鋳鉄層とモルタルライエング層の境界郁を目安とする。
K形管 T形管

~ 



(単位:mm) 

JIS G 5526・5527及び
JIS G 5526・5527及びJDPAG 1029 

規 格
JDPA G 1027・1029

8管水路工事T形(異形管) 8管水路工事 U形

呼び径(皿)
管理基準値

(参考)
標準値 管理基準値 (参考)規格値

規格値

75 +11 。 +16 。
100 +11 。 +17 。
150 +11 。 +18 。
200 +10 。 +16 。
250 +10 。 +14 。
300 
350 
400 
450 
500 

600 

700 105 +23 - 5 
800 一 一 一 一 105 +23 - 5 
900 105 +23 - 5 

1，000 105 +23 - 5 

1， 100 105 +23 - 5 

1，200 105 +23 - 5 

1，350 一 一 一 一 105 +23 - 5 
1，500 105 +23 - 5 

1，600 115 +24 - 5 

1，650 115 +24 - 5 

1，800 115 +24 - 5 

2，000 115 +24 - 5 

2， 100 一 一 一 一 115 +24 - 5 
2，200 115 +24 - 5 

2，400 115 +24 - 5 

2，600 130 +24 - 5 

注)6. JDPA G 1027 (農業用水用ダクタイル鋳鉄管)の呼び径は以下のとおり。
'T形及びT形用継ぎ輪:300'"'-'2，000、K形:300'"'-'2，600 
JDPAG 1029 (推進工法用ダクタイノレ鋳鉄管)の呼び径は以下のとおり 0
・T形:250'"'-'700、U形:800'"'-'2，600 

+32 - 5 
+32 - 5 
+32 - 5 

+33 - 5 

+33 - 5 

+33 - 5 

+35 - 5 
+35 - 5 

+33 - 5 

+33 - 5 

+33 - 5 

+36 - 5 

+36 - 5 
+36 - 5 

+36 - 5 

+36 - 5 

JDPAG 1027 (農業用水用ダクタイノレ鋳鉄管)のT形用継ぎ輸のジョイント間隔は、 JISG
5527 (ダクタイル鋳鉄異形管)のK形に準じる。
7. JIS G 5527 (ダクタイル鋳鉄異形管)のK形、 U形のジョイント間隔は、 JISG 5526 (ダクタ
イル鋳鉄管)のK形、 U形に準じる。

8.. 標準値は継手構造上、本来開くべきジョイント間隔値を示しており、規格値及び管理基準値は

標準値に対する値を示している。

U形管



別表エ 管水路(強化プラスチック複合管)ジョイント間隔管理基準値

(単位:凹)

J 1 S A 5350 
規格

B 形及び T 形

(参 考) 規 格 f直
呼び径

標準値 管理基準値
(皿) 良質地盤 軟弱 地盤

200 。 +10 - 5(0) + 33 - 33(0) +22 -22 (0) 

250 。 +10 - 5(0) + 33 - 33(0) +22 -22 (0) 

300 。 +10 - 5(0) + 38 - 38(0) +25 -25 (0) 

350 。 +10 - 5(0) + 38 - 38(0) +25 -25 (0) 

400 。 +10 - 5(0) + 43 - 43(0) +28 -28 (0) 

450 。 +10 - 5(0) + 43 - 43(0) +28 -28(0) 

500 。 +15 -10 (0) + 53 - 52(0) +35 -34(0) 

600 。 +15 -10 (0) + 53 - 52(0) +35 -34(0) 

700 。 +15 -10 (0) + 53 - 52(0) +35 -34(0) 

800 。 +15 -10 (0) + 53 - 52(0) +35 -34(0) 

900 。 +15 -10 (0) + 53 - 52(0) +35 -34(0) 

1，000 。 +20 -15 (0) + 53 - 51 (0) +35 -33(0) 

1， 100 。 +20 -15 (0) + 53 - 51 (0) +35 -33 (0) 

1，200 。 +20 -15 (0) + 53 - 51 (0) +35 -33 (0) 

1，350 。 +20 -15 (0) + 53 - 51 (0) +35 -33(0) 

1，500 。 +20 -15 (0) + 53 - 51 (0) +35 -33 (0) 

1，650 。 +25 -20(0) + 80 - 77(0) +53 -50(0) 

1，800 。 +25 -20(0) + 80 - 77(0) 十53 -50 (0) 

2，000 。 +25 -20(0) + 95 - 92(0) 十63 -60 (0) 

2，200 。 +25 -20(0) + 95 - 92(0) +63 -60 (0) 

2，400 。 +25 -20(0) +113 -110 (0) +75 -72 (0) 

2，600 。 +25 -20(0) +113 -110(0) +75 -72 (0) 

2，800 。 +25 -20(0) +128 -125(0) +85 -82 (0) 

3，000 。 +25 -20(0) +128 -125(0) +85 -82 (0) 

注)1. 管理基準値は接合時の値であり、 4箇所の平均値とする。

2. (参考)規格値は埋戻後の値であり、原則として4箇所のうち1箇所でもこの値を超えてはな

らない。

3. 測定は、原則として管の内から測定するものとする。ただし、呼び径 700皿以下の場合は、

管の外から測定してもよい。また、埋戻後の測定は、原則として呼び径800皿以上に適用する。

なお、「埋戻後」とは、特に指示がない限り、舗装(表層、上層路盤、下層路盤)を除いた

埋戻完了時点、とする。

4. 管の外面から測定する場合の測定位置は、施工管理記録様式に示すa'b'c'd'とする。

5. 継手部の標準断面は次ページのとおりであり、標準値は図の寸法yである。なお、基準線に

対し抜け出し側を(+)、入り込み側を(ー)とする。また、管理基準値等のうち()内数値は、

点線で示した形状の管に適用する。

6. D形の場合は、受口側と挿口側を各々測定する。



規絡
J 1 S A 53卯
c 形

呼t庖
(. 考〕 規 格 値

標単位 管理基準値
回} 良質地盤 -弱地盤

200 。 +10 q + 33 。 +22 。
260 。 +10 。 + 33 。 +22 。
300 。 +10 。 +38 。 +25 。
350 。 +10 。 +38 。 +25 也
400 。 +10 。 + 43 也 +28 。
450 。 +10 。 + 43 。 +28 。
600 。 +16 。 + 63 。 +36 。
ω。 。 +16 。 + 63 。 +36 。
700 。 +16 。 + 63 。 +36 。
ω。 。 +16 。 + 63 。 +36 。
"。 。 +16 。 + 53 。 +36 。
1，ω。 。 +20 由 + 63 。 +36 。
1，100 。 +20 。 + 53 骨 +35 。
1，200 。 +20 。 + 63 。 +36 。
1，360 。 +20 。 + 63 。 +36 也
1，600 。 +20 。 + 63 。 +36 。
1，650 。 +25 。 + 80 。 +53 也
1，80。 。 +25 。 + 80 ' +53 

。
2，ω。 。 +26 。 + 96 。 +63 。
2.200 。 +26 。 + 96 。 +63 。
2，400 。 +26 。 +113 。 +76 。
2.600 一 ー 一 一
2，800 一 ー 一 一
3，ω。

(単位:田l

B費量

注調画書量

4ιY受口郎 +
 

糊・

4.

，

鴫

j

鰍

C形

受口鶴



(単位:l1li)

規格
lIS A 6360 

D 形(sω}

呼ぴ径 1・2 考} 規 格 値
旬。 様.値 管理~!・M:

良質泊盤 般車間飽盤

200 。 +6  。 +26 -3  +11i -3  
250 。 +5  。 +25 -8  +15 -3  
300 。 +5  。 +25 -3  +15 -3  
350 。 +5  。 +26 -8  +16 -3  
ω日 。 +6  。 +36 -3  +25 -3  
450 。 +5  。 +35 -3  +25 -3  
600 。 +15 。 +36 -3  +26 -3  
600 。 +15 。 +35 -8  +25 -3  
700 。 +15 。 +36 -3  +26 -3  
800 。 +20 。 HO  一 +30 一
900 。 +20 。 +(() 一 +30 一
1，∞日 。 +20 。 +(() 一 +30 一
1，100 。 +20 。 +(() +30 
1，200 。 +20 。 +(() 一 +30 一
1，360 。 +20 。 +(() +30 
1，600 。 +25 。 H6  一 +36 一
1，650 。 +25 。 +45 一 +36 一
1，的。 。 +26 。 H5  一 +35 一
2，ω。 。 +25 。 +45 一 +35 一
2，200 。 +30 。 +60 一 +40 一
2，ω。 。 +30 。 +50 一 +40 一

D形

基準緩

※管がストyプゴムをつぶしている場合ほ{ー)とする.なお、その場合受口側の値を0とする.



別表オ放射線透過試験による点検の項目と判定基準

(J 1 S Z 3050 A基準準拠)

項 目 判 厄__._・ 基 準

1.ルートの溶込み 目違いのない部分の溶込み不良は、 1個の長さ 20皿以下、連続した溶接長 300

不良 皿当たり合計長さ 25皿以下を合格とする。

2.目違いによる溶 ルートの片側の角が露出している(又は溶融されていなし、)とき、 1個の長さ

込み不良 40皿以下、連続した溶接長 300凹当たり合計長 70皿以下を合格とする。

内面へこみは、その部分の写真濃度がこれに接する母材部分の写真濃度を超え

3.内面へこみ ない場合は長さに関係なく合格とするが、超える場合には5の溶落ちと同様に

取り扱う。

母材と溶接金属との聞の融合不良は、 1個の長さ 20皿以下、連続した溶接長

4.融合不良
300阻当たり合計長さ 25mm以下を合格とする。溶接パス聞の融合不良は、 1個

の長さ 20皿以下、連続した溶接長 300皿当たり合計長さ 30皿以下を合格とす

る。

溶落ちは、いかなる方向に測った寸法も 1個につき 6阻又は管の肉厚のいずれ

5.溶落ち か小さい方を超えることなく、連続した溶接長 300皿当たり最大寸法の合計長

さ12皿以下を合格とする。

6.細長いスラグ巻
細長いスラグ巻込みは、 1個の長さ 20凹以下、幅1.5皿以下、連続した溶接

長 300皿当たり合計長さ 30mm以下を合格とする。平行に並んだスラグ巻込み
込み

は、その間隔が1皿を超えていればそれぞれ独立したきずとみなす。

7.孤立したスラグ 孤立したスラグ巻込みは、 1個の長さ 6皿以下、幅3mm以下、連続した溶接長

巻込み 300皿当たり合計長さ 12mm以下を合格とする。

8.タングステン巻
タングステン巻込みは、 J1 S Z 3104付属書4の第4種のきずの像の分類の

込み
4類以外を合格とする。

9.プローホール及

びこれに類する ブローホーノレ及びこれに類する丸みを帯びたきずは、 J1 S Z3104付属書4
丸みを帯びたき の第1種のきずの像の分類の4類以外を合格とする。

ず

10.虫状気孔
虫状気孔(パイプ)は、 J1 S Z 3104付属書4の第2種のきずの像の分類の
4類以外を合格とする。

11.中空ビート
中空ピードは、 1個の長さ 10凹以下、連続した溶接長 300凹当たり合計長さ

50凹以下で、長さ 6皿を超えるものは、 50皿以上離れていなければならない。

12.割れ 割れは、すべて不合格とする。

lから 11までに掲げるきずの長さの和が管の円周長さの8%以下で、かつ、連

13.きずの集積 続した溶接長 300皿当たり 50皿以下を合格とする。ただし 2に掲げるきずを

除く。

14.アンダカット
内面のアンダカットは、 1個の長さは 50皿、合計長さは管の円周長さの 15%

を超えてはならない。

(a) 透過写真上の大きさで合格するきずでも、写真濃度が母材部の写真濃度

15.きずの写真濃度 より著しく高い場合には、不合格とする。

(b) 内面のビードの写真濃度が著しく低い場合には、不合格とする。



別表カ 塗覆装の方式及びその厚さ

種別

直管

テーパ付き

直管

異形管

塗覆装方式

【内面塗装】

「水輸送用塗覆装鋼管ー第4部:内面エポキシ樹脂塗装

(JIS G 3443-4) J 

溶剤形エポキシ樹脂塗装

最小厚さ(皿)

0.5皿以上
( ["農業用プラスチック

被覆鋼管 (wsP A-
101-2009) Jによる)

【外面塗装】 12.0皿以上

「水輸送用塗覆装鋼管一第 3部:長寿命形外面プラスチック

被覆 (JISG 3443-3) J 

現場溶接部| 【内面塗装】 0.5皿以上
「水輸送用塗覆装鋼管一第4部:内面エポキシ樹脂塗装

(JIS G 3443-4) J 

溶剤形エポキシ樹脂塗装

【外面塗装】

( ["農業用プラスチック

被覆鋼管 (WSP A-

101-2009) Jによる)

「水道用塗覆装鋼管ジョイントコ}ト (WS P 012-2010) J Iプラスチック系の場合
基材:1.5皿以上

粘着材:1.0皿以上

備考1. 制水弁室、スラストブロック等貫通部の外面塗覆装は、原則としてプラスチック被覆とす

る。

なお、スチフナーについても同様とするが、同部の被覆厚さについては規定しない。

ただし、フランジ等外面部でプラスチック被覆の施工ができない場合は水道用液状エポキ

シ樹脂塗料塗装とし、塗膜厚0.5mm以上とする。
2. 継手部の外面塗覆装は、「水道用塗覆装鋼管ジョイントコート (WSP012)Jプラスチック系

を基本とする。なお、施工条件等やむを得ない理由により、プラスチック系が使用できない

場合は、ゴム系を使用する。ただし、ゴム系の最小厚さは、1.5凹とする。



第 3項撮影記録による出来形管理
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共

通

工

事

工 種 撮影基準

1.工事着手前及び完成後の全景

(できるだけ同一位置から撮影

する)。

2. 施工状況、施工法について適宜撮

影する。

3.仮設関係について適宜撮影す

る。

4. 被災のおそれがあるときはそ

の都度出来高を撮影する。

5. 品質管理実施状況について適

宜撮影する。

6. 工場製作状況について適宜撮

影する。

7. 基礎工等で埋設される部分、完成

後明視できない部分などについて

は、特に留意して撮影する。

なお、明視できる部分について

は、この基準によらなくてもよい。

8.その他必要に応じて適宜撮影する。

撮影箇所

2.掘削 |施工延長おおむね 50"'-'100mにつき|掘削幅、掘削深さ、法長、法勾配、

3.盛土

4.石積み(張)
ブロック積み

(張)

5.基礎杭打工

矢板打工

6.オープンケーソ

ン

7.コンクリート吹

付

モルタル吹付

8.栗石基礎
砕石基礎

砂基礎

均しコンクリー

ト

1箇所の割合で撮影する。 I排水側溝、その他必要箇所を撮影
上記未満は2箇所撮影する。 Iする。

上記と同一。 盛土幅、まき出し厚さ、転圧、法

長、法面(芝)、法勾配、排水側溝、

その他必要箇所を撮影する。

施工延長おおむね 40"'-'80m(;:0き1I床掘基礎関係裏込その他必
箇所の割合で撮影する。 要箇所を撮影する。

上記未満は2箇所撮影する。

矢板打設は上記と同一。 杭及び矢板の偏心量、リバウンド

基礎杭は20本に1箇所の割合で撮影 量、その他必要箇所を撮影する。
する。

構造図の寸法標示箇所を 1ロット毎 幅、両さ、長さ、配筋、その他必
に撮影する。 要箇所を撮影する。

施工面積おおむね200"'-'400nfにつき 法面状況、法勾配、法長、厚さ、
1箇所の割合で撮影する。 ラス張、アンカー打込み、その他

上記未満は2箇所撮影する。 必要箇所を撮影する。

施工延長おおむね 50"'-'100mにつき 幅、厚さ、転圧、粒径、その他必
1箇所の割合で撮影する。 要箇所を撮影する。

上記未満は2箇所撮影する。
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撮影方法

1.撮影箇所の確認、寸法の判定ができるよう工

夫する。

2.撮影箇所には次の事項を記入した黒板を用意
し、整理説明の便となるよう工夫する。

(1) 工事名

(2) 工種及び種別

(3) 作業内容

(4) 測点

(5) 設計数量・寸法

(6) 実測数量・寸法

(7) 略図

3.写真は原則としてカラー撮影とし大きさは、

11.7cmX8cmを標準とする。

里土日戸 1布iI

ハハハハ下車

f錨町1) 主主柱主主雄

宝盲!倒 f主主臓の高大1

管理方法

1.写真は施工の時期、工種、施工の順序が判定

できるよう整理し、アルバムに添付する。

2.完成検査及び既済部分検査の際は上記アルパ

ムを検査職員に提示し、寸法出来形管理と併せ

て確認の資料とする。
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1 

共

工 種

9.コンクリートイ寸
帯構造物

コンクリート基

礎、側溝、管渠、

横断構造物、コン

クリート擁壁、そ

の他上記に準ず

るもの

通

工

事

撮影基準

線的な構造物については施工延長お

おむね 40"'"'80mにつき 1箇所の割合

で撮影する。

上記未満は2箇所撮影する。

箇所単位の構造物については適宜撮

影する。

撮影箇所

床掘、基礎、幅、厚さ、配筋、両

さ、その他必要箇所を撮影する。

幅、厚さ、高さ、配筋、その他必

要箇所を撮影する。

肌精度を要するも|構造図の寸法標示箇所を撮影する。

の

分水工計量部

ゲ}ト戸当部

橋台沓部

11. U宇溝

U字フリューム

ベンチフリューム

施工延長おおむね 50"'"'100mにつき|施工状況、その他必要箇所を撮影

1箇所の割合で撮影する。 Iする。
上記未満は2箇所撮影する。

12.土水路 施工延長おおむね 200"'"'400mにつき|幅、厚さ、高さ、法勾配、その他

1箇所の割合で撮影する。 I必要箇所を撮影する。
上記未満は2箇所撮影する。

施工延長を示さない場合は、 1"'"'2工

区につき 1箇所の割合で撮影する。

13.鉄筋組立 1スパン(1打設ブ、ロック)ごとに撮|かぶり、中心間隔、その他必要箇

影する。 I所を撮影する。

2 I 1.表土扱い |おおむね 10a当たり 1箇所の割合で|表土厚を撮影する。

撮影する。

ほ

場 I2.基盤造成 |上記と同一。 |基盤面、表土埋戻後を撮影する。

表土整地

整

備 I3.畦畔復旧 |施工延長おおむね 20…mにつき|幅高さ その他必要箇所を撮影
1箇所の割合で撮影する。 する。

|上記未満は2箇所撮影する

事

4.道路工 幹線道路は 5…mにつき 1箇所|まき出し厚さ転圧厚さ 幅
(砂利道) の割合で、支線道路は 200"'"'400mにその他必要箇所を撮影する。

っき 1箇所の割合で撮影する。
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撮影方法

4.基礎等が土砂又は水面に埋設する場合、法長

の測量点を赤ペンキ等で印をする。

印の位置はなるべく 1mとか2mのように整

数値とする。

宝盲侃l

-124・

管 理方法



工 種 撮影基準 撮影箇所

3 1.耕起深耕 おおむね1ha当たり 2""3箇所撮影 耕起深、つぼ掘りを撮影する。

するほか、つぽ掘りは2ha当たり 1

農 箇所の割合で撮影する。

用 2.テラス テラス延長 100""200mにつき 1箇所 幅、耕起幅、法勾配、その他必要

(階段畑) の割合で撮影する。 箇所を撮影する。

地 上記未満は2箇所撮影する。

造 3.道路工 施工延長おおむね 100""200mにつき 幅、厚さ、法勾配、側溝幅を撮影

(耕作道) 1箇所の割合で撮影する。 する。
成

工 4.土壌改良 おおむね2ha当たり 1箇所の割合で サンプノレ採取中及び試験中の箇

撮影する。 所、その他必要箇所を撮影する。

事

5.改良山成 測定点 2""3箇所につき 1箇所の割 基準局、法勾配、その他必要箇所

合で撮影する。 を撮影する。

4 1.路盤工 施工延長おおむね 50""100mにつき 幅、まき出し厚さ、転圧、その他

1箇所の割合で撮影する。 必要箇所を撮影する。

農 上記未満は2箇所撮影する。

道

2.コンクリート舗 上記と同一。 幅、厚さ、その他必要箇所を撮影

工 装工 する。

アスフアノレト喜市

事 装工

3.砂利舗装工 上記と同一。 幅、まき出し厚さ、転圧、その他

必要箇所を撮影する。

4.道路トンネル 巻厚については 1スパンにつき 1箇 巻厚、型枠、切羽、支保工、矢板、

所の割合で撮影する。 坑口、その他必要箇所を撮影する。

その他掘削タイプの変化する毎に 1

箇所の割合で撮影する。

5.道路トンネル 掘削はタイプの変化する毎に 1箇所、 巻厚、型枠、切羽、支保工、ロッ

(NATM) ロックボルトは 100mに1箇所、コン クボルト、コンクリート吹付、坑
クリート吹付は 50mに1箇所、巻厚 口、その他必要箇所を撮影する。

については 1スパンにつき 1箇所の

割合で撮影する。
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撮 影 方 法 管 理 方 法
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工 種 撮影基準 撮影箇所

5 1.水路トンネノレ 巻厚については 1スパンにつき 1箇 巻厚、型枠、切羽、支保工、矢板、

所の割合で撮影する。 坑口、その他必要箇所を撮影する。

水 その他は掘削タイプの変化する毎に

路 1箇所の割合で撮影する。

ト

ン

ネ

ノレ

工

事

6 1.現場打開水路 おおむね2スパンにつき 1箇所の割 幅、厚さ、両さ、配筋、打継目、

合で撮影する。 その他必要箇所を撮影する。

水

2.現場打サイホン 上記と同一。 上記と同一。

路

3.現場打暗渠 上記と同一。 上記と同一。
工

事 4.鉄筋コンクリー 施工延長おおむね 50'"'"100mにつき 鉄筋コンクリート大型フリューム
ト大型フリュー 1箇所の割合で撮影する。 については、布設、その他必要箇

ム 上記未満は2箇所撮影する。 所を、鉄筋コンクリートL形水路

鉄筋コンクリー については、幅、厚さ、布設、そ

トL形水路 の他必要箇所を撮影する。

5.ボックスカノレパ 上記と同一。 両さ、その他必要箇所を撮影する。

一ト水路

7 1.コンクリート法 上記と同一。 幅、厚さ、法長、法勾配、その他

覆工 必要箇所を撮影する。

河 アスフアルト法

J 11 覆工

及

び

排 2.コンクリートブ 上記と同一。 コンクリートブロック積み水路に

水 ロック積み水路 ついては基礎関係、裏込、幅、高

路 鉄筋コンクリー さ、その他必要箇所を、鉄筋コン

工 ト柵渠 クリート柵渠については、アーム

事 間隔、柵板設置、その他必要箇所

を撮影する。

3.ライニング水路 上記と同一。 布設、幅、法長、その他必要箇所

連節ブロック張 を撮影する。

り

コンクリートマ

ット
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撮 影 方 法 管 理 方 法
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工 種 撮影基準 撮影箇所

8 1.管体基礎工 施工延長おおむね 50"""100mにつき 1 基礎、埋民等の厚さ、幅、まき出

[ :基礎及び埋オ
箇所の割合で撮影する。 し、締固め状況等を撮影する。

戸回勾 上記未満は2箇所撮影する。

水 2.管水路 上記と同一。 管布設状況、外観検査、ジョイン

〔遠心力鉄筋コす ト関係、その他必要箇所を撮影す

路 クリート管 る。

工 3.管水路 上記と同一。 上記と同一。

[強…j事 ク複合管

ダクタイル鋳

管

4.管水路 上記と同一。 上記と同一。

(硬質塩化ビニル

管)

5.管水路 上記と同一。 芯出し据付け状況、溶接作業、清

(鋼管) 掃状況、塗装、非破壊検査、ピン

ホール検査、膜厚検査、その他必

要箇所を撮影する。

6.管水路 たわみ量測定箇所2箇所につき 1箇所 マーキング関係、 Dh及びDv寸

(埋設とう性管) の割合で撮影する。 法、その他必要な箇所について撮

たわみ率 ただし、測定箇所が2箇所の場合は2 影する。

箇所とも撮影する。

7.シールド工事 施工延長おおむね50"""100mにつ セグメント設置状況、外観検査、

(一次覆工) き1箇所の割合で撮影する。 Dh及びDv寸法、その他必要箇

上記未満は2箇所撮影する。 所を撮影する。

たわみ率測定箇所2箇所につき 1箇所

の割合で撮影する。

ただし、測定箇所が2箇所の場合は2

箇所とも撮影する。

8.シールド工事 上記と同一。 管布設状況、外観検査、ジョイン

(二次覆工) ト関係、 Dh及びDv寸法、その

他必要箇所を撮影する。

9.推進工事 上記と同一。 上記と同一。
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撮 影 方 法 管 理 方 法

膜厚検査で塗膜厚の確認が困難な場合は、使用済

塗料空カン等の撮影を行う。

Dh及びDv寸法の測定状況のほか、スケール目盛

を撮影する。

上記と同一。

上記と同一。

上記と同一。
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工 種 | 撮影基準 | 撮影箇所

9 I 1.スプリンクラー 11ha当たり 1""'2箇所の割合で撮影|埋設深を撮影する。
する。

畑

か

ん

施

設

工

事

10 I 1 コンル市|構造図の寸法標示箇所を桁毎に撮影 |PC鋼線配置状況幅高さ そ
(ポストテンショ する。 の他必要箇所を撮影する。

橋梁|はシ鉄桁筋)コンクト幅…ては1山内 1箇所|配筋、幅、厚さ、その他必要箇所

ト床版工 の割合で撮影する。 を撮影する。
工| 厚さについては施工面積おおむね 30

""'60 rriにつき 1箇所の割合で撮影す
事| |る。

上記未満は2箇所撮影する。

3 鉄筋…-|上記と同一 |上記と同一。

ト高欄及び地覆

工

11 I 1.橋台工 |構造図の寸法標示箇所を 1基毎に撮 基礎関係、配筋、天端長、敷長、

影する。 敷幅、高さ、控壁の厚さ、その他

橋| 必要箇所を撮影する。

なお、橋台沓部については r1共
梁| |通工事の 10.精度を要するもの」の

項に定めるところによる。

下

部 I2.橋脚工 上記と同一。 基礎関係、配筋、天端長、敷長、

張出式 天端幅、敷幅、高さ、その他必要
工| 重力式 箇所を撮影する。

半重力式

事

3.橋脚工 上記と同一。 基礎関係、配筋、天端長、天端幅、

ラーメン式 中間幅、基礎幅、高さ、厚さ、そ

の他必要箇所を撮影する。
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工 種 撮影基準 撮影箇所

12 1.法面保護工 客土吹付、植生基材吹付工は、施工 法面状況、法面清掃、厚さ、金網、

面積おおむね200"'"'400rrl'につき 1箇 植生ネット張、むしろ張、アンカ

法 所、その他は 1，000rrl'につき 1箇所 一打込み等必要箇所を撮影する。
面 の割合で撮影する。

保 上記未満は2箇所撮影する。

護

工

事

13 1.吸水渠 1耕区当たり 1"'"'2箇所の割合で撮 埋設深、埋設間隔、その他必要箇

影する。 所を撮影する。

暗

渠

割ド 2.集水渠 施工延長おおむね 50"'"'100mにつき 埋設深、その他必要箇所を撮影す

水 (支線) 1箇所の割合で撮影する。 る。

工 導水渠

事 (幹線)

14 1.監査廊 1スパンにつき 1箇所の割合で撮影 幅、厚さ、両さ、配筋、打継目、

する。 その他必要箇所を撮影する。

フ

イ 2.堤体盛土 盛立両さおおむね3"'"'5mにつき 1 ゾーン幅、まき出し厚さ、転圧、

箇所の割合で各ゾーン毎に撮影す レーキング、コンタクトクレー、

ノレ る。 リップラップ工、ストックパイル

ストックパイルは造成の都度1箇所 工、その他必要箇所を撮影する。

ダ 撮影する。

ム

3.洪水吐 2スパンにつき 1箇所の割合で撮影 幅、厚さ、両さ、配筋、打継目、
工 する。 その他必要箇所を撮影する。

事

4.埋設計器 各計器毎に撮影する。 埋設状況、埋設時のゲージの状態

等について撮影する。

5.グラウトボーリ ボーリングの削孔長を全数撮影す 削孔長は全数、その他必要箇所を

ング る。 撮影する。
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撮影時期、撮影内容及ひ令撮影方法については別途

特記仕様書による。
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工 種 撮影基準 撮影箇所

15 1.本体 構造図の寸法標示箇所を撮影する。 幅、厚さ、両さ、長さ、配筋、そ

の他必要箇所を撮影する。

頭

首

工 2.護床ブロック 施工面積おおむね 200rdにつき 1箇 基礎地盤状況、据付け状況、その
工 (異形ブロック) 所の割合で撮影する。 他必要箇所を撮影する。

事 上記未満は2箇所撮影する。

16 1.捨石工 施工延長おおむね 50"'"100mにつき 幅、高さ、その他必要箇所を撮影
消波ブロック工 1箇所の割合で撮影する。 する。

海

岸

河

) 11 

工

事

17 1.堤体工 施工延長おおむね 20m""'40mにつき 盛土幅員、まき出し厚さ、転圧、
1箇所の割合で撮影する。 法長、法面(芝)、法勾配、排水側

た 盛土高 1mごとに撮影する。 溝その他必要箇所を撮影する。

め

池

改 2.洪水吐工 おおむね2スパンにつき 1箇所の割 床掘、基礎、幅、両さ、配筋、打
修 合で撮影する。 継目、パイプ布設、外観検査、ジ

工 箇所単位の構造物については適宜撮 ョイント関係、その他必要箇所を

事 影する。 撮影する。

3.樋管工 施工延長おおむね 10mにつき 1箇所 床掘、基礎、幅、両さ、厚さ、配
同上付帯構造物 の割合で撮影する。 筋、打継目、その他必要箇所を撮

(土砂吐ゲート 箇所単位の構造物については適宜撮 影する。

等) 影する。

4.張ブロック工 施工延長おおむね 40m""'80mにつき 床掘、基礎関係、畏込、その他必
腰ブロック工 1箇所の割合で撮影する。 要箇所を撮影する。

上記未満は2箇所撮影する。

5.ボーリング工 ボーリングの削孔長を全数撮影す 削孔長は全数、その他必要箇所を

(グラウト) る。 撮影する。
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〔参考資料〕

電子化写真データの作成要領(案)

(適用範囲)

1.本要領は土木工事施工管理基準3の (3)に定める土木工事の工事写真の中で電子媒体によ

る撮影に適用する。

(工事写真の分類)

2. 工事写真は次のように分類する。

着手前及び完成写真(既済部分写真等を含む)

施工状況写真

安全管理写真

工事写真 l 使用材料写真

(工事写真の撮影基準)

品質管理写真

出来形管理写真

災害写真

その他(公害、環境、補償等)

3. 工事写真の撮影は以下の要領で行う。

( 1 )撮影頻度

工事写真の撮影頻度は「土木工事施工管理基準第3項撮影記録による出来形管理」に示す

ものとする。

(2 )撮影方法

写真撮影に当たっては、次の項目のうち必要事項を記載した黒板を被写体とともに写すも

のとする。

①工事名

②工程及び種別

③測定点

④設計寸法

⑤実測寸法

⑥略図

なお、黒板の判読が困難となる場合は，別紙に必要事項を記入し、写真に添付して整理する。

特殊な場合で監督員が指示するものは、指示した項目を指示された頻度で撮影するものと

する。

(写真の色彩)

4.写真はカラーとする。
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(写真の大きさ)

5.写真の大きさは、 11.7c皿X8cmを標準とする。

( 1 )着手前、完成写真等はキャビネ版又はパノラマ写真(つなぎ、写真可)とすることができる。

(2 )監督員が指示するものはその指示した大きさとする。

(工事写真帳の大きさ)

6. 工事写真帳は、 4切版のフリーアルバム文はA4版とする。その他の大きさについては、監

督員の承諾を得るものとする。

(工事写真の提出部数及び形式)

7. 工事写真の提出部数及び形式は次によるものとする。

( 1 )工事写真として、工事写真帳と原本を工事完成時に各1部提出する。

(2 )原本としては、記録画像ファイル形式をJPEGとし、電子媒体はMOを原則とし、これ

以外の電子媒体の場合については、監督員の承諾を得るものとする。

(工事写真の整理方法)

8.工事写真の整理方法は次によるものとする。

( 1 )工事写真の原本には撮影内容がわかるように写真一覧(コマ撮りしたもの)を添付するも

のとする。

(2 )工事写真帳の整理、提出については、工程毎に「土木工事施工管理基準第3項撮影記録に

よる出来形管理」に従い、施工の時期、順序が判定出来るようにするものとする。

完成検査及び既済部分検査の際には寸法出来高管理と併せて確認の資料とする。

(留意事項等)

9.本要領の適用について、次の事項を留意するものとする。

( 1 )撮影項目、撮影頻度等が工事内容により不適切な場合は監督員の指示により追加、削減す

るものとする。

(2 )施工状況等の写真についてはビデオ等の活用ができるものとする。

(3 )不可視となる出来形部分については、出来形寸法が確認できるよう、特に注意して撮影す

るものとする。

(4)撮影箇所がわかりにくい場合には、写真と同時に見取り図等をアルバムに添付する。

(5 )電子媒体による写真については、必要な文字、数値等の内容の判読ができる機能、精度を

確保できる撮影機材を用いるものとする。(有効画素数80万画素以上、プリンターはフルカ

ラー300dpi以上、インク・用紙等は通常の使用条件のもとで3年間程度に顕著な劣化が生じ

ないものとする。)

(6) ["土木工事施工管理基準第3項撮影記録による出来形管理」に記載のない工種については

類似工種を準用するものとする。
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工種 撮影箇所

1 

共

通

工

事

30 

石積(張)I掘削，基礎関係，
プロック積l裏込，その他必

(張) I要箇所を各1
程度撮影する。

調II定位置を表ー

すること。

写真例

基礎コンクリートの出来形確認状況

裏込の出来形確認状況
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工種 撮影箇所

共

通

工

事

30 

石積(張)I掘削，基礎関係，
プロック積|裏込，その他必

(張) I要箇所を各1枚
程度撮影する。

測定位置を表示

すること。

写真例

プロック法長の測定状況

プロック法長の測定状況
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工種 撮影箇所

40 

基礎杭打工l杭及び矢板の

矢根打工 l詑下量，その他

必要箇所を各

l枚程度撮影

する。

共

通

工

事

，E
・E・-
M
V

一一況一状
真
一
込一打一杭

写一

-使用機械名及び規格を表示する。

.杭位置と番号を図示する。

・測定責任者を表示する。(沈下量の測定状況)

偏心量の測定状況

-杭位置と番号を図示する.

-撮影場所及び方向等を表示(全景)
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工種

10 

表士扱い |表土厚を1枚程

度撮影する。

3 

iま

場

整

備

工

事

撮影箇所

測定位置を表示

すること。

写真例

表土厚の測定状況(現況)

面
」

一
イ

↑

一

ι'

'泊

一

一J
μ

一

一

校

仇

一

一

'

ザ

az戸

一

玄

g
k

-

表土厚の測定状況(施工後)
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工 種 撮影箇所 写 真 伊l

10 

吸水渠 埋設課，埋設問 埋設深の測定状祝

隔，その他必要

箇所を各1枚

程度撮影する。

4 

測定位置を表示

すること。

暗

渠

排

水

工

事

-144-



工 種 撮影箇所 写 真 例

10 

開水路 幅，高さ，厚さ， 配筋確認状況

(現場打) 配筋，打継目，

その他必要箇

所を各1枚程

度撮影する。

測定位置を表示

すること。

水

路

工

事
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工 種 撮影箇所 写 真 例

10 

捨右工 幅，高さ，その 幅の測定状況

消波 他必要箇所を

プロック工 各1枚程度撮

影する。

131 |測定位置を表示

することo

海

岸

何

)11 

法長の測定状況

工

事
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第4項品質管理
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1 コンクリート関係

工車 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

(1) セメントの物理試験 ]IS R 5201 製造会社の試験成績表による。

コ ただし、 3箇月以上貯蔵したり、

ン
材 湿ったおそれのある場合は所定の試

験を行わなければならない。

ク 生コン工場で製造する場合は工場の

リ
料 試験成績書による。

骨材のふるい分け試験 ]IS A 1102 1.コンクリート打設量 600m3に1

回。

ト
2.採取場所及び材質が変わる毎に

1回。

生コン工場で製造する場合は工場の

試験成績書による。

骨材の単位容積質量試験 ]IS A 1104 採取場所及び材質が変わる毎に 1

回。

生コン工場で製造する場合は工場の

細骨材の密度及び吸水率試 ]IS A 1109 試験成績書による。

験

粗骨材の密度及び吸水率試 ]IS A 1110 

験
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(参考)規格値

JIS R 5210""-'5214参照

コンクリート標準示方書(施工編)に

よる

高炉スラグ粗骨材L 1. 25kg/ .e 
H 粗骨材N 1. 35kg/ .e 
H 細骨材 1. 45kg/ .e 

絶乾密度:2.5g/cm3以上

吸水率:3.回以下

ただし、砕砂、高炉スラグ細骨材、ブ

エロニッケノレスラグ細骨材、銅スラグ

細骨材、電気炉酸化スラグ細骨材の規

格値については、以下の JISを適用す

る。

JIS A 5005 (コンクリート用砕石及び

砕砂)

JIS A 5011-1 (コンクリート用スラグ

骨材一第 I部:高炉スラグ骨材)

JIS A 5011-2 (コンクリート用スラグ

骨材一第 2部:ブエロニッケノレスラグ

骨材)

JIS A 5011-3 (コンクリート用スラグ

骨材ー第3部:銅スラグ骨材

JIS A 5011-4 (コンクリート用スラグ

骨材一第4部:電気炉酸化スラグ骨材

JIS A 5021 (コンクリート用再生骨材

同
絶乾密~

吸水率:3.0覧以下

ただし、砕石、高炉スラグ粗骨材及び

電気炉酸化スラグ粗骨材の規格値につ

いては、以下の]ISを適用する。

JIS A 5005 (コンクリート用砕石)

JIS A 5011-1 (コンクリート用スラグ

骨材一第 1部:高炉スラグ骨材)

JIS A 5011-4 (コンクリート用スラグ

骨材一第4部:電気炉酸化スラグ骨材)

JIS A 5021 (コンクリート用再生骨材

的

管理方式

1.記録の方法

試験結果は下記によ

りまとめる。

(1)骨材の比重及び吸水

率試験、骨材のフノレイ

分け試験、骨材のアノレ

カリシリカ反応性試験

結果はそれぞれ所定の

様式により取りまと

め、骨材試験成績書に

記載する。

(2)細骨材の表面水率試

験結果は、所定の様式

に整理する。

(3)塩化物含有量、スラ

ンプ、空気量、圧縮強

度及び曲げ強度の試験

結果は所定の様式によ

り取りま左め、測定値

が 20点以上の場合は

工程能力図、 X-Rs-
Rm又はX-R管理
図等により管理し、 20

点未満の場合は結果一

覧表による。

2.管理

(1)コンクリート材料に

ついては骨材試験一覧

表により設計値と比較

検討する。

(2)塩化物含有量、スラ

ンプ、空気量、圧縮強

度及び曲げ強度につい

ては、管理試験記録に

より試験値が所定の値

に達しているかどうか

を検査し、またごその

バラツキを把握する。

(3)塩化物含有量試験に

用いる測定器具は、公

的機関又はこれに準ず

る機関がその性能を評

価したものを用いる。

なお、一回の検査に必

要な測定回数は3固と

し、測定はその平均値

により行う。
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処置

1.骨材の比重、粒度が設計値に
対して差異がある場合はさらに
検査の上、配合の変更その他適

切な処置をとる。
2.細骨材の表面水率、塩化物含
有量、スランプ、空気量につい
てはその測定値の変動状態によ
り材料の再調査、配合の再検討、
計量機器の点検その他適切な処
置をとる。
3.コンクリートの強度について
は、管理を慎重に行い強度の変
動低下を未然に防ぐように努め
る。
測定値が所定の値に達しない
場合は材料の品質配合、機械の
精度、練り混ぜ方法等を検査し、
適切な処置をとる。
4. レディーミクストコンクリ
ートについて、次の(1 )及び
(2)を優先したアルカリ骨材
抑制対策が行われているもの
とし、その方法について受注者
は監督職員に報告するものと
する。
なお、現場練りコンクリート
についても、これに準じるもの
とする。
(1)コンクリート中のアルカリ総
量の抑制
アノレカリ量が表示されたボ
ルトランドセメント等を使用
し、コンクリート 1m3に含ま
れるアルカリ総量をNa20換
算で3.0kg以下にする。
(2)抑制効果のある混合セメント
等の使用

J 1 S R 5211高炉セメ
ントに適合する高炉セメント
B種(スラグ混合比 40%以上)
又はC種、あるいはJ1 S R 
5213フライアッシュセメント
に適合するフライアッシュセ
メントB種(フライアッシュ混
合比 15%以上)又はC種、若
しくは混和剤をポノレトランド
セメントに混入した結合材で
アルカリ骨材反応抑制効果の
確認されたものを使用する。



工車 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

(1) 粗骨材のすりへり試験 ]IS A 1121 

コ

ン
材

ク 料

リ
骨材の微粒分量試験 ]IS A 1103 

ト

粗骨材中の軟石量試験 ]IS A 1126 

骨材中の粘土塊量試験 ]IS A 1137 

細骨材の塩化物イオン含有 ]SCE-C502または

量試験(細骨材に海砂を使用 ]SCE-C503 

する場合)

砂の有機不純物量 ]IS A 1105 

骨材の安定性試験 ]IS A 1122 

骨材のアルカリシリカ反応 ]IS A 1145又

性試験 は:1146 

配合試験 生コンの場合は、工場の配合報告書

による。

(2) 塩化物含有量試験 ]IS A 1144 海砂を使用する場合2回/日、その

もしくは信頼でき 他の場合1回/週

施 る機関で評価を受

けた試験方法

工
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(参考)規格値

砕石 40%以下

砂利 35%以下

舗装コンクリート 35%以下

ただし、積雪寒冷地の舗装コンクリー

トの場合は25%以下

細骨材

砕砂 9.0角以下(ただし、すりへり

作用を受ける場合は5.0角以下)

砕砂及びスラグ細骨材(粘土、シル

ト等を含まない場合) 7.0免以下

(ただし、すりへり作用を受ける場

合は5.0九以下)

それ以外(砂等) 5.0免以下(ただ

し、すりへり作用を受ける場合は

3.0覧以下)

粗骨材

砕石 3.0始以下(ただし、粒径判定

実績率が58免以上の場合は5.0免以下)

スラグ粗骨材 5.0%以下

それ以外(砂利等) 1. 0免以下

舗装コンクリート 5%以下

細骨材 1. 0%以下

粗骨材 0.25%以下

0.04%以下

標準色より薄いこと

細骨材

粗骨材

0.3kg/m3 以下

10%以下

12%以下

管理方式

工事開始前

工事期間中1回/6ヶ月

かっ産地が変わった場合
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処置

(3)安全と認められる骨材の使用
受注者の立会いのもと骨材
を採取し、骨材のアルカリシリ
カ反応性試験(化学法又はモル
タルパー法)を行い、その結果
が無害と確認された骨材を使
用する。
なお、化学法については工事
開始前、工事中 1回/6ヶ月か
っ産地がかわった場合に信頼
できる試験機関で試験を行う
ものとし、またモルタルパ一法
は試験成績書により確認をす

るとともに、 J1 S A 
1804コンクリート生産工程
管理用試験法により骨材が無
害であることを確認する。
ただし、次の場合はこの限り
ではない。
1 )工事開始前
コンクリート打設開始日
の1ヶ月以内に、国営農業
農村整備事業等で発注した
他工事の受注者の立会いに

よる試験結果がある場合
は、その試験結果を使用で
きる。
2)工事中 1回/6ヶ月かっ産

地がかわった場合
J 1 Sに基づき 6ヶ月ご
とに行う試験を化学法で行
う場合は、試験に用いる骨材
の採取に骨材生産者、生コン
クリート生産者及び受注者
が立会えば、 J1 Sに基づく
試験結果が使用できる。
なお、この試験結果は1ヶ
月以内であれば他工事でも
使用できるが、この場合、受
注者は同ーの骨材生産場所

から納入されていることを
確認するものとする。



工彊 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

(2) 単位水量測定 1.水中コンクリー 100m3以上の場合 :2回/日(午前

コ ト、転圧コンクリー l回、午後 l回)、重要なコンクリー

ン
施 ト等の特殊なコン ト構造物の場合は重要度に応じて

クリートを除き、 1 100~150m3 毎に 1 回、及び荷卸し時

ク 工 日当たりコンクリ に品質変化が認められたときとし、

リ
ート種別毎の使用 測定回数は多い方を採用する。

量が 100m3以上施 ※対象(重要なコンクリート構造物)
工するコンクリー は、高さが5m以上の鉄筋コンクリー

ト
ト工を対象とする。 ト擁壁(プレキャスト製品は除く。)、

2.エアメーター法 内空断面が25rrl'以上の鉄筋コンクリ

又はこれと同程度、 一トカルパート類、橋梁上・下部工

若しくは、それ以上 (p cは除く。)、 トンネル及び高
の精度を有する測 さが3m以上の堰・水門・樋門とす
定機器を使用する るが、当該事業において重要なコン

ものとし、施工計画 クリート構造物と位置付けられる場

書に記載するとと 合は、対象とするものとする。

もに、事前に機器諸

元表、単位水量算定

方法を監督職員に

提出するものとす

る。

また、使用する機

器はキャリプレー

ションされた機器

を使用するものと

する。

スランプ試験 JIS A 1101 圧縮強度試験用供試体採取時及び荷

卸し時に品質変化が認められたとき

空気量試験 JIS A 1128他 圧縮強度試験用供試体採取時及び荷

卸し時に品質変化が認められたとき

* 
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(参考)規格値 管理方式 処 置

1.測定した単位水量が配合設計±

15kg/m3の範囲にある場合はそのま

ま施工してよい。

2.測定した単位水量が、配合設計±

15kg/m3を超え::t20kg/m3の範囲にあ

る場合は、水量変動の原因を調査し、

生コン製造業者に改善を指示し、そ

の運搬車の生コンは打設する。その

後配合設計::t15kg/m3以内で安定す

るまで運搬車の 3台毎に 1回、単位

水量の測定を行う。

3.配合設計土20kg/m3の指示値を超

える場合は、生コンを打ち込まずに

持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

し、生コン製造業者に改善を指示し

なければならない。その後の全運搬

車の測定を行い、配合設計±

20kg/m3以内になることを確認す

る。更に、配合設計::t15kg/m3以内

で安定するまで、運搬車の 3台毎に 1

回、単位水量測定を行う。

なお、管理値または指示値を超える

場合は l回に限り試験を実施するこ

とができる。再試験を実施したい場

合は 2回の測定結果のうち、配合設

計との差の絶対値の小さい方で評価

してよい。

ただし、示方配合の単位水量の上限

値は、粗骨材の最大寸法が 20mm"""

25mmの場合は 175kg/m3、40mmの場合

は165kg/m3を基本とする。

2.5 cm @1. 0 (cm) 

5 cm及び6.5cm @1.5 

8 cm以上 18cm以下… @2.5 

21四 .................. @1.5 

指定値②1.5% 

q
t
u
 

F
同

υ
1
4
 



工種 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

(2) 圧縮強度試験 ]IS A 1108 1.供試体の試料荷卸し場所にて採

コ 取する。

ン
施 2.試験基準

1回/日または構造物の重要度と

ク 工 工事の規模に応じて 20""""150m3毎

リ
に1回とする。

テストピースは 1回につき 6個

ト
(σ7…3個、 a28…3個)とする。

小規模工種で、 1規格あたりの総使

用量が 20m3未満の場合には 1回以

上、またはレディーミクストコンク

リート工場(JIS表示認証工場)にお

いて作成された品質証明書の提出の

みとすることができる。

曲げ強度試験 ]IS A 1106 1.道路舗装用コンクリートにおい

て試験する。

2.供試体の試料は荷卸し場所にて

採取する。

3.試験基準

打設1日につき 2回(午前・午後)

の割合で行う。

テストピースは 1回につき 3個

とする。

* 1工事当たりの総打設量が少量の
場合は監督職員の指示により試験を

省略することができる。
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(参考)規格値 管理方式 処 置

現場練りコンクリート

同時に作った 3本の供試体の平

均値は、基準強度の 80%を1/20の

確率で、下回ってはならない。

また、基準強度を1/4以上の確率

で下回ってはならない。

レディーミクストコンクリート

1回の試験結果は、呼び強度の

85%以上でなければならない。

3回の試験結呆の平均値は呼び

強度以上でなければならない。

なお、 1回の試験とは採取した試

料で作った3個の供試体の平均値で

表したもの。

1回の試験結果は、呼び強度の 85覧

以上でなければならない。

3回の試験結果の平均値は呼び強度以

上でなければならない。

なお、 1回の意見とは採取した試料

で作った 3個の供試体の平均値で表し

たもの。

F
h
u
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工種 項目 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

41 材 10土粒子の密度試験 JIS A 1202 工事着手前に 1回及び盛土材

(1) 料 料が変わった場合。

た 合

盛
ア 11土の粒土試験 JIS A 1204 

め

池 土

工 12土の含水比試験 JIS A 1203 

事

13締固め試験 JIS A 1210 

14室内透水試験 JIS A 1218 

材 15土粒子の密度試験 JIS A 1202 

料

デ

ダン
16土の粒土試験 JIS A 1204 

ム、、-'

17土の含水比試験 JIS A 1203 

18締固め試験 JIS A 1210 

19現場密度の測定 JIS A 1214 盛土両さが 1mに達するごと
施 (コア・ランダム) (砂置換法) におおむね50m間隔で、1回
工

20現場透水試験 JGS 1316 
(コア) (立杭法)

21現場含水比の測定 ファイパン法 1日1回
(コア・ランダム)
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(参考)規格値 管理方式 処 置

(コア)

K = 1 ....... 5 x 1 0 -6 C m/  s以下

上記によらない場合は特記仕様書に

よる。

(コア)

D値95%以上

K = 1 ....... 5 X 1 0 -5 C m/  s以下

(ランダム)

D値90%以上

上記によらない場合は特記仕様書に

よる。
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3 石材関係

項目 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

(。 圧縮強度 JIS A 反問 1.採取場所及び材質が変わる

捨 毎に 1因。

石 材 見掛比重 JIS A 皮脂 2.重要な場合は特別仕様書に

キオ よる。

料
. 吸水率 JIS A 皮脂

基

礎

害l
栗

石

キオ
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(参考)規格値 管理方式 処 置

特別仕様書による。 1.記録の方法

(1)試験成績表は公的試験機

闘の試験結果により取りま

とめる。

(2)試験結果については結果

一覧表に整理する。

2.管理方法

(1)管理試験値が所定の値に

達しているかどうか検査し、

また、そのバラツキを把握す

る。
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4 アスフアルト関係

士種 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

(1) 針入度試験 ]IS K 2207 当初及び製造工場又は規格の変動毎に

ア 製造工場に提出させる。

材 軟化点試験 ]IS K 2207 

ス

料 伸度試験 ]IS K 2207 

フ
トルエン可溶分試験 ]IS K 2207 

ア
引火点試験 ]IS K 2207 

ノレ (JIS K 2265-4) 

薄膜加熱試験 ]IS K 2207 

ト

蒸発後の針入度比試 ]IS K 2207 

験

密度試験 ]IS K 2207 

両温動粘度試験 舗装調査・試験法便

覧A050

60"C粘度試験 舗装調査・試験法便

覧A051

タフネス・テナシティ 舗装調査・試験法便

試験 覧A057

石油アスフアルト乳剤 ]IS K 2208 

の品質試験

骨材のふるい分け試験 ]IS A 1102 製造会社の試験成績書による。

現場混合の場合は、各配合毎工事開始

細骨材の密度及び吸水 ]IS A 1109 前1回、施工中材料及び配合に変動が

率試験 生じた場合はその都度1回。

粗骨材の密度及び吸水 ]IS A 1110 

率試験

フィラーの粒度試験 ]IS A 5008 

ブイフーの水分試験 ]IS A 5008 

フィフーの塑性指数試 ]IS A 1205 

験

フィラーのフロー試験 舗装調査・試験法便

覧A016

フィラーの水浸膨張試 舗装調査・試験法便

験 覧A013

フィラーの剥離抵抗性 舗装調査・試験法便

試験 覧A014
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(参考)規格値

舗装施工便覧参照

(1)舗装用石油アスフアルト

表3. 3. 1 

(2)ポリマー改質アスフアノレト

表3. 3. 3 
(3)セミプローンアスフアルト

表3. 3. 4 

J18 K 2208 表2参照

J18 A 5001 

表2参照

表層・基層

表乾密度 2.45 g/cm3以上

吸水率 3.0%以下

舗装施工便覧表3.3.17による。

1. 0%以下

4以下

50%以下

3%以下

1/4以下

管理方式

1.記録の方法

試験結果は、次により取

りまとめる。

(1)材料及び混合物

試験結果は、所定の様式

に取りまとめ、測定値が 20

点以上の場合は工程能力

図、 X-Rs-Rm又はX
-R管理図等によって管
理し、20点未満の場合は結

果一覧表による。
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処置

1.製造会社の試験成績書

が設計と相違する場合

は、協議の上適切な処

置を行う。

現場配合の場合は、更

に精査して配合等の処置

を行う。

2.加熱温度は、骨材、ア

スフアルトの温度を検討

してプラントにおける混

合物の温度を調整し、ま

た運搬距離、気象条件を

検討して、舗設温度との

調整を行う。

フライアッシュ、石灰岩以

外の岩石を粉砕した石粉を

フィラーとして用いる場
A 
口。



土種 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

(1) 製鋼スフグの水浸膨張 舗装調査・試験法便 製造会社の試験成績書による。

ア 性試験 覧A018 現場混合の場合は、各配合毎工事開始

材 製鋼スラグの密度及び ]IS A 1110 前1回、施工中材料及び配合に変動が

ス 吸水率試験 生じた場合はその都度1回。

料

フ 骨材のすりへり試験 ]IS A 1121 

ア

ノレ
硫酸ナトリウムによる ]IS A 1122 

骨材の安定性試験

ト 粗骨材の軟石量試験 ]IS A 1126 

骨材中に含まれる粘土 ]IS A 1137 

塊量試験

粗骨材の形状試験 舗装調査・試験法便

覧A008

(2) 配合試験 舗装調査・試験法便 製造会社の報告書による。

覧 現場混合の場合は、配合毎に各1因。

プ
アスフアルト量抽出粒 舗装調査・試験法便 製造会杜の定期試験結果による。

フ 度分析試験 覧G028 現場混合の場合において、印字記録に

よる場合は全数、抽出試験による場合

ン は1日につき 1回。

ト
温度測定(アスファル 温度計による 製造会社の試験報告書による。

ト、骨材、混合物) 現場混合は、 1時間毎に行う。

基準密度の決定 舗装調査・試験法便 製造会社の試験成績書による。

覧B008 現場混合は、当初の2日間、午前、午

後各1回、 3個。
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(参考)規格値 管理方式 処 置

水浸膨張比 2.0%以下

ss 
表乾密度:2.45g/cm3以上

吸水率 : 3.0%以下

すり減り量砕石 30%以下
css 50%以下
ss 30%以下

損失量 12%以下

軟石量 5%以下

粘土、粘土塊量0.25%以下

細長、あるいは扇平な石片 10.0%以下

アスフアルト量は士0.9%、粒度は
2.36mmふるい:t12%及び75μmふるい
:t5%。
印字記録による場合は、舗装施工便覧

表 10.5.1による。

配合設計で決定した温度
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土種 区分 試験(測定)項目 試験方法 試験(測定)基準

(3) 温度測定 トフック 1台毎。

ア (初期締固め前) 温度計による

舗
密度測定 舗装調査・試験法便 500 rrlにつき 1個。(直径 10cmを原則と

ス

設
覧B008 する)

フ

現

ア

場

ノレ

ト
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5 プレキャストコンクリート製品及び鋼材関係

( 1 ) プレキャストコンクリート製品関係

種 類 規 格

無筋コンクリート管及び鉄筋 JIS A 日71

コンクリート管 JIS A 回72

遠心力鉄筋コンクリート管 占S A 回72

(ビューム管)

遠心力鉄筋コンクリート杭 JIS A 回72

プレアンション方式遠心力 JIS A 回73

高強度プレストレストコンク

リート杭 (PHC杭)

コンクリート矢板 JIS A 日72

JIS A 回73

鉄筋コンクリートフリューム JIS A 日72

及び鉄筋コンクリートベンチ

フリューム

鉄筋コンクリート組立土止め JIS A 日72

鉄筋コンクリートU形 JIS A 日72

(u字溝)

道路用鉄筋コンクリート側溝 JIS A 日72

舗装用コンクリート平板 JIS A 回71

コンクリート境界ブロック JIS A 回71

(地先境界及び歩車道境界)

コンクリート L形及び鉄筋コ
JIS A 回71

ンクリート L形
JIS A 5372 

組合せ暗渠ブロック JIS A 回72

コンクリート積みブロック JIS A 回71

建築用コンクリートブロック JIS A 5406 

試験方法

JIS A 日71

JIS A 5372 

JIS A 5372 

JIS A 5372 

JIS A 5373 

JIS A 5372 

JIS A 5373 

JIS A 5372 

JIS A 5372 

JIS A 5372 

JIS A 5372 

JIS A 5371 

JIS A 5371 

JIS A 5371 

JIS A 5372 

JIS A 5372 

JIS A 5371 

JIS A 5406 
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標準ロット数

ま)()本

直管
φ 15(ト 3田5()()本
φ 4()(}----1，α)() ID)本

ゆ 1，l!αト 1，800 1田本

ゆえα:xr---2， 400 130本
ゆえ6O<Y'--3，α:XJ l!∞本
異形管、 T字管、 Y字管、

短管 1∞本
曲管、支管 田本

200本

外径

浅沼'" 400 1，α:XJ本

45{}-'-' 600 7∞本
7α:r--1， ID) 5()()本

1，α:XJ枚

反)()個

1， (別個

1， (削個

1， (削個

2，α)()枚

1， (削個

1， (別個

1， (別個

1， (削個

1， (削個



試験(測定)基準

(1) JIS製品
個数の標準ロット数以下の場合

は、製造業者の実施している JISに

よる品質管理の工場報告書により確

認するものとし、標準ロット数以上

の場合は、ロット数、又はその端数

毎に、工場における強度試験に立会

うもの左する。

ただし、現場へ搬入の都度、外観、

形状については全数を、寸法(又は

重量)については 1∞個、又はその

端数毎に、 1個を抽出して再検査す

るものとする。

試験(測定)項目、方法等は種類

により異なり複雑であるので、必要

なJISは前もって充分調べておく必
要がある。

(2) JIS同等品
前項に準ずる。

(3) JIS外製品

別に定める規格により実施する

ものとする。ただし、定めのないも

のは、類似のJIS製品の品質管理の

規定を準用する。

管理方式

(1)測定した結果が2D点以

上の場合は管理図表によ

る。

2D点未満の場合は結果

一覧表による。
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処置

(1)メーカーの報告書によ

る場合は内容チェックを

し、疑問があれば立会検

査をする。

(2)不合格になった材料

は、使用してはならない。



( 2)鋼材関係

種 類 規 格 試験方法 試験項 目

鋼管杭 JIS A 5525 JIS A 5525 寸法、外観、化学成分及び

強度試験

H形鋼杭 JIS A 邸，26 JIS A 5笛お 寸法、外観、化学成分及び

強度試験

熱問圧廷鋼矢板 JIS A 5528 JIS A 5528 寸法、外観、化学成分及び

強度試験

一般構造用圧延鋼材 JIS G 3101 JIS G 3101 寸法、外観、化学成分及び

強度試験

再生鋼材 JIS G 3111 JIS G 3111 寸法、外観及び引張曲げ強

度試験

鉄筋コンクリート用棒鋼 JIS G 3112 JIS G 3112 寸法、外観及び引張曲げ強

度試験
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試験(測定)基準 管理方式 処 置

(1) JIS製品
製造会社の品質試験結果(ミルシ

ート)で確認をする。

(2)占S外製品
同一形状寸法で10.......50tまでは10

t毎に2本、 50tを超える場合は 50

t毎に2本の割合で試験を行うもの

左する。ただし、lOt未満の場合は

製造会社の品質試験結果で確認す

る。
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6 その他の二次製品

~ 種 類 規 格 試験方法 標準ロット数

ダ ダクタイノレ鋳鉄管 Jrs G 5526 Jrs G 5526 φ 75"-' 250 200本
ク φ 300"-' 600 100本
タ ダクタイノレ鋳鉄異形管 Jrs G 5527 Jrs G 5527 φ 700"-'1，000 60本
イ φ 1，100"-'1，500 40本
ノレ ダクタイル鋳鉄直管 JDPA G 1027 JDPA G 1027 φ 1，600"-'2，600 30本
鋳 ダクタイノレ鋳鉄異形管

鉄 ダクタイノレ鋳鉄管継手

管 (農業用水用)

硬 硬質ポリ塩化ピニノレ管 Jrs K 6741 Jrs K 6741 1，000本

質

ポ

リ

塩 水道用硬質ポリ塩化ビニル Jrs K 6742 Jrs K 6742 1，000本

イ己 管

ピ

一一
/レ
供国卑

強 強化プフスチック複合管 Jrs A 5350 Jrs A 5350 200本

イじ
プ

フ

ス

チ

ツ

ク

複

合

管

鋼 水輸送用塗覆装鋼管 Jrs G 3443-1 Jrs G 3443-1 200本

管

配管用炭素鋼鋼管 Jrs G 3452 Jrs G 3452 

圧力配管用炭素鋼鋼管 Jrs G 3454 Jrs G 3454 

配管用アーク溶接炭素鋼鋼 Jrs G 3457 Jrs G 3457 

管

水輸送用塗覆装鋼管の異形 Jrs G 3443-2 Jrs G 3443-2 

F回卑

農業用プラスチック被覆鋼 WSP Aー101 WSP A -101 

管
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試験(測定)基準

(1) JIS製品

標準ロット数以下の場合は、製造

業者の実施している ]ISによる品質

管理の工場報告書により確認するも

のとし、標準ロット数以上の場合は、

ロット数、又はその端数毎に、工場

における強度試験に、立会うものと

する。

ただし、現場へ搬入の都度、外観、

形状については全数を、寸法(又は

重量)については、 100個、又はそ

の端数毎に、 1個を抽出して再検査

するものとする。

試験(測定)項目、方法等は種類

により異なり複雑であるので、必要

な]ISは前もって充分調べておく必

要がある。

(2)JIS同等品

前項に準ずる。

(3) ]IS外製品

別に定める規定により実施するも

のとする。

ただし、定めのないものは、類似

の]IS製品の品質管理の規定を準用

する。

管理方法 | 処 置

(1)測定した結果が 20点以 I(1)メーカーの報告書による
上の場合は管理図表によ| 場合は内容チェックをし、

疑問があれば立会検査をす
る0 ・-

20点未満の場合は結果| 一I (2)不合格になった材料は、
一覧表による。 I

1 使用してはならない。
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第5項施工管理記録様式
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5-1 施工管理記録作成要領

施工管理記録様式については、 J1 Sに基づいて行う品質管理における様式(主に土

質、骨材等の試験結果)を除いて特に定まった様式はないが、出来形管理の項に記され

ているように、測定する項目、箇所数により管理方法が異なっているので、あらかじめ

管理測点、寸法計測位置及び管理図の種類を定め監督員と協議をおこなっておくことが

望ましい。

また、管理基準に定めのない項目及び管理頻度が基準により難いものについても、事

前に監督員と打合わせのうえ、管理を実施するものとする。

5-1-1 管理図表によるもの(作成例)

①測定する箇所数がおおむね20点以上のもの。

②測点、設計値、実測値、設計値と実測値との差の一覧表を作成する。

③管理基準値を記入し、グラフ化する。

④標準断面図を記入する(設計図面複写可)。

5-1-2 結果一覧表によるもの

①測定する箇所数が20点未満のもの。

②グラフ化を除き、管理図表によるものと同様の要領で作成する。

5-1-3 出来形管理展開図によるもの。

①出来高数量確認が主であるもの。

②縦、横の縮尺を適宜選定して設計値により作図する。

③測点番号を記入する。

④設計値を記入し、設計値に対応する実測値を朱書で記入する。

⑤断面構造があるものについては、標準断面図を記入する。

5-1-4 設計書利用出来形管理図によるもの

①箇所単位の構造物寸法等を管理する場合に適用する。

②設計図面を利用(縮小、複写を含む)して、実測値を朱書で記入する。

5-2 施工管理記録作成例

ここに掲げる施工管理記録作成例はあくまで参考である。パソコンソフトを利用した

施工管理記録の作成も増えつつあり見栄えのよいものもあるが、施工管理の本筋を見失

ってはならない。

例えば、管布設の布設深を管理する場合、実際に管底からの定規で管理するのはよい

が、管頂に定規を当て、管径を計算して推定布設深の管理値とするのは良い例とはいえ

ない。測定個所を明確にし、実際の測定値により管理することが肝要である。
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出来形管理総括表(既済部分・中間技術検査対象用)

工事名 00地区改良工事

工 種
測定項目 測定基準

種 別

施工延長40m~こっき1箇
土 切 基準高 所、延長40m以下のものは

1施工箇所につき2箇所。

申直
基準高は、道路中心線
及び端部で測定。

工 土 法 長

基準高
基準向は延長40m毎に1

路 下 箇所の割とし、道路中心

層 線及び端部で測定。厚さ

盤 路 厚 さ
は各車線200m毎に1箇所
を掘り起こして測定。幅

盤 は、延長80m毎lこ1箇所の
工 工 申画 割に測定。

中高
施工延長40m~こっき1箇

砕 所、延長40m以下のもの
は1施工箇所につき2箇

石
基 厚 さ

所。

礎
工
延 長

コ 基準高
施工延長40m~こっき1箇
所、延長40m以下のもの

コ ン は1施工箇所につき2箇
ン ク

中高
所。

ク リ
擁
リ
ト 高 さ
ト基
壁
プ 礎

ロ 工 延 長

工
ツ 施工延長40m~こっき1箇
ク コ 基準高 所、延長40m以下のもの
積 ン は1施工箇所につき2箇
工 ク 所。
リ 法 長 厚さは上端部及び下端

ト 厚 さ
部の2箇所を測定。

プ (石積・張)

ロ
厚 さ

ツ (裏込)
ク
積
延 長

工

測定回数

言(+面) 実施

(20) 
20 

51 

(7) 
7 

17 

(17) 
17 

34 

(7) 
7 

51 

(3) 
3 

8 

(3) 
3 

9 

(2) 
2 

8 

(2) 
2 

8 

。
1 

(2) 
2 

8 

(2) 
2 

8 

(2) 
2 

8 

。
1 

(2) 
2 

8 

(2) 
2 

8 

(4) 
4 

16 

(4) 
4 

16 

。
1 
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測定者 o 0 0 0 
( )書きは既済部分、中間技術対象

規格値 測定値

(mm) 最大値 最小値 平均値
摘 要

CL、右、左の3箇
土100 +38 -41 -12.4 

所

-150 +100 -20 +62.3 

-200 +160 -20 +90.2 右、左の2箇所

CL、右、左の3箇
土50 +23 -31 -6.4 

所

-50 +10 
上下車線の2箇

-5 +5.3 
所

-50 +18 -14 8.6 

設計値以上 +31 +13 +21 

設計値以上 +12 --6 +7 

-200 

土45 +7 -9 +3 

-30 +4 -8 +2 

-30 +11 -4 +8 

-200 

+65 
+15 --6 +7 

-40 

一75 +17 +2 +10 

-50 +30 +10 +25 

-100 +40 +20 +40 

-200 



出来形管理総括表(完成検査対象用)

工事名 00地区改良工事 測定者 o 0 0 0 

工 種
測定項目 測定基準

測定回数 規格値 測定値

種 別 計画 実施 (mm) 最大値 最小値 平均値
摘 要

基準高
施工延長40m~こっき1箇 CL、右、左の3箇

土 切 所、延長40m以下のものは 51 51 土100 +38 -41 -12.4 

1施工箇所につき2箇所。
所

申直
基準高は、道路中心線
及び端部で測定。 17 17 -150 +100 -20 +62.3 

工 土 法 長 34 34 -200 +160 -20 +90.2 右、左の2箇所

基準高
基準向は延長40m毎に1 CL、右、左の3箇

路 下 箇所の割とし、道路中心 51 51 土50 +23 -31 -6.4 

層 線及び端部で測定。厚さ
所

盤 路 厚 さ
は各車線200m毎に1箇所

8 8 -50 +10 
上下車線の2箇

を掘り起こして測定。幅
-5 +5.3 

所
盤 は、延長80m毎lこ1箇所の
工 工 申画 割に測定。 9 9 -50 +18 -14 8.6 

中高
施工延長40m~こっき1箇

砕 所、延長40m以下のもの 8 8 設計値以上 +31 +13 +21 

石
は1施工箇所につき2箇

基 厚 さ
所。

8 8 設計値以上 +12 --6 +7 

礎
工
延 長 l l -200 

コ 基準高
施工延長40m~こっき1箇
所、延長40m以下のもの 8 8 土45 +7 -9 +3 

コ ン は1施工箇所につき2箇
ン ク

中高
所。

ク リ
8 8 -30 +4 -8 +2 

擁
リ
ト 高 さ 8 8 -30 +11 -4 +8 

壁
ト基

プ 礎

ロ 工 延 長 l l -200 

ツ
工
ク コ 基準高

施工延長40m~こっき1箇 +65 
所、延長40m以下のもの 8 8 +15 --6 +7 

積 ン は1施工箇所につき2箇
-40 

工 ク 所。
リ 法 長 厚さは上端部及び下端

8 8 一75 +17 +2 +10 

部の2箇所を測定。
ト 厚 さ
プ (石積・張)

16 16 -50 +30 +10 +25 

ロ
厚 さ

ツ (裏込)
16 16 -100 +40 +20 +40 

ク
積
延 長 l l -200 

工
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品質管理総括表(完成検査対象用)

工事名 00地区改良工事 測定者 o 0 0 0 

工 種 測定回数 測定値

種 5jIJ 試験項目 試験基準 規格値 摘要
計画 実施 最大値 最小値 平均値

土の締固め
当初及び土

土 盛 試験 最大乾燥密度 質の変化し 2.106 

た時

土 " 最適含水比 " l 1 9.3 

CBR試験 " 12以上 13.4 . 
1，000rrf 現場密度の

測定 現場密度 (夫ZO1O回m)につ 5 5 1.933 1.936 1.969 

路

含水比 " 5 5 4.7 5.2 4.88 " 
工 床

締固め度 " 5 " 5 90%以上 94.6 91.9 93.5 

施工前及び

路 下 締固め試験 最大乾燥密度 材料変更時 l 1 2.223 

" 最適合水比 " 5.6 

修正CBR試験 " 20%以上 50.5 

425μmふるい通過部分のP. " 1塑性指数PI6層 NP 
1. 以下

ふるい分け " 盤 試験
l 1 別紙

現場密度の 延長200m

路 測定 現場密度 につき1回 6 6 2.178 2.118 2.146 

" 
" 含水比 6 6 5.0 4.3 4.6 

" γdmaxの93%以
上

工 盤 " 締固め度 6 61 XI0 95唱以上 98.0 97.3 97.5 
X596唱以上
X397略以上

スランプ
午2回前、午後

4 5 士2.5cm 8.5 7.0 7.6 

コ 21 
ン " 
ク N 
空気量 4 5 士1.5弛 4.3 3.6 4.0 

リ / " 521N/Im2以圧縮強度 4 28.3 26.5 27.7 

ト
皿皿 2 上

塩分濃度 " 51 0.3~rrf以4 
下

0.010 0.008 0.009 
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平成 号 整地工 出来形管理図表年度 地区 起工第

基盤整地 (平均

用

7Jく

路

側

l
H
∞回
l 表土整地 (平均

|中三口早巳早口甲己91
I B口中 平 J中口口仁戸甲|排
水|口己己己ュ巾CJ{つ口|

: :s2ー山吉自白日虫21;
表土厚

lu| | l | ! ! l i平均 l 
表土厚 I I I '~J I 
測点 l_ 1 1 -- 1 1-1 
|表土厚 I I I I I I 

「任技術者l十円
表土←一一一. 基盤←一一-----0

Z旨¥ぞ

排

2 5 9 10 

A +4 

+2 
土 )。
盤 ) -; 

4 

B +4 

ーが2
)。

! -2 
-4 

C →4 
+2 

)。

) -~ 

D +4 

+2 

:""2 
-4 

E +4 

+宮

)〕〉a4 • r 0 
」一

F +4 

吉+2 

) ・唱

)~ 

(表

(器

水

路

側

1 基盤及び表土整地共 10m方限花 1点とする。但し.荒整地は 30明1J根とする。

2. 表土厚測定は. 3点/10aとし. 3 点のうち 1 点は試掘~<:よる実測とする。

実測箇所は.0印で明示し写真を添付のとと。

3 均平度は.土 3.5cmとする。



「寸定者平成 年度 地区 起工 第 号 排水路工 出来形管理図表

hi_い~I ド斗_f2
第 号 排水路

司「巳
管理基準値 線路延長 ~ 設 計 間

則、 a2=0100 835 出来形 m 

bl、b2ニ D100835 差 市

hl、h2=D  100 835 

El!、 82=⑤ 1 O~語 810必
管理基準値 - e~ 0.1免i

※ 種子吹付工は‘吹付展開図を別途添付する@

ただし、延長 L5 011:<未満 8HiO

視リ 点 区分 B H a1 a:ょ b1 b2 B E a1 a2 b1 b2 

設計
。 。 。 。 。 。

出来形

.'35 +100 I -35 +100 I -35 +100 I -35 +100 I -35 +100 

差
_1 "h _._._._  

設計

出来形

差

~設出来計形
差 ー 一一一

設計

出来形

差 ←ーーー

設計

出来形

差

設計

出来形

差
ー_._.__._._._.-

設計

出来形

差 ーーーーー ーー

設計

出来形

差
ーーーー 出 』 ー一一

-
l
H

∞∞
l
 



l l il 

管理表

県営ほ場整備事業(担い手型)

形来出

平成12年度
排水路工事
護岸工

コンクリートブロック積

法長、胴込町川一卜、裏込クラッシャヲン、天端コンクトト巾

起工業00号事業名
工事名
工種

種別

測定項目

月一t"7a"nt"
ウ

S

H

つ

白

"

"

"

"

"

旬

日

叫

吋

川

町

川

町

山

山

-

??山十山

1
一+一

1
…

…

一

…

…

…

…

…

…

一

一

山

町

一

一

-

i

・

・

・

川

町

+

町

一

+

い

"

一

日

目

i

"

u

u

N

一

川

川

川

一

品

-

4

1

-

均

一

-

o

一

O

山

O

一

O

山

5

…

山

一

一

一

一

山

山

町

一

山

叩

叫

U

4

-

』
-
両
足
回
せ
B
'企
U1AH
ワ

bM
官

且

"

唱

A

引

制

引
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95. 7 f"95-:-s-f"%."fh:'ii:ョ 1::計21ベベ一寸税lート…l一一旬以内~;:H汁151J31{:lilg晋1→一寸 {:iil器部緑樹I {:1~ 
叩7.9 1討.~5."d"+õ:"j.j税|“お十叶制-37斜-ä~.d-:<j寸ト百十i信号1.~g~~'H.t~.*t.;:+:.~.j にiiH矧ベー|に1~1税制肘|にす
l.__1… L…L._l._..L.ベー.-iω…|ー・ートーートー....f…._..f…-1…I.._.._..j I-.-l-斗一一1 1-"ー↓一一い._I

水峨

| |吸水菅|塩ピ管l

I--~殺し φj-~.~~._j
7a!l: I Ul60 IUl65 I 

95.5 
A-3 

路線苦手号

m
A
阜
阜
市
立

l
H

∞∞
l
 

9f; A-3 

一一!…・t-…t-_.1"一一1・-1…寸一一l……I…ナー…「……↑…寸即日時t"一一j 1-.'…1一一「一寸 1-十一「ー
ヂ'~"!"_'~~.，判明島吸刊曜ポ d出提訴附バ耳置J掛量普段対面開相官繍楠f櫨B'塙崩事説法叫判決惜| ハャ ， 口智 !.- . ~才 及び‘ 掘ー一削 幅

土滅点 B1 I 中流点 82 1 下班点 B3 I 主流点 b1 I 中流点 b2 I 下流.?!. b 3 
A I B I c I b T A r B r C I 0 I ""}¥IsTC-TDTA-TB I C T 0 1 A I B I C I 0 I A 1 B 1 c I 0 
m! m! m! _ー! m! m! m! _ー! m! m! m! …! ~m! _~!ム-; • -: 

考

② 8.0 8.0 申。 ー0.5 :t:0.5 8.0 8.0 主O 主0.5IS 15. 'i 争0.5 15 15 l!i.!i 争0.5
@ 10.0 10. 1 吋).1申0.5 4・0.510.0 9.9 -0.1 :t:0.5 15 15.5 +0.5 15 15 15.5 +0.5 
ぬ 8.0 7.7 -0.3 :t:0.5 :t:0.5 8.0 8.0 ~・0 :t:0.5 15 Ift.:1 +0.5 15 15 lf¥.:; +0.5 

備路線番号
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測定結果一覧表3-1 

丁ー種名

工事名

保式

笥格値 B I型![ 1 1位|

11 i 111 i 1 1 1 1 1 i 

ー]{∞∞
l

I I I I I I I I I I I I 

3. r月日jの榔は測定年月日を記入する。



コンクリート圧縮強度試験一覧表

I I I 
号起T 第年度

1
1
1
1
1
1
1
1ー

要摘

I I I I I I I I I I I 
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様式

杭打ち成績表

杭打込み 杭番号 杭規格 測定時 ハンマー 打込回数 リバウンド 平均沈下 支持力 摘要

月 日 杭深度(m)落下高(cm) (cm) 量(cm) (kN) 

杭配置図

適用公式名

設計支持力
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区分(層) 路継工品質管理調書 地区名 起工 号

概要 延長 問規格 幅員(標準) m 最大 間最小 m 路盤面積 ~ 

項目
区分試験項目 試験方法 試験碁準 測 定 値

含 水 量 A1203 12:工事 1回当初及び材料 自然合水比 % 
路 の変化時

盤 舗装要綱 7Jレイ日の呼び名 50 I 40 I 30 125 E 。|131512.510.410叫
材 位 度 付録4"::::3 I 11 通過重量百分率% I I I I 
料 A1205 I I (塑性指数) (液性限界) Ol!!性限界)
の 0.4岡7Jレイ通過分のP.11A i"2 06 " I F.l;;;---" ii:;;;.... PL;;; 
規 A1 1 0 9 
格 比重、吸水量 A 1 1 1 0 必要と認める時

言安定性 A 1 1 22 11 

A 1 1 2 1 
すりへり減量 A5001 " 

配 修正 C B R 舗装要綱 1工事 1回当初及び材料の月/日 最適合水比 最大乾燥記… 修正司
合 付録4ー1 変化時 冊 需 #

験
試 突固め(密度) A1210 月/日 最適合水比 最大乾燥 モールド軽 各層締固回数

( 2 5 -b) I % j '1/cnll 1 5cmj 9 2図

含水 量 A1203 必要と認める時 月/目測点合水比
f届

フルイ自の呼び名月/目測点 501401301251201131512.510.410.074 月/旬測点"''" " " " 'ITTI 
舗装要綱 下層は4必要な時 通過重量百分率#

品 粒 度 付録4-3 上層は 1.000m'11:1回 通過重量百分率唖

又は 通過重量百分率弼

質 A 1 204 通過重量百分率#

通過重量百分率骨

管 P1  I~:~~~ 月/臼 測点 (塑性指数) (液性限界) (塑性限界)
A 1 20 6 必要と認める時 ~1= LL=  PL= 

ブルーフローリング 簡易舗装 1工事1回
理 要綱付 4-1 I (下層路盤のみ〕

必必寸トトトト|十白二
備 考(規格値等〕

7Jレイ目の噂ぴ名 50 I 40 I 30 I 25 I 20 I 13 I 5 I 2.5 I 0.4 I 0.074 I 1 ________ 、 項 目 支10 j X6 j x::i一 規格値

C -4 0 100 l!lト100 一 一 時 -801 - 11号、401 5-25 下層路盤 締固め度 % I 95以上 96以上 97以上 93以上

:1  C-30 1 11∞ 95-山 一 55-85 1 - I 15-45 叩 P 1 一一6以一下

的 C -2 0 100 I 95-1∞ 日ド鈎 20-50 1 10-35 修正 CBR% 士913053以以以内上上
~I M-40~∞ 9ト100 一一即日ー 位調路盤締固め度%I 95 I! I 9 5.5 11 I 96.l， ，. 
度 M-30 1100 195-1口o - ω一旬 - I 3D-65 1 3:)-501 10-:却3-10 粒I2・5間 両 土10以内土9.5以内土8，B以内
M-25 I 1ω95-1ω 】 55-85 度 |ω74 画:!: 4 I! 土 4 "土3，!5 11' 士 6 I! 

P 1 4以下

修正 CBR.冊 目。以上

注) 1 品質管盟の含水量.粒度. P 1は施工中の材料から採取じて行うものである。==:u

2. 密度管理の締固め度は単位体積重量+突固め試験最大乾燥密度x10011:よち求める。

3 規格の項はC-4O. )，1-30等記入する。

両両 付録4-3 |上層は 1.000m'11:1回 通過重量百分率唖粒 度
又は 通過重量百分率弼

質 A 1 204 通過重量百分率#

通過重量百分率骨

管 P 1 
A 1 205 月/臼 測点 (塑性指数)
A 1 20 6 必要と認める時 P.1 = 

ブルーフローリング 要簡易綱舗付装4-1 
1工事 1回

理 (下層路盤のみ〕

舗装要綱 1.000 m'毎11:1回
月/日

測 点 J覧 J幅 』且
密 度 4 -2又は 1工事IC付き最低 3回

単位体積重量
A 1 2 14 

締固め度

備 考 (規格値等〕

7Jレイ目の噂ぴ名 50 40 30 25 20 13 5 2.5 0.4 0.074 

C-40 100 日号-100 50-80 1号、40 号、ν25
標

C-30 1∞ 95-100 55-85 15-45 5内060
準
的 C-2 0 100 95-1α3 日ド鈎 20-50 10-35 
な
M-40 l∞ 95-100 ほl-90

粒
95-1日E 10-:却

度 M-3 0 100 60-90 30・・65 包-50 3-10 

)，1-25 Iω 95-100 5吾、-85

注) 1 品質管盟の含水量.粒度. P 1は施工中の材料から採取じて行うものである。

2. 密度管理の締固め度は単位体積重量+突固め試験最大乾燥密度x10011:よち求める。

3 規格の項はC-4O. )，1-30等記入する。

l
H
C
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F
l
 



一耳「
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起工地区名基層工品質管理調書(その l表層、層)層、基分(表区

砕石の粒度

そミミー一一一ーーふるし切呼ぴ宅51 ..I-~ ででご士一ーででご士士

呼ぴ包 \宍ご一間~

単~ー刷局) 1 30-20 
S-20(5号)1 2ト 13

3空 11 S-13(崎川 1ト 5
口 IS-5(汚)Iト 2.5

1砕石|比 重|

1 1 2.44以上 ! 
有害物含有量の限度の例

11 有 害' 物 |含有量(全制骨肉重量百分科川

リ粘主粘度塊寸官、 1 0.25 1 
日 わらかし沼亦1) 品 5.0 1 
日 由良いあるいはうす喝ぺらな石片也J 10.0 

いk分1.0%以下. 比重2.6以上 ! スクリーニングスの栓度範囲 (]IS空三止と竺竺J一一
II~ミミ一一一一ム毛主、￠調子v'名| 通過重量百分率彊 ! 

と土-!I'l上土日 E~ω74 日空?豆~Iコγ王子戸旺豆工司耳
目過重量% 1 100 1 9母、10017ト 100

①針入度(25'C. 100.，. S秒) ⑥輔力撤後胡λ脇僻，: 4r JISK2207 
②軟化点 ℃ ①三極化エタン可溶分 # 儲?旦円 ① | ② | ③ ! ④ | ⑤ 1 @ I ⑦ 1 IE; ⑨ 

制度(15'(;) cm ③引火点 ー'c 40-;;0 1 40-60 1 47-55 1 10以上|山以下10.6以下|霊互豆豆:1260tlJ: 11.00亙
④蒸発後の針沼化 画 ①比重(2S'C/25"(:了一一寸 6O-S0 1 6叩 144-.62 11∞以上1110問 0.6阿世止竺些 260以上1.ω此

) 一一寸 8ト 1001 8ト 100142-50 1100以上1110以下10.6以下| 日日ι比 19日以上:1260込町1.
⑤薄欄融麗変僻 11ω-120 11伽 1叫 4日 1100此 1 - 1 - ï~つァ四百五計百四王
7Jレイ目 125 1 20 1 13 1 5 1 2.5 1 0.6 1 0.<1 1 0:15 1 0.0741 混合物の標準配合 1 I マーシャル試験11:対する基準値

門 II I I恒三!||れ ?Fコき 1I同孟71F;17
配合率I I I I 1"" m 1 (20) 1 (13) 11 1 (20)1 (13) 

安定度〔匂)1密度 (S'/C1I!)1空隙率(%) 1飽和度(灯17阿直(1/1州仕上り厚m ZE 岡国主主主盟ι-ーニユL
1 I 一| 虚孟星空m1 20 1 13 I I旦旦主主主盟主L一一-iL

J25  I 20 I 13 I 51  2.5 1 0.6 1 O.半年竺li!?i|針品。||;::;| よ
規格 |雪 ~.g 9 :r-~~ 1 1 -ぃ l 
配合率 -1 1 星|民| i間 I I安門匂 |(;11V
長定度(匂)I密度 (f/I:lfI)I空隙率(肘|飽和度(訂|フロ咽 1/10w官企日4! とi6 I I 7唱弘心 j直 | 2L。
i l i 二l げスフ川野ート7 ¥ 1 ~~:'::':':'__l_一一一一一→
午 前!午 後|月日 L~午 前!午ー竺一」平均 S'./c.! 

_l.___.L_---I----"-__j 

面積ηz 最小間最大m 幅員(標準)構造m 延長要概

等{直格規{直定測試験基準
自

試顧方法
項

験
区分 目項試 。0740.15 0.3 0.6 1.2 2.5 13 20 25棚種類

トー一一一十一一l工事 1回A 1 1 0 2 分イJレ7 
骨

T 
7 

目
立
一
日

& 
A 1 1 09 
A 1 1 1 0 比重.股水量

11 
A 1 1 21 
A 5 0 0 1 

すりへり減量

材
11 A 1 1 2 2 性定安

A1126他

石

一一一一一→

同ーーーーー」

iE21 

!t 

" 

有害物含有量

比重水分、

0.074 0.15 0.6 

試
験
練
り
及
び
プ
ラ
ン
ト
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混
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質
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ー
イ
ゴ
寸
ユ

ーゴヨ

T
ー
十
T

十土

7ス7ァJレト
量彊

% 粒度通過量

基層工品質管理調書(その 2

値

日

区分
項 目

試験器準 測 定
試 験 項 目 試験方法

月日
粒度通過量 % アスファルト 月

量 ヲb

粒 度 及 ぴ

プ アス 7 7 ]レト 舗装要綱 1BI1:1画

抽 出
フ

7 

ス 〆 |京フ

ア
ト 温 度 測 定 1時間毎" 

Jレ

ト

合

材 舗 設 温 度
月日時

の (しき均し時〉
トラ yクl台毎 測 点

品
温 度

質
月 日

規
舗 測 点

密 度
密 度

格 舗装要綱 500 m'1<: 1個 締固め度
設
(コァー採取〕 月 日

現
測 点

密 度

場
締固め度

月 日
粒 度 及 ぴ 測 点

アスフアルト " 500 nfl1: 1困
抽 出 0.074 

アスファJレト

表層、

l
H
C

∞l
 

F':I 

規格値(以でち0下な固上い。の1<:τ 書』
XlO X6 X3 

96以上 96以t 96.5以上 94.0以j

土日白以内 土7.5以内 土7.0以内 士 12以F

土3.5 " 土3.5 1/ 土3.0 " 士 5 " 

士0.55/1 士且50グ 土0.50/1 :!: 0.9 " 

% 

目

締固め度は(密度÷基準密度X100 )で算出する。

基準密度は地区により異なるが(土木部資材単価表陀標示)それ以上でなければ

ならない。

密度及び粒度.アスフアルト量ω規格値は右表陀よる。
舗設温度は 110 度"C~ とする。

1. 

2 

3 

4 

注)
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出来形管理塞

事業名

工事名

平成00年度 起工第00号県営ため池等整備事業(一般)

00工事
|さや土 (W4)I 開 (7)

11'4(6) 

11'4(5) 
/ 

11'4(4) 

胃4(3}

11'4(2) 

略図

工種 堤体工

種別 さや土

測定項目 さや土幅 W4

盛土高 1m毎に管理

ー

]
F
C
C
- 管理項目 さや土剛'4(1) さや土幅W4(2) さや土申1;W4(3) さや土申副4何) さや土酬4(5) さや土申副4(6)

単位 mm 昨3町、 m町1 円3町、 m町1 mm 

管理基準値 + 300、-65 +300、-65 + 300、-65 +300、-65 + 300、-65 +300、-65

JlIJ 点 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実現l値 差

No.O 。
No.1 

NO.2 

No.3 

No.4 

NO.5 



出来形管理塞

Wl 

Vl ;;; 
略図

起工第00号県営ため池等整備事業(一般)平成00年度

00工事

事業名

工事名

ノ.v
クJ

V2 
堤体工工種

~ 

ん
堤体工

基準高 V1....V4 (堤頂 V1、刃金土天端 V2、コアトレンチ V3，V4)、

法長 L1....L3、勾配 n1....n3、堤頂幅W1、小段幅W2

種別

測定項目

管理項目 ①基準高 Vl-V3 ②基準高V4 ③幅Wl-W2 ④法長L1-L3 ⑤勾i!i2nl-n3

単位 mm 昨3町、 m町1 円3町、 m町1

管理基準値 + 65、一日 +口、-65 -65 -65 + 1分、 一日

JlIJ 点 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

No.O 。
No.l 

No.2 

No.3 

No.4 

No.5 

l
N

。。ー



出来形管理表

| トレンチ掘削 | 
略図

起工第00号県営ため池等整備事業(一般)平成00年度事業名

00工事工事名

堤体工工種

コアトレンチ種別

H 高さH下幅W6、上幅W5、測定項目

|附|

管理項目 上幅 W5 下幅 W6 高さ H

単位 mm 昨3町、 m町1

管理基準値 + 300、一日 +300、一日 + 65、一日

JlIJ 点 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

No.O 。
No.l 

NO.2 

No.3 

No.4 

NO.5 

l
M
O
H
l
 



出来形管理墨

略図

I 'l"iliilill I 唖唇E起工第00号

厚さT1-T9、高さH1-H7、長さL1-L8

幅81-83

県営ため池等整備事業(一般)

平成00年度

取水施設工

00工事

土砂吐工

事業名

測定項目

工事名

工種

種別

ne 
'
L
 

7
 

T
L
 

F
O
 

T
L
 

3
 

叩
4

l
N
C
N
l
 

管理項目 ①厚さ T 管理項目 ②高さ H 管理項目 ③長さ L 管理項目 ④幅 B

単位 町1m 単位 m町、 単位 町、町、 単位 円、町、

管理基準値 + 20、一 13 管理基準健 ::!: 13 管理基準健 ::!: 13 管理基準値 +2口、ー 13

源IJ 点 設計値 実現IJ値 差 現IJ 点 設計値 実測値 差 現IJ 点 設計値 実測値 差 調IJ 点 設計値 実測値 差

T1 E H1 C L1 C 81 。
T2 H2 L2 82 

T3 H3 L3 83 

T4 H4 L4 

T5 H5 L5 

T6 H6 L6 

T7 H7 L7 

T8 L8 

丁目



出来形管理表

略図

起工第00号

県営ため池等整備事業(一般)

00工事

平成00年度事業名

工事名

洪水吐工

スパン長L1-L6、基準高 Vl-V5

洪水吐工

工種

測定項目

種別

l
N
O
ω
l
 

管理項目 スパン長 L 基準高 V

単位 円、円、 mm 

管理基準値 ::!: 13 ※ ::!: 20 

漂，IJ 点 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実演IJ値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

接近水路 。
調整部

移行部

放水路

減勢工

出口水路

※曲線部 ::!:20



出来形管理表

E
 

図略

|側水路式 | 起工第00号平成00年度事業名

県営ため池等整備事業(一般) T1 Bl T2 

1I I1 
00工事

洪水吐工

流入部

工事名

工種

種別

Hl 厚さT1-T6、高さH1-H2、幅81-83測定項目

qo 
中
A

A
時宮4
 

T
且

o
n
E
 T--型

国

「

hu
一中-
一 L B2 _L T5 J l

N
O
h
p
l
 

管理項目 厚さ T 管理項目 I罰さ H 管理項目 幅 B 管理項目

単位 円、円、 単位 m町1 単位 町、町、 単位

管理基準値 ::!: 13 皆理基準催 ::!: 20 管理基準催 ::!: 20 皆理基準催

漂，IJ 点 設計値 実測値 差 illJ 点 設計値 実測値 差 浪t 点 設計値 実測値 差 潰，IJ 点 設計値 実測値 差

T1 。H1 。81 。 。
T2 H2 82 

T3 83 

T4 

T5 

T6 

江町



出来形管理表

略図

起工第00号

基準高V1-V2、幅81-83、高さH1

施工延長L1

県営ため池等整備事業(一般)

平成00年度

取水施設工

00工事

底樋工

事業名

測定項目

工事名

工種

種別

l
N
O
m
-

管理項目 基準晶 V1-V2 幅 81-83 I罰さ H1 施工延長L1 厚さT

単位 円、円、 mm mm 町、円、 円、町、

管理基準値 ::!: 20 + 20、一 13 ::!: 13 -100 + 20、一 13

漂，IJ 点 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実演IJ値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

No.O 。
No.1 

NO.2 



出来形管理表

n 

ヂュ」

83 

略図

起工第00号平成00年度事業名

県営ため池等整備事業(一般)

00工事

取水施設工

工事名

工種

82 

日
U

止水壁

厚さT1-T3，高さH1-問、幅81-83

種別

測定項目

l
N

。。ー

管理項目 厚さ T1-T3 高さ H1-H3 幅81-83

単位 円、円、 mm mm 

管理基準値 + 20、一 13 ::!: 13 +20、一13

漂，IJ 点 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実演IJ値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

No.O 。
No.1 

NO.2 



略図

B1 

l 01 

出来形管理墨

起工第00号

県営ため池等整備事業(一般)

高さH1-H4、長さL1-L4、

幅81-82、厚さT1-T3

平成00年度

取水施設工

00工事

斜樋工

事業名

測定項目

工事名

工種

種別

l
N
O吋
l

|B2  I 

管理項目 ①高さ H1-H4 ②長さL1-L4 ③幅 81-82 ④厚さT1-T3

単位 町1m mm mm  町、町、

管理基準値 :t 13 :t 13 + 20、一 13 + 20、一 13

源IJ 点 設計値 実現IJ値 差 設計値 実現IJ値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

No.O E 

No.1 

No.2 



出来形管理表

略図

J
Jコ

干二}3

L3 

L1 

Hl 

起工第00号

高さHl-H3、長さLl-L3、幅B

県営ため池等整備事業(一般)

階段工

平成00年度

取水施設工

厚さT1-T2

00工事

事業名

測定項目

工事名

工種

種別

l
N
O

∞l
 

T1 

管理項目 長さL1-L3 高さ H1-H3 幅 B 厚さT1-T2

単位 円、円、 mm mm 町、円、

管理基準値 -0.1目※ 2m未満::!:20、2m以上::!:30 ::!: 20 + 15、一 13

漂，IJ 点 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実演IJ値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

No.O 。
No.1 

No.2 

※ 2m未満 -3目、 10m未満 -50
50m未満ー10日、200m未満-200
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1 管水路の通水試験

( 1 )試験の方法

パイプラインの水密性と安全性を確認する目的で、通水試験を行うとともに、試験的な送

水を行ってパイプラインの機能性を確認することが望ましい。

通水試験の方法は、図ー1のとおりである。

水轍て::::て出
図-1 通水試験の方法

(2)漏水試験

1)継目試験

継目試験は、管布設後の継手の水密性を検査するものであり、テストバンドを使用して行う。

原則として管径反則皿以上のソケットタイプの継手について全箇所の検査を行うものとする。

この試験の水圧は、その管の静水圧とし、これを5分間放置した後の水圧は、 80%以下に低

下してはならない。

また、試験条件により静水圧まで加圧することが危険と判断される場合は、個々に試験水圧

を検討するものとする。

継目試験の方法は、以下に示すとおりである。

① テストバンドの水圧によって管が移動することがあるので、ある程度の埋戻しをする。

検査や補修のためには継手部の埋戻しは少なめにとどめておくことが望ましい。

また、必要に応じて隣接した継手部に目地板(ゴム板)をはさんで管の移動を防止しなけ

ればならない。継目試験を行うときには、式-1の条件が満たされているかを事前に検討

する。(図-2参照)

N<F 
N=A. P+'LW. sinll 
F=μ ・'LW.cosll

N:テスト水圧による推力 (N)
F:管の鉛直荷重による抵抗力 (N)

A:管端面の断面積 (c曲
P:試験水圧(MPa)

式-1

式-2

式ー3

'LW: 1本当たり管の自重と管上載士の重量 (N)
。:水平と管布設軸とのなす角 (0) 

μ:士と管の摩擦係数
硬質塩化ピニノレ管、ポリエチレン管、強化プラスチック複合管 0.3 

コンクリート管、鋼管、ダクタイル鋳鉄管 0.5 
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圏一2 継目前敵箇所及びカ

@テストバンドをセットし、テスター内の!:l!.気を綾きながら注入し、完全に排気が完了し

てから水産をかける.

テストパンドの機祖母の概修誌、図-31~示すとおりで&>る.

理曳

園-3 テストパンドの*"の領時
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2)水張り試験

水張り試験は、パイプラインの布設が完了した後、当該区間に水を充水し、漏水箇所の発見

と減水量が許容限度内にあるかどうか確認するための試験である。

試験は、管布設、埋戻しが終わってから実施する。

許容減水量は、管種、管径、継手構造、内水圧、付帯施設の状況等によって異なるが、管径

1cm延長1km当たりの標準値は、表-1のどおりとする。

表-1 標準許容減水量 (PJ日・ cm.凶

管 種 許容減水量 備 考

コンクリート管類 1αト 1田 ソケットタイプ

ダクタイル鋳鉄管、硬質塩化ピニル管、強化プラス 回"'"'11∞ ソケットタイプ等

チック複合管

鋼管、硬質塩化ピニノレ管、ポリエチレン管 25 溶接、接着継手等

水張りに当たっては、次の事項に十分留意しなければならない。

① 管内への注水前にコンクリート等が十分な強度となっていること、埋戻しに問題がない

ことを確かめる。

② 注水前に空気弁や給水栓等を全開して、注水に伴う排気を十分に行う。

③ 注水速度は管内からの排気速度に応じて加減する。急激に注水すると空気圧で思わぬ事

故を起こすことがあるので、空気のたまりやすい部分の排気状態に注意しなければならな

し、。

④ 短時間に多量の空気を排出することになるので、空気弁に併設されている排気弁を聞く。

⑤ 制水弁は上流側から徐々に聞いていく。

⑥ 大口径管については副管を聞いて通水する。開度は本管で ν10聞度、副管で ν5開度以

内を目安とする。

⑦ すべての吐出口、又は給水栓等から気抱を含む水が出なくなってから徐々に計画流量を

通水する。

⑧ 通水時に逆止弁、バイパス弁等の機能を点検する。

⑨ 水張り中はパイプラインの異常の有無を点検し、事故の防止に万全を期す。

水張り試験の方法は、以下に示すとおりである。

① 管の吸水と残留空気を排除するため、水張り後少なくとも一昼夜経過してから水張り試

験を行うことが望ましい。

② 一定の試験水圧を24時間維持し、この聞の減水量(補給水量)を測定する。

③ 試験水圧は静水圧とするこどが望ましいが、やむを得ず静水圧より低い試験水圧を用い

る場合は、式-4により修正する。

-3ー



Q=Q'yH完ア

Q:修正減水量 Cl)

Q':測定減水量(f)

H:静水頭 (m)

(図-4参照)

H':試験水頭 (m)

(図-4参照)

(3)水圧試験

式-4

試験区間

静水位

試験水位

H' 

E王

図-4 試験水頭の左り方

水圧試験はパイプラインが設計水圧(静水圧+水撃圧)に安全に耐え得ることを確認する

ためのものである。漏水試験を静水圧で行った場合には、ある程度の予測がつくので水圧試

験を省くことが多い。しかし、特に重要なパイプラインについては水圧試験を行うことが望

ましい。

水圧試験の方法は、次のとおりである。

① 試験区間を制水弁等で完全に仕切る。

② 水圧試験は、試験区間においてパイプラインに手押しポンプ等で設計水圧まで加圧し、

パイプラインの異常の有無を点検する。

③ 管内の空気は加圧に先立つて完全に排除するよう、特に注意しなければならない。

(4)漏水箇所の探知と補修

1 )探知

通水試験において減水量が許容減水量以上の場合はもちろんのこと、許容量以下の場合で

あっても、漏水箇所の有無を探知しなければならない。探知方法としては次の方法がある。

① 地表に水がしみ出てくるのを目視により探知する。

② 地表に水が出ないような漏水箇所の探知方法として、漏水の疑わしい箇所で、管頂付近

まで掘削し、水のしみ出しの有無を調べる。

③ イヤホーンのついた聴診棒を地中に挿し込み、水の吹き出し音を聞く。

④ 漏水探知器による方法。

2)補修

通水試験の各試験に示す基準の許容限度内であっても、集中的な漏水箇所や異常が認めら

れた箇所には適正な止水対策を講じなければならない。
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2 杭の打ち止め管理(参考)

杭の打ち止め管理は杭の根入れ長さ、リバウンド量(動的支持力)、貫入量、支持層の状態によ

り総合的に判断しなければならない。

一般には試験杭施工時に支持層における 1打当たりの貫入量、リバウンド量などから動的支持

力算定式を用いて支持カを推定し、打ち止めを決定する。動的支持力の算定式としては、エネル

ギーのつり合いや波動法から求める方法がある。算定式より求められた支持力は 1つの目安であ

り、この値のみによって打ち止めたり杭長の変更や施工機械の変更を行ってはならない。

わが国の土木・建築分野でよく使用されている杭打ち式を下記に示す。

杭打ち式は、支持力を決定するというよりも、施工の確実性を確かめるという意味の方が強い

ので、各現場毎に地盤調査を行った地点付近での杭打ち試験を最初に実施して、設計条件、特に

支持層への根入れ長を満たすために必要な打撃条件を選定し、以後の管理に応用するというよう

に使うのがよい。

表-1 わが国の土木・建築分野でよく使用されている杭打ち式

出 典 杭打ちによる許容鉛直支持力推定式 R 備 考

a(世れf))

建築基準法施行

~コ Ra=  
F 建築分野でよく

建設大臣告示式
口口 5S + 0.1口 使用される

宇都・冬木の式
士木分野でよく

一一ー + 3 I eo.λ1 fO 使用される

Ra : 杭の長期許容鉛直支持力 (kN(tf))

S : 杭の貫入量 (m)

F : ハンマーの打撃エネルギー (kN.m) 

ドロップハンマの場合……… F=WHH

ディーゼルハンマ及び油圧ハンマの場合………F=2WH 

H 

(WH :ハンマ重量(N)、H:落下高さ(m)) 

杭の純断面積 (m2) A 

N 

杭のヤング係数 (kN/m2(tf 1m2)) 

リパワンド量 (m)

杭の周長 (m)

杭の周面の平均N値

動的先端支持カ算定上の杭長 (m) (表-3による)

地中に打ち込まれた杭の長さ (m)

補正係数(表-2による)

ハンマと杭の重量比

E

K

U

 

λ1 

λ2 

eo、ero

WH/W  

P 

Wp • やっとこ使用の場合は、杭とやっとこの重量を加算した値
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表-2 補正係数

杭 種 施 工方 法 e。 e f 0 備 考

打込み杭工法
鋼 管 杭 1.5WH/Wp 0.25 (2.5) 

中堀り最終打撃

打込み杭工法 2.0WH/Wp 0.25 (2.5) 
PC.PHC杭

中堀り最終打撃 4.0WH/Wp 1.00 (10.ω 

鋼 管 杭 油圧ハンマに適用
打込み杭工法 (1.5WH/Wp) 山 0.25 (2.5) 

PC・PHC杭

表-3 杭長の補正値

e。のイ直 λ1のf直

e。と 1 λ m 

1 >e 0 ~三 λ血/λ λ血/eo 

eo ~λm/λ λ 

λ :杭の先端からハンマ打撃位置までの長さ (m)

λ血:杭の先端からリバウンド測定位置までの長さ (m)

参考文献

1) (社)日本道路協会:道路橋示方書・同解説 W下部構造編

2) (社)地盤工学会 :くい基礎の調査・設計から施工まで

-6・



3 薬液注入工事に係る施工管理等について

平成 2年 9月 18日建設省技調発第 188号の 3

建設大臣官房技術調査室長から各省庁あて

平成 2年 10月 9 日 簡易文書 2- 1 0 5 

構造改善局建設部設計課長から各地方農政局建設部長あて

このことについて別添のとおり建設大臣官房調査室長から通知があったのでお知らせする。

ついては、薬液注入工事に当たっては、施工管理及び条件明示等を適切に行うよう指導方お願いする。

(別紙1) 

薬液注入工事に係る施工管理等について

(1.注入量の確認〕

1.材料搬入時の管理

( 1 )水ガラスの品質については、 JIS K 1408に規定する項目を示すメーカーによる証明書を監督
職員に工事着手前及び1ヶ月経過毎に提出するものとする。また、水ガラスの入荷時には搬入状況
の写真を撮影するとともに、メーカーによる数量証明書をその都度監督職員に提出するものとする。

(2)硬化剤等については、入荷時に搬入状況の写真を撮影するとともに、納入伝票をその都度監督職

員に提出するものとする。

(3)監督職員等は、必要に応じて、材料入荷時の写真、数量証明書等について作業日報等と照合する

とともに、水ガラスの数量証明書の内容をメーカーに照合するものとする。

2.注入時の管理

( 1 )チャート紙は、発注者の検印のあるものを用い、これに施工管理担当者が日々作業開始前にサイ

ン及び日付を記入し、原則として切断せず1ロール使用毎に監督職員に提出するものとする。なお、

やむを得ず切断する場合は、監督職員等が検印するものとする。また、監督職員等が現場立会した

場合等には、チャート紙に監督職員等がサインをするものとする。

(2)監督職員等は、適宜注入深度の検尺に立会するものとする。また、監督職員等は、現場立会した

場合等には、注入の施工状況がチャート紙に適切に記録されているかEうかを把握するものとする。
(3)大規模注入工事(注入量 ぽ)()kt'以上)においては、プラントのタンクからミキサー迄の聞に流

量積算計を設置し、水ガラスの日使用量等を管理するものとする。

(4)適正な配合とするため、ゲノレタイム(硬化時間)を原則として作業開始前、午前、午後の各1回

以上測定するものとする。
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(II.注入の管理及び注入の効果の確認〕

1.注入の管理

当初設計量(試験注入等により設計量に変更が生じた場合は、変更後の設計量)を目標として注入

するものとする。注入にあたっては、注入量・注入圧の状況及び施工時の周辺状況を常時監視して、

以下の場合に留意しつつ、適切に注入するものとする。

① 次の場合には直ちに注入を中止し、監督職員と協議のうえ適切に対応するものとする。

イ.注入速度(吐出量)を一定のままで圧力が急上昇または急低下する場合。

ロ.周辺地盤等の異常の予兆がみられる場合。

② 次の場合は、監督職員と協議のうえ必要な注入量を追加する等の処置を行うものとする。

イ.掘削時湧水が発生する等止水効果が不十分で、施工に影響を及ぼすおそれがある場合。

ロ.地盤条件が当初の想定と異なり、当初設計量の注入では地盤強化が不十分で、施工に影響を及

ぼすおそれがある場合。

2.注入効果の確認

発注者は、試験注入及び本注入後において、規模、目的を考慮し必要に応じて、適正な手法により

効果を確認するものとする。

(ill.条件明示等の徹底〕

薬液注入工事を的確に実施するため、別紙2のとおり条件明示等を適切に行うものとする。

なお、前記Eの1を含め注入量が当初設計量と異なるなど、契約条件に変更が生じた場合は、設計

変更により適切に対応するものとする。
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(別紙2)

薬液注入工法に係る条件明示事項等について

1.契約時に明示する事項

( 1 )工法区分 二重管ストレーナ一、ダブノレパッカ一等

(2)材料種類 ①溶液型、懸濁型の別

②溶液型の場合は、有機、無機の別

③瞬結、中結、長結の別

(3)施工範囲 ①注入対象範囲

②注入対象範囲の土質分布

(4)削 孔 ①削孔間隔及び西日置

②削孔総延長

③削孔本数

なお、一孔当たりの削孔延長に幅がある場合、 (3)の①注入対象範囲、 (4)の①削孔間隔及び配

置等にー孔当たりの削孔延長区分がわかるよう明示するものとする。

(5)注入量 ①総注入量

②土質別注入率

(6 )その他 上記の他、本文I、Eに記述される事項等薬液注入工法の適切な施工管理に必要
となる事項

注) (3)の①注入対象範囲及び (4)の①削孔間隔及び配置は、標準的なものを表していることを

合わせて明示するもの左する。

2.施工計画打合せ時等に請負者から提出する事項

上記1に示す事項の他、以下について双方で確認するものとする。

(1)工法関係 ①注入圧

②注入速度

③注入順序

④ステップ長

(2)材料関係 ①材料(購入・流通経路等を含む)

②ゲルタイム

③配合

3.その他

なお、「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」に記載している事項についても適

切に明示するものとする。
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4 トンネノレ (NATM)観察・計測(案)

1.計測の目的

トンネル構造物の安定性と安全性を確認するとともに、設計・施工の妥当性を評価するため、トン

ネル掘削に伴う周辺地山の挙動、支保部材の効果、周辺構造物への影響等を把握するために行うもの

である。

2.適用

山岳トンネル工法の2車線の道路トンネルを対象とし、標準的な観察・計測をまとめたものである。

よって、 2車線以外の道路トンネルの適用に当たっては注意すること。

3.計測の分類

トンネルの施工中に行う計測は計測~A と計測B の 2 種類がある。

( 1 )計測A・・・・・・日常の施工管理のために実施するものであり、以下の計測がある。

①観察調査

②天端沈下測定

③内空変位測定

④地表沈下測定

(2)計測B・・・・・・地山条件や立地条件に応じて計測Aに追加実施するもので以下の計測がある。

4.計測A

( 1 )観察調査

①切羽の観察

1 )目的

①地山試料試験

②坑内地中変位測定

③ロックボルト軸力測定

④吹付けコンクリート応力測定

⑤鋼製支保工応力測定

⑥覆工応力測定

⑦盤ぶくれ測定

⑧AE測定

支保規模の決定を行う際、計測のみでは把握できない地山情報を得ることを目的として、切羽

の地質の状態と地質の変化状況とを目視調査するものである。

2)調査の要領

目視により切羽の状況を観察し、スケッチ図を作成する。図には次の事項を記入する。

イ.地質(岩石名)とその分布、性状及び切羽の自立性

ロ.地山の硬軟、割れ目の間隔とその卓越方向などの地山の状態

ハ.断層の分布、走行、傾斜、粘土化の程度

ニ.湧水箇所、湧水量とその状態
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ホ.軟弱層の分布

へ.その他

3)調査の間隔

調査は原則として掘削毎に行う。

4)視察結果の報告

調査結果は原則として毎日監督職員に報告する固

パターン 切 羽

cn 

B' 

E 
切';Jスケッチ

黒色柚t(t
..t'<司がI専<~よかれ
てく る.

1 ，'.Tl:'¥;二

DI位置、掘削長

C' D' 

F:~事 ;y~~，訂正寺三直仁入内、 0pt仁" .<"むT早烹江I刊号マくがきEミ《二咋ιヲ、三品U干:&.6で汚水仁よ〈
ホλみ喪向百三芳く，;1:がれ γ .>-，上寄::~it1守賞を多:合ょと..f-φタートが.内|邦._，上河犬、l
〈ミれ-，.. ;:;入，t-子十ー がもと"

@既施工区聞の観察

1)目的

園-1 切羽観察調査の様式を記載例

計測を補完し、設計・施工が適正であるかを確認するとともに問題があればそれを把握するこ

とを目的としている。

2)観察要領

トンネル坑内の既施工区間において、以下の項目について観察を行弘

イ.吹付けコンクリート・・・・・・地山との密着、ひび割れ(発生位置、種類、幅、長さ及び進行

状祝)、湧水など。ただし、乾燥取縮クラックは除く。

ロ.ロックボルト・・・・・・・・・・・・打設位置・方向、ロックボルト・ベアリングプレートの変形、

又は地山への食込み、頭部の破断など。

ハ，銅製支保工・・・・・・・・・・・・・・変形・座屈の位置、状況、吹付けコンクリートとの一体化状況、

地山への食込み、脚部の沈下。

ニ.覆工・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ひび割れ(位置、種類、幅、長さ)、漏水状混など。
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3)観察の間隔

掘削日毎に行うものとし、地質が急変する箇所、坑口付近、土被りの小さい箇所では適宜観察

の間隔を縮めるものとする。

4)観察結果の報告

異状が認められた場合に監督職員に報告する。

③坑外の観察

1 )目的

トンネノレ掘削に伴って発生する変化を坑内観測と併せて評価することにより地山の挙動を把

握することを目的としている。

2)観察要領

坑口付近及び土被りが2D未満 (Dはトンネル掘削幅)の浅いトンネノレにおいて、以下の項目

について観察する。

イ.地表面の変状・・・・・・亀裂の分布など。

ロ.植生の状況・・・・・・・・立木の破損及び傾動など。

ハ.水系の状況・・・・・・・・湧水量の変化(量・濁り)など。

3)観察の間隔

掘削日毎に行うものとする。

4)観察結果の報告

異状が認められた場合に監督職員に報告する。

(2)天端沈下測定

①目的

支保の変位・変形を測ることにより周辺地山の挙動を推定し、支保の妥当性及び安全性の確認

を目的としている。

②測定方法

天端吹付けコンクリートに計測ピンを埋め込み、測定は水準測量により掘削後速やかに行う。

レJくノレ

天端沈下測定テープ

図-2 天端沈下測定概要
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③測定位置

測定点は1断面当たり天端に 1点とする。また、変位の大きい地山及び偏圧が著しい場合は監

督職員の指示により、測定点を増やし安全を確認すること。

④測定間隔

測定間隔は表ー 1を標準とするが、地質の変化が著しい場合は監督職員の指示により間隔を狭

めることとする。

表-1 天端沈下、内空変位測定の測定間隔

おで 坑口付近 土被り 2D以下 施工初期の段階
ある程度施工

の進んだ段階

A、B、C 1臼n 10m 20m 却m

D 1臼n 10立1 20m 20m 

E 10m 10m 1臼n 10m 

注) 1.施工初期の段階とは、 200m程度の施工が進むまでの段階。

2.計測Bを実施する位置では計測Aを行い、計測Bと計測Aの資料の整合ができる

ようにする。

⑤測定頻度

測定頻度は表-2を標準とする。

表-2 天端沈下、内空変位測定頻度

頻 度
測定位置と

変位速度 適 用
切羽の離れ

2回/1日 0.......0.5D 10凹/日以上 測定頻度は、変位速度より定まる測

1回/1日 0.5.......2D 5.......10mm/日 定頻度と切羽からの離れより定ま

1回/2日 2.......5D 1.......5皿/日 る測定頻度のうち頻度の高い方を

1回/1週 5D以上 1皿/日以下 採ることを原則とする。

⑥収束の確認

変位速度が1皿/週以下となったことを2回程度確認できたら、監督職員と協議の上、測定を

終了することとする。ただし、覆工前に最終変位測定を行い、監督職員の承諾を得るものとする。

⑦結果の報告

測定結果は各断面毎に、沈下と時間経過及び切羽との離れとの関係がわかるグラフを作成し、

計測の翌日までに報告する。
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(3)内空変位測定

①目的

周辺地山の挙動、支保の変形モードなどを把握し、施工の安全性並びに支保の妥当性を確認す

るとともに、覆工の打設時期を検討する目的で行う。

②測定方法

図-4

スチーノレテープ等、又は光波による方法で、測定は掘削後速やかに実施する。
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7ランプ蝶i!';Jl，.ト

ステンレス製:titH..

困-5 内空変位測定概要

@測定位置

測量aの画E憧除、原則として下図を益本とする.

〆マターンA、B、Cl、C目、 Dl パ ターンDO、E、抗U附近、土被の
浅いIð.問、訓且11 6 を~b担する箇所

図-6 内空変位都民事

@測定間隔

測定問隔は天織沈下測定の間隔と閑じにする.

@測定額度

測定頒度は天織沈下測定の頻度と閑じにする.

⑥収束の確飽

蕊位速度が1l1li/週以下となったことを2回程度磁認できたら、監督職員と也司障の上、劃定書r

終了することとする.ただし、覆工前にIl終.~位測定を行い、監督職員の承穏を得るものとする.

@結果の鎗告

測定結果は各断面停に、変位と時間経過及び切羽との隠れとの関係がわかるグラフを作成し、

計測の翌日までに報告する.
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(4)地表沈下測定

①目的

士被りの浅い区域のトンネノレ及び周辺地山の安全d性の確認を目的としている。

②測定方法

測点を設けて、水準測量により測定する。

③測定位置

トンネル中心線に測点を設けることとする。また、広範囲に影響がでると予想される場合には、

適宜測点を増すこととする。
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④測定間隔

測点の間隔は以下を標準とし、必要に応じて間隔を狭めることとする。

土被り

1D未満

1D以上2D未満

測定間隔

5m程度

10m程度

5m程度‘し 10m程度

D:トンネノレ掘削幅

図-9 地表沈下の測定間隔

⑤測定頻度

測定は切羽掘削による沈下の影響が表れる以前から行うものとし、掘削開始後は1日に 1回測

定するものとする。

@収束の確認、

沈下量が収束したと確認したら、監督職員と協議し測定を終了することとする。

⑦結果の報告

測定結果は原則として毎日監督職員に報告する。
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5.計測B

( 1 )原位置調査・試験

①目的

地山地質条件の詳細確認、地山区分の再評価、あるいは挙動解析のための岩盤物性を得ること

を目的としている。

②調査・試験の項目

試験項目の選定に当たっては次表を参考に選定する。

表-3 原位置調査・試験の項目

項 目 調査・試験によって得られる事項 備 考

1.坑内弾性波速度 ①地山等級の評価 主に屈折法による弾

測定 ②ゆるみ領域の評価 性波探査

③岩盤物性の間接的推定

2.ボーリング調査 ①地質の確認(岩区分、断層破砕帯、摺曲 土質工学会「岩の調査

構造、変質帯、地質境界) と試験」

②地下水の状態

③室内試験用試料の採取

3. ボーリング孔を ①地耐力(標準貫入試験) 土質工学会「岩の調査

利用した諸調査・ ②水圧・透水係数(ノレジオンテスト、湧水 と試験」

試験 圧試験)

③変形係数(孔内載荷試験)

④きれつの状態(ボアホールテレビ観察)

⑤弾性波速度(速度検層)など

4.原位置せん断試 岩盤のせん断強度 (C、。) 土木学会「原位置岩盤

験 の変形およびせん断

試験の指針」

5. ジャッキ試験 弾性係数、変形係数、クリープ係数 (α、 土木学会「原位置岩盤

β〕 の変形およびせん断

試験の指針」

6.その他の試験 ①地山等級(切羽の地質)の評価(点載荷 土質工学会「岩の調査

試験、シュミットハンマ試験) と試験」

②地山応力の評価(初期地圧測定)
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(2)地山試料試験

①目的

地山等級の再評価、あるいは解析等に用いる地山物性値の検討を目的として行う。

②試験項目

試験項目の選定は次表を標準とする。

表-4 地山試料試験一覧表

軟岩 土砂 試験の規格

軟岩 膨張

試験科目
試験によって求めら

中硬 土圧 性の 粘性 砂質 土木
れる主な事項

岩 あ 士 士 JIS KCK JlB 学会
る

場合

一軸圧縮強度 一軸圧縮強度、静ヤン 。。。。 .AI2l6 Sl'lJl A1lm 
グ率、静ポアソン比 SHB -19氾

超音波伝播速度試 P波速度、 S波速度、 。。。 AIl27 S底B

験 動ヤング率、動剛性

率、動ポアソン比

単位体積質量 単位体積質量、合水比 。。。。。必~ Ssll A1lm 
-19泊

A1aB 
ーum

吸水率試験 吸水率 。。。
圧裂号|張試験 圧裂引張強度 ム ム ム 引張試

験法

クリープ試験 クリープ定数 ム ム f::， 

粒度分析試験 粒度分布 。。。。T1IDl 必IDl

スレーキング試験 浸水崩壊度 。。。 110 簡易ス

(浸水崩壊度試駒 -um レーキ
ング試

瞬去

ニ軸圧縮試験 粘着力、内部摩擦角、 ム 。ム 。 SB13 軟岩の

残留強度 三軸圧

編験

X線分析 粘土鉱物の種類 。ム X線粉

末回析

による

鉱物の

推定方

法

陽イオン交換容量 粘土鉱物含有量の推 ム 陽イオ

試験 定 ン交換

容量の

調I定

土粒子の比重試験 土粒子の真比重 。。。A1lm A1lm 
ー19刻

コンシステンシー 液性限界、塑性限界、 。。 AI!m AI!m 
試験 塑性指数 -uro 
膨潤度試験 膨潤度 。。
注)1.。多くの場合実施する、 O実施したほうがよい、ム特殊な場合に実施。

2. KDK:建設省土木試験基準(案)、 ]HS:日本道路公団土木工事試験方法。
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(3)坑内地中変位測定

①目的

掘削に伴うトンネノレの半径方向の地山内変位を測定してゆるみの形態を推定し一次支保

の適否と地山のひずみ状況を判断する目的とする。

②測定方法

測定はボアホール内に地中変位計等を埋設して行う。

ー、守、ー

カンア
ト
ιL

・
Z
 
圧日

品

M

変位鋼線

測定筒

図-11 地中変位計の概要

③測定器の配置

1断面当たりの測定箇所は5箇所の測線を標準とするが、現場状況に応じて測定測線数

を決定する。

変位計の最深部は不動点となるようにー測線の長さを決定する。一測線のもっとも深い

測点を硬岩ではロックボルト長さに 2""'"3m加えた深さに設けるように測線の長さを決定

する。

一測線の測点数は下表を標準とする。

表-5 ー測線における測点数

測定長さ 測点数

L=6m 5測点

L=8m 6測点

L=lOm 6測点

坑内地中変化測定を実施する断面は、同時に天端沈下測定、内空変位測定を実施するこ

と。
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EM~l 

EM~2 EM~3 

EM~4 EM~õ 

図-12 地中変位計の設置(例)

④測定頻度

測定頻度は天端沈下測定と同じとする。

⑤測定の終了

変位速度が 1皿/週以下となったことを2回程度確認し、天端沈下測定、内空変位測定

も収束の確認ができたら監督職員と協議の上、測定を終了すること左する。

ただし、覆工前に最終変位測定を行い、監督職員の承諾を得るものとする。

@測定結果の報告

測定結果は、各断面毎に、各側面毎の経時変位及び切羽との離れの関係がわかるグラフ

と、各測点毎の深度と地中変位及びひずみの関係がわかる図を作成し、天端沈下測定等の

計測結果と関連づけて整理し報告する。

5 白 1]-5 
2記

EM-2 I制 l
，_争中ー守ーιーー品目-

10 

，..._ーーーーーー占4

uE完-冒』 、、、

_/r 
rーJ 

~15 )1-' 
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il.，、守

tf詳

150 

1001 : 
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地中変位経時変化図(例)
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図-14 地中変位の断面分布図(例)

⑦測定結果の評価の目安

各測点毎の深度と地中変位の関連図から変位量の変化が不連結な位置を知ることによっ

て、 トンネル地山内のゆるみ領域(塑性領域)左支保領域(弾性領域)の境界位置の判断を行

い、外測点毎の深度とひずみの分布図から地表や近接構造物への影響の判断を行う。

また、ロックボルトの適性長はゆるみ領域と支保領域の境界位置が、ロックボルトの埋

込位置の中心からややトンネル壁面に寄った所にくる場合であるので、境界位置がトンネ

ル壁面に近い場合はロックボルトを短くし、遠い場合は長くするなどロックボルトの適性

長の判断を行う。

図-15 緩み域の推定(例)
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(4) ロックボルトの軸力測定

①目的

ロックボルトに発生している軸力の大きさとその分布状況からロックボルトの支保効果

を把握し、ロックボルトの長さ、打設ピッチ及びロックボルトの耐力の妥当性を判断する。

②測定方法

局所ひずみ、あるいは平均ひずみを測定する方法とする。

③測点の配置

測定は、一断面当たり 5箇所の測線を標準とし、一測線の測点は4'"'-'6点程度であるの

が望ましい。

Q 

図-16 ロックボルト軸力計の測線西日置

④測定頻度

同じ位置で行われる天端沈下測定、内空変位測定と同じ頻度で測定するものとする。

⑤測定の終了

終了の時期は天端沈下測定、内空変位測定と同じとする。

⑥測定結果の報告

各測定断面毎に、各測点、の深度毎のロックボルトの軸力の経時変化と切羽との離れの関

係がわかるグラフと各断面毎のロックボルトの軸力の経時変化がわかる軸力分布図を作成

し報告する。
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図-17 ロックボルト軸力分布図(例)

ロックぷルト軸力分布図(経日各点毎)

計測断酉NolSTA 19 十58.1
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図ー18 ロックボルト軸力分布図(例)

⑦測定結果の評価の目安

1)ロックボルトの降伏の判定

ロックボルトの軸力がロックボルトの降伏荷重及び降伏荷重に近い状態の場合には、地

中変位や内空変位の収束状態も加味した上で増しボルトの打設や吹付などの補強を行う。

2)ロックボルトの軸力分布の評価

ロックボルトの軸力分布のピーク位置は、 トンネル地山内の支保領域(弾a性領域)とゆる

み領域(塑性領域)との境界位置と推定されるので、ロックボノレトの軸力分布図からゆるみ
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領域の判断を行う。

また、理想的なロックボノレトの軸力分布は、ピーク位置がロックボルトの中心からやや

トンネル壁面に寄った所にくる場合であるので、ピーク位置がトンネル壁面に近い場合は

ロックボルトを短くし、遠い場合は長くするなど適正なロックボルト長の判断を行う。

旧
制
) 

4ξ 

審

。

(a) 

i菜度 (m)

図ー19 軸力分布パターン

(8)吹付けコンクリート応力測定

①目的

(a)ボルト長が適正

(b)ボルト長が短い

(c)ボルト長が長い

吹付けコンクリートに生じる応力と背面土圧の大きさ及びその分布状況を把握すること

で、 トンネルの安全性を判断するための資料を得ることを目的とする。

②測定の種類

吹付けコンクリートに作用する背面土圧の測定と吹付けコンクリート内に発生する応力

測定に分けられる。

③測定方法

吹付けコンクリートの施工時に、土圧計、応力計などの計器を埋設して測定する方法と

する。

④計器の配置

一断面当たり 5箇所を標準とし、設置位置はロックボルト軸力計に準じる。

⑤測定の頻度

同じ位置で行われる天端沈下測定、内空変位測定と同じ頻度で測定するものとする。

⑥測定の終了

終了の時期は天端沈下測定、内空変位測定と同じとする。

⑦測定結果の報告

各断面、各測点毎に経時変化及び切羽との離れ、支保工の施工時期との関連性がわかる

グラフにし他の計測結果と関連づけて整理し報告する。
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(9)地表・地中の変位測定

①目的

土被りが比較的浅い場合に、トンネル掘削による周辺地山の変位に伴い地表面に生じる

沈下の大きさ、範囲を把握し、周辺地山及びトンネルの安全性を評価するとともに、周辺

環境に対する影響を評価するための資料を得るととを目的とする。

②測定の実施の判断

測定実施の判断の目安は土被りにより下表に示すとおりであるが、土被りが2D以上の

場合でも近接構造物に影響があると判断される場合は実施する。

表-6 地表・地中の変位測定の実施の目安

土被り 測定の重要度 測定の要否

h<D 非常に重要 測定が必要である

D<h<2D 重要 測定を行ったほうがよい

h>2D 普通 必要に応じて測定を行う

D:トンネ/レ掘削幅、 h:士被り厚

③測定方法

1)地表沈下測定

地表に標点をコンクリートで根固めを行って設置し、水準測量によって沈下量を測定す

る。

2)地中変位測定

地表からボーリングを行い、多段式の地中変位計を埋設して測定する。

多段式変位計

くい(楳点)

加圧アンカー

変位伝達口、ソド

根固めコンクリート モルタルグラウ卜

加圧アンカー

( a)地表沈下測定 (b)地中変位測定

図-ID地表沈下測定構造 図-21 地中変位測定構造
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④測点の配置

1)地表沈下測定

測定位置、間隔、測点の配置などは、地質・地形・地下水等の地山条件、土被り厚さ、

構造物の有無や大きさ・重要度、測定の障害となる物件の有無、トンネルの施工法などを

総合的に検討し決定するとと。

また、坑内で実施する内空変位、天端沈下、地中内変位の測定位置と可能な限り合わせ

るものとする。

なお、横断方向の測定範囲はトンネル底盤から45"の領域で、測点の西日置はトンネル直

上部で3m間隔、その両側で5m間隔程度を標準とする。

縦断方向の測定閣隔は次表を標準とする。

表一 7 地表沈下測定の測定間隔

土被り(砂とトンネル掘削幅(D)の関係 測点間隔(m)

h>2D 2ト田

D<h< 2D lU"-20 

h<D 5~ 1O 

注)1.施工の初期の段階、地質変化の激しい場合、沈下量の大きい場合

などは表中の狭い間隔をとる。

2.近接構造物等がある場合は、表中の狭い間隔、あるいはさらに狭

い間隔をとる。

3. ある程度施工が進み、地質が良好で変化が少なく、沈下量も小さ

い場合は表中の広い間隔をとる。

地表沈下iMIJ点範囲 (x印:測定点)

/ 
/ 
/ 

仁L / 
/ 
/ 
/ 
/ 
/ 
/ 

/ 15' 

図-22 地表沈下測点の配置
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2)地中沈下測定

地質・地形・地下水等の地山条件、土被りの厚さ、構造物の有無や大きさ・重要度、測

定の障害となる物件の有無、トンネルの施工法、費用対効果などを総合的に判断し決定す

るものとする。

横断方向及び縦断方向の測定間隔は、地表沈下測定結果との関連がわかるように配置す

るために、地表沈下測定の測定位置及び間隔に合わせるものとする。

⑤測定の頻度

トンネル掘削に伴う沈下の影響が現れる以前に初期値を測定する。切羽が計測位置(断

面)に対し、土被り厚さ(政、又は2D(D:トンネル掘削幅)程度に接近した時点から計測

頻度を増加させ、切羽の通過後も変位の収束状況をみながら計測を継続する。計測頻度は

切羽が通過する前後は頻度を増し、 1~2 回/日程度とするが、土被り、周辺構造物の有

無や重要度などに応じて適宜修正する。

⑥測定結果の報告

沈下量と経時変化及び切羽との離れ、掘削時期等がわかるグラフと横断方向の掘削等の

施工段階毎の沈下分布図を作成し、天端沈下測定結果等他の計測結果と関連づけて整理し、

報告するものとする。
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(b)地中沈下量経時変化

経時変化図(例)
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(a)地表沈下量経時変化



包

図-24 地表枕下分布図

⑦評価の目安

地表

上半掘削時

下半掘削時

インパート打設時

沈下量や傾斜角の管理値は地表の構造物の重要度などに応じて一応の目安を定め、掘削

による沈下がこれを上まわると予知されたならば、直ちに対策工の検討を行わなければな

らない。

また、 トンネル地山の評価は、地表沈下については「天端枕下測定」の評価の目安に準

じて行うものとし、地中沈下は「地中変位測定」の評価の目安に応じて行うものとする。

(10)鋼製支保工応力測定

①目的

鋼製支保工に生じる応力の大きさ、鋼製支保工の適切な寸法・形状・建込み間隔を判断

する資料を得ることを目的とする。

②測定方法

支保工にひずみゲージを貼り付け、鋼材表面のひずみを測定する。

③測点の配置

1 断面当たりのひずみ測点数は 6~8 点程度を標準とする。

一寸-
-支保J-_I必力制IJ点

図-25 銅製支保工測点配置図
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④測定頻度

鋼製支保工の設置終了時を初期値とし、以後継続して経時変化を測定する。

吹付けコンクリート施工時や下半掘削時などの前後には計測頻度を増すことが望ましい。

⑤測定結果の報告

ひずみゲージの測定値より求めた、支保工に作用する軸力、曲げモーメント、せん断力

を経時変化がわかる分布図を作成し(報告する。

@評価の目安

。10 20 30 
I.-..-L-J._ーJ(tf) 

柏 JJ

00.10.20.3 
」 ι ー..I....--J (tf) 

曲げモーメント

図-26 支保工応力測定結果(例)

o 0.5 1 1.5 
LームーιーJ (tf.m) 

せん断力

支保工に作用する断面力から支保工の許容荷重あるいは降伏荷重を目安に支保工の健全

性を検討する。

(11)その他

①覆工応力測定

②盤ぶくれ測定

③AE測定

④ロックボルトの引抜き試験

引用文献

1) (社)日本道路協会:道路トンネル観察・計測指針
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〔参考資料〕

ロックボルトの引抜試験

( 1 )計測の目的

ロックボルトの定着効果を確認することを目的とする。

(2)計測の要領

下記のロックボルトの引抜試験方法に従って行う。

引抜試験耐力は、ロックボルト引抜き耐力のW准度以上とし、総合的に合否を判断する。

本記載の他、トンネル標準示方書[山岳工法・同解説]笈肪 /引抜耐力

を参考とする。 TON1 〆l
I D J 

(3)結果の報告

計測結果は図-2:7の要領で整理する。

(4)試験後のボルトの処置
荷

引抜試験の結果が荷重変位曲線図ー27のA領域に留まつ 重

ている状態の場合には、試験後のボルトはそのままとし、と

れを補うボルトは打設しないものとする。

図のB領域に入る場合には、その他のボルトの状況を判断

151 

A 
O~ーo 2 

して施工が悪いと思われるものについては、試験したボルト 変位

を補うボルトを打設する。また、地山条件によると思われる

4 

場合には地中変位や、ロックボルトの軸力分布等を勘案して、ロックボルトの設計を修正す

る。

図-27 ロックボルト引抜試験

(ロックボルトの引抜試験方法)

この方法は 1SRMの提案する方法に準拠したものである。

(I nternati oml Ebci ety f or島ckMchanics，Cbni.ssiononS;m由dizationoflaboratory 

anl Fleld 'lests，白血lleeon Fleld 'lests Dx:ua皿 No.2.1974)

( 1 )引抜試験準備

ロックボノレト打設後に、載荷時にボルトに曲げを発生しないように図-28のように反力プ

レートをボルト軸に直角にセットし、地山との聞は早強石膏をはりつける。

(2)引抜試験

引抜試験は、図-29のようにセンターホールジャッキを用い、油圧ポンプで1ton毎の段

階載荷を行って、ダイヤ/レゲージでボノレトの伸びを読み取る。

(3)全面接着式ボルトの場合の注意事項

(イ)吹付コンクリートが施工されている時は、コンクリートを取り壊して岩盤面を露出させ

るか、あるいは、あらかじめ引抜試験用のロックボルトに、吹付コンクリートの付着の影

響を無くすよう布等を巻いて設置して試験を行うのが望ましい。ロックボルトに歪みゲー
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ジを貼付けて引抜試験の結果が得られている場合には、その結果を活用することにより、

特に吹付コンクリートを取り壊す必要がない場合もある。

(ロ) 反力は、ロックボルトの定着効果としてピラミッド形を考慮する場合には、できるだけ

孔等は大きいものを用い、ボルト周辺岩盤壁面を拘束しないこと。

(ハ) ロックボルトの付着のみを考慮する場合は、反力をできるだけロックボルトに近づける

こと。

図-28 反力座の設置

石膏/A抽防ツキートムラム
，カーボンスチールワイヤーφO.2mm

一→ p / /滑車

Dダイヤルゲージ

/一一一 /一一一

111"  ""， 

図-29 引抜試験概要図

q
-
q
d
 



5 R 1計器を用いた盛土の締固め管理要領(案)について

1.総則

1. 1 適用の範囲

本管理要領(案)は河川|土工及び道路土工におけるR1計器を用いた盛土締固め管理に適用す

るものとする。

【解説】

河川土工及び道路土工における盛土の締固め管理においては、これまで砂置換法が主として

用いられてきたが、高速道路や一部のダムをはじめとしてRI計器が導入され、各事業体にお

いてRI計器を用いた締固め管理が標準化されつつある。

また、 R1計器や測定方法の標準化に関しては、従来の学会基準が改訂され、地盤工学会基

準(JG S 1614・1開5)fR 1計器による土の密度試験方法」が制定されるなど、本格的な導

入に向けての環境も整備されてきた。

一方、現在及び将来とも数多くの高規格堤防や大規模な道路盛土の事業が進行または計画さ

れており、一般の河川土工や道路土工も含めて合理的な締固め管理手法の導入が必要とされて

いる。

そこで本管理要領(案)は、現場密度試験にRI計器を用いる場合にRI計器の持つ特徴を

最大限発揮させるべく、計器の基本的な取扱い方法やデータ採取、管理基準値の規定を行なう

ものである。

この基準に規定していない事項については、下記の基準・マニュアルを基準とする。

「河川土工マニュアノレ」…平成5年6月、(財)国土開発技術研究センター

「道路土工ー施工指針」…昭和61年 11月、(社)日本道路協会
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1. 2 目的

本管理要領(案)は河川土工及び道路土工において、 R1計器を用いた盛土の締固め管理を行

う際のRI計器の基本的な取扱い方法、データの採取個数、管理基準値を定めることを目的とす

る。

【解説】

本管理要領(案)では、 R1計器に関するこれまでの試験研究の成果を踏まえ、 RI計器の

基本的な取扱い方法や土質等による適用限界を示した。

また、本管理要領(案)ではデータの採取個数を規定した。砂置換法を前提とした管理では

計測に時間がかかることから、かなり広い施工面積を 1点の測定値で代表させており、盛土の

面的把握という観点からは十分なものではなかった。一方RI計器は砂置換法に比べ飛躍的に

測定期聞が短くなっているため、従来1個の測定値で代表させていた盛土面積で複数回測定す

ることができる。そこで本管理要領(案)では、盛土の面的管理の必要性と RI計器の迅速性

を考慮してデータの採取個数を規定した。

2. R I計器による測定方法

2. 1 計器の種類

R I計器は散乱型及び透過型を基準とするものとし、両者の特性に応じて使い分けるものとす

る。

[解説I

RI計器には一般に散乱型と透過型があり(図-1参照)、両者の特徴は以下のとおりであ

る。

( 1 )散乱型RI計器

線源が地表面にあるため、測定前の作業が測定面の平滑整形だけでよく、作業性が良い。

地盤と計器底面との空隙の影響を受けやすいので注意が必要である。

(2)透過型RI計器

線源が長さ20c出わ線源棒の先端付近にあり測定時には線源棒の挿入作業を伴うので散乱

型に対して少し測定作業時聞が長くなる。線源が地中にあるため、盛士面と計器底面との

空隙の影響は比較的受けにくい。
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表-1 散乱型と透過型の比較例

項 目 散乱型 透過型

線 源
ガンマ線 コバルト園田 コバノレト園田

中性子糠 カリフォルニウム-252 カリフォルニワムー252

検出器
ガンマ線 SCカウンタ X1 GM管X5

中性子線 He-3カウンタX2 He-3管X2

測定方法
密 度 ガンマ線後方散乱方式 ガンマ線透過型

水 分 熱中性子散乱方式 速中性子透過型

本 体 寸 法 310Xお5X215mn 310Xお5X16Omn

本 体 重 量 25kg llkg 

測定範囲(深さ) 1印~2OOmn 200r皿

測定時間
標準体 5分 10分

現 場 1分 1分

調t 定 項 目
湿潤密度、水分密度、乾燥密度、含水比、空隙率、締固め度、飽和度(平均

値、最大・最小値、標準偏差)

電 源
DC6V内蔵パッァリ DC6V内蔵パッァリ

連続8時間 連続 12時間

-孔あけ作業が不要 -計量で扱いやすい

長 所 -路盤などにも適用可能 -表面の凹凸に左右されにくい

-感度が高く計測分解能力が高い -使用実績が多い

-測定表面の凹凸の影響を受けやす -孔あけ作業が必要

短 所
し、 -離に適用できない場合がある(削孔

-礁の適用に注意を要する 不可能な地盤)

-重い -線源棒が露出している

これまでの研究によると散乱型と透過型の測定結果はどちらともほぼ砂置換法と同様であるこ

とがわかっており、基本的には機種による優劣はない。ただし、盛土材が磯質土の場合(礁の混入

率が θ0%以上)、その使用には充分留意すること。 (3. 3参照)
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検定方法2 2. 

使用するRI計器は正しく検定がなされたものであって、検定有効期限内のものでなければな

らない。

説】【解

放射線源が時間とともに減衰していくため、同じものを測定しでも結果が異なってくる。

(252Cf) 因みに線源として一般に用いられているコバルト切 (ωCo)やカリフォルニウム

の半減期はそれぞれ5.26年、 2.65年である。

そのため標準体での値を基準にした計数率を定期的に調べておく必要がある。

~し、左の比を計数率比 (R)この計数率左測定する物体についての計数率(現場計数率)

(図-2) い、計数率比と密度や含水量とに指数関数の関係がある。

この関係を正しく検定したR1計器を使用しなければならない。

現場計数率

標準体の計数率

計数率比 (R)

=Roe x p (a・X)計数率比 (R)

計
数
率
比

(
R
)

ここに、 Roとaは定数であり、 Xは密度あるいは

含水量を表わす。

また、使用するR1計器のメーカーでの製作納入時、

及び線源交換時毎の検定結果を添付し、提出するもの

とする。

密度あるいは合水量

(透過型)に示す。校正式の例を図-3

と密度

及び含水量の関係

計数率比 (R)図-2 
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1.2 

1.1 

508 
封
書証
お 0.71-一一-• P 
~ 0.6 

0.5 

0.4 

0.3 
1.0 1.2 

記号 土質名
。登別ローム
。安代ロ ム
。諏訪ローム
マ償浜ローム
。登別しらす
・安代しらす
・鹿角しらす
・成田砂
'岡崎まさ土
.西富土泥流耳唯主積物
@勉川片岩
。奥多摩砕石

κιムJL24ω813ム0.8開8Jl
(11= 181， r2 =0 島日994)

寸 1.0 

0.5 

。

| 記号 土質名 問醐
o 1差別ローム 7.5 
a安代ローム 7.7 
ロ諏訪ローム 14.1
。横浜口 ム 13.1

一一一。登別しらす 1.0 
. ・安代しらす 4.4 
1 ・鹿角しらす 4.5 
1 ・成問砂 3.5

I .岡崎まさ土 2.6 
ヤー÷一一・丙寓士泥流堆積物 M 
¥:  <1)鳳'"片岩 8.4
(h I P."'P蘭+乱回9619・P..+0.4305・h
~I P.I:強熱誠最水分

可 PII:強熱減賃後事E規密度九 lRZ29mTe339同 ρ園内ι|件125，，.2=也蜘}
I I 1 

0.2 

10種類以上の土質を用いて、 1∞点以上の供試体が作成されて関係が求められた。

図-3 計数率比と湿潤密度及び含水量の検定例

(地盤工学会「地盤調査法jから引用)
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(3 )測定上の留意点

1 )計器の運搬は激しい衝動や振動を与えないよう十分誼意して行う。

2)充電は十分しておく。

3) R 1計器の保管場所は過酷な温度条件とならないところでなければならない。特に

夏の自動車の車内は要注意である。また、室内外の寒暖差が大きいところでは、結露

に注意すること。

4)標準体での測定時には、標準体は壁や器物から1.5m以上離れたどころにおいて行

う必要がある。

標準体

5)自然放射線の影響を除くためパックグラウンド測定を行う時、親源は少なくとも 20

m以上遠ざける必要がある。

線源筒

20m以上:

6)現場での測定地点は出来るだけ平滑にすることが大事である。特に散乱型は測定面

と計器底面との聞に空隙を生じると測定結果に大きな影響を与えるため、特に注意が

必要である。
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7)測定表面を平滑にするために鉄板や装備のプレート等を使用するが、表面を削り過

ぎて測定対象層より深い深度のデータを取ることのないよう注意が必要である。なお、

レキ分が多く、削ることにより平坦性を確保する事が困難な場合は、砂などをひき平

滑にする。

RI計器

測定表面の平滑化 → 測定値の信頼性向上

8)測定は施工当日を原則としているので、気象変化には十分注意し r3. R 1計器に

よる締固め管理」に示したデータの採取数を同日に確保することを心掛ける必要があ

る。

9)測定能率を上げ、一つ一つのデータの採取時聞を短縮するために、測定ポイントの

地点出し、表面整形、測定、記録と流れ作業化することが望ましい。

1ω 平均値管理を基本としているため、一つ一つのデータのバラツキにあまり神経質に
なり過ぎ、測定や施工を無為に遅らせるこ左のないよう注意することも管理者として

必要で、ある。
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3. R 1計器による締固め管理

3. 1 締固め管理指標

締固め度及び空気間隙率による管理を行うものとし、盛土材料の 75μmふるい通過率によりそ

の適用区分を下記のとおりとする。

75μmふるい通過率が 20%未 75μmふるい通過率が却%以 75μmふるい通過率が田%以

満の磯質土及び砂質土の場合 上回%未満の砂質土の場合 上の粘性土の場合

締固め度による管理

締固め度による管理 または 空気間隙率による管理

空気間隙率による管理

【解説】

ここでは河川土工マニュアルに準じて、 75μmふるい通過率が 20%未満の砂醸土及び砂質

土の場合は締固め度による管理、回%以上の粘性土の場合は空気間隙率による管理を原則と

し、その中間においては自然含水比など、使用土砂の状況から判断してどちらによる管理を

採用するか判断するものとする。

なお、河川士工マニュアノレ及び道路士工一施工指針には飽和度による管理の規定も記載さ

れているが、飽和度はバラツキが大きいことから、ここでは飽和度による管理は省いている。
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3. 2 水分補正

現場でRI計器を使用するためには、予め土質材料毎に水分補正を行う必要がある。土質材料

毎の水分補正値を決定するため水分補正値決定試験は現場で実施しなければならない。

【解説】

( 1 )水分補正値

R 1計器が測定する水分量は、炉乾燥法(JI8-A白書:>3)で求められる水分量のみでなく、

それ以外の結品水や吸着水なども含めた、土中の全ての水分量に対応するものである。従

って、結晶水や吸着水に相当する量を算出して補正する必要がある。

R 1計器では、これらを補正するために、乾燥密度と強熱減量を考慮した校正式が組み

込まれている。土質材料毎の強熱減量試験を一般の現場試験室で実施することは難しいの

で、現場でR 1計器による測定と含水量試験を同ーの場所の同一材料で実施し、水分補正

を行うもの左する。

R 1計器は測定した計数比率と校E定数から、強熱減量を 1%毎に変化させて、そのと

きの含水比を推定計算した結果を印字する機能を有している計器を用いる必要がある。こ

の計算結果と含水量試験による含水比から、その土質材料に対応する強熱減量値を水分補

正値と称す。

(2)現場水分補正決定試験の手順例

1 )現場の盛土測定箇所でRI計器の測定準備。

a)標準体測定

b)標準体BG測定

c)現場BG測定

d)測定箇所の整形及び均し

e) R 1計器を測定箇所に設置

2) I現場密度」の測定を行う。

3)測定が終了したら、水分補正値一含水比の対応表を表示、印字する。

4) R 1計器の真下の土を lkg以上採取する。

(深さ 15cm1重度まで採取し混合揖押する)

5)採取した土の含水量試験を実施する。

6)含水量試験の含水比に近い含水比に対応する水分補正値を読みとる。

7) R 1計器に水分補正値を設定する。

8)士質材料が変わらない限り水分補正値を変更しではならない。
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3.3 磯に対するRI計器の適用範圃

1.盛土材料の礎率が印%以上で、かっ細粒分(百μmふるい通過率)が 10%未満の場合は原

則として散乱型RI計器による管理は行わないものとする。

2.径 l<X!m以上の礁を含む盛土材料の場合には、散乱型及び透過型RI計器による管理は行わ

ないものとするロ

【解説】

( 1 )磯率に対する適用範囲

散乱型については磯率 (2mn以上の粒径の土が含まれる重量比)が 7CJ7もを超えると急

激な測定値の精度が低下する室内実験結果(実測値との相違、標準偏差の増加など)が

ある。また、現場試験においても喋率が 6ト'泊%を超えると標準偏差が増加する傾向で

あった。これは磯分が多くなると測定地点の表面整形がしにくくなり平滑度が低くなる

ためで、特に散乱型の場合はこの平滑度が測定結果に大きく影響を受けるためである。

ここでは、施工管理における適用範囲であることから限界を安全側にとり、醸率印%

未満を散乱型の適用範囲とした。なお、透過型は磯率60%以上でも適用可能としている

が、線源棒の打ち込みに支障となる場合があり注意を要する。

(2 )喋径に対する適用範囲

大きな喋が含まれる盛土材料の場合にはRI計器による測定値に大きなバラツキがみ

られ、値が一定しないことが多い。これは磯率のところでも述べたように表面の平滑度

の問題である。すなわち、磯径の大きなものが含まれる盛土材料では表面の平滑度が保

てず、測定結果に影響を及ぼすため喋径に対する適用範囲を設けた。

ここでは、一層仕上り厚さが通常却""3(X:mで、あることも考慮して、層厚の ν2""ν3

にあたる l<X!mをRI計器の適用範囲とした。

ただし、やむを得ずRI計器による管理を行う場合は、散乱型・透過型とも監督職員

と協議の上、現地盛土試験より種々の基準値、指標を決定するものとする。
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3. 4 管理単位の設定及びデータ採取

1.盛土を管理する単位(以下「管理単位J)に分割して管理単位毎に管理を行うものとする。

2.管理単位は築堤、路体、路床とも一日の一層当たりの施工面積を基準とする。管理単位の面

積 1，500rrfを標準とする。

また、一日の施工面積がえα)()rrf以上の場合、その施工面積を2管理単位以上に分割するも

のとする。

3.各管理単位について原則 15個のデータ採取を行い、平均してその管理単位の代表値とする。

ただし、一日の施工面積が反)()rrf未満であった場合、データの採取数は最低5点を確保する

ものとする。

4.データ採取はすべて施工当日に行うことを原則左する。

5.一日の施工が複数層に及ぶ場合でも 1管理単位を複数層にまたがらせることはしないものと

する。

6.土取り場の状況や土質状況が変わる場合には、新規の管理単位として取り扱うものとする。

【解説】

( 1 )管理単位を日施工面積で規定したことについて

従来、管理単位は土工量(体積)を単位として管理していた。しかし、締固めの状態

は面的に変化することから盛土の面的な管理を行う必要があり、施工面積によって管理

単位を規定した。

また、その日の施工はその日に管理するのが常識であることから、 1日の施工面積に

よって管理単位を規定するのが妥当と考えられる。

(2 )管理単位の規定について

平成4年度の全国的なアンケート結果によると日施工面積は、反応~ぇα)()rrfの聞に多

く分布しており、特に 1，ぽx>rrfくらいの施工規模が標準的であった。

また、 1台の締固め機臓による 1日の作業量はえα)u"-'え日氾rrfが最大であることから、

管理単位の面積を原則 1，ぽ)()rrfとした。

(3 )データの採取個数の規定について

データの採取個数は3. 5の解説に示したように、観測された土層のバラツキからサ

ンプリングの考え方に基づき算定されたもので、概ね 15個となった。この考え方によれ

ば、計測個数を増やせば、管理の精度(不合格な部分が生じない安全度)は高くなるが、

あまり測定点を増やすと測定作業時聞が長引いてRI計器のメリットの一つである迅速

性が発揮されなくなることから 15点とした。
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現場での測定に当たってはこの 1，反氾dで 15点を原則として考えるが、単位面積に対

しての弾力性を持たせ、 1日の施工面積反氾"'2，αx>m'までは L反x>m'とほぼ同等とみな

し15点のデータ採取個数とした。

一方、 1日の施工面積が反x>m'未満の場合は 15点のデータ採取とするとあまりにも過

剰な管理になると考えられるので最低確保個数を5点とした。

また、管理単位が面積で規定し難い場合(土工量は多いが構造物背面の埋立てや柱状

の盛士等)は、士工量の管理でも良いものとする。

なお、 1管理単位当たりの測定点数の目安を下表に示す。

3. 5 管理基準値

U"-'500 

5 

5<xト1，α)()

10 

I，αJO----2，α)() 

15 

R 1計器による管理は1管理単位当たりの測定値の平均値で行う。なお、管理基準値は1管理

単位当たりの締固め度の平均値が00%以上とする。

【解説】

( 1 )管理理基準値について

R 1計器を用いて管理する場合は、多数の測定が可能であるRI計器の特性を生かし

て、平均値による管理を基本とする。上の基準を満たしていても、基準値を著しく下回

っている点が存在した場合は、監督職員の判断により再転圧を実施するものとする。

締固め度による規定方式は早くから使用されており、実績も多いが、自然含水比が高

く施工含水比が締固め度の規定範囲を超えているような粘性土では適用し難い問題があ

る。そのため、 3. 1に示すように粘性土では空気間隙率、砂質土は締固め度あるいは

空気間隙率により管理する。空気間隙率により管理する場合の管理基準値は河川土工マ

ニュアル、道路土工ー施工指針に準ずるものとする。
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<参考>

阿川土工マニュアル、道路土工一施工指針の管理基準値(空気間隙率)

基準名 河川土工マニュアル 道路土工ー施工指針

区分 河川堤防 路体 路床

空気間隙率 -砂質土 {SF} -砂質土

(V a)によ 25%壬74μm<田% Va壬15%

る基準値 Va豆15% -粘性土

-粘性土 {F} Va壬10%

2%<Va壬10'}も

施工含水比の平均が 施工含水比の平均が

90%の締固め度の得ら ¥'01沈付近にあるとと。

備考 れる含水比の範囲の内 同 左 少なくとも 90%の締固

¥'01沈より湿潤側にある め度の得られる含水比

こと。 の範囲の内にあること。

〔凡例) ¥'0pt :最適合水比

(2)測定装置

測定位置の間隔の目安として、 1∞rrf(1伽lX1伽n)に1点の割合で測定位置を決定
する。構造物周辺、盛土の路肩部及び法面の締固めが、盛土本体の転圧と同時に行われ

る場合、次のような点に留意する。

① 構造物周辺でタイヤローラなどの転圧機械による転圧が不可能な場合は別途管理基

準を設定する。

② 特にのり肩より1.伽1以内は本管理基準の対象とせず、別途締固め管理基準を設定

する。

LOrn l.Om 

基準となる最大乾燥密度白血の決定方法

現行では管理基準値算定の分母となる最大乾燥密度は室内締固め試験で求められてい

る。締固め試験は、材料の最大粒径などでA、B、C、D、E法に分類されており、試

験法 (A~E法)により管理基準値が異なる場合(路床)もあるため注意を要する。
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表-2 室内締固め試験の規定

(地盤工学会編:土質試験法より抜粋)

フンマー モールド 1層当たりの 許容最大

呼び名 重 量 内 径 突固め層数 粒 径

(kg) (Cnl. 突固め回数 (圃

A 2.5 10 3 25 19 

B 2.5 15 3 55 37.5 

C 4.5 10 5 25 19 
D 4.5 15 5 55 19 

E 4.5 15 3 92 37.5 

しかしながら、最大乾燥密度は、種々の材料や施工条件により決定しにくく、一定の

値として限定できない場合もある。よって、下記のような条件では、試験盛土より最大

乾燥密度を決定すべきである。

a)数種類の土が混在する可能性のある材料を用いる場合。

b)最大粒径が大きく、レキ率補正が困難で、室内締固め試験が実施できないような礎

質土材料を用いる場合。

C)施工含水比が最適合水比より著しく高い材料を用いる場合。

d)上記以外の盛土材が種々変化する場合は、試験盛土で基準値を決定する管理や工法

規定により管理する。

*<試験施工の実施例>

①規定値は試験施工により、所定の材料、締固め機械、締固め回数より算定し決定す

る。

②締固め回数を2、4、8、10、12回と変化させ締固めを行い、各々の締固め段階での

乾燥密度を 15点測定し、その平均値を求め、上限乾燥密度を求める。

乾
燥
密
度

上限乾燥密度 (ρdmax) 

規格値 (ρdmnxxO.90)

o 2 4 6 8 10 12 

締固め回数
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③上限乾燥密度を最大乾燥密度と定義し、その規格値 (Dcと90%)で管理する。

④材料の混合率など、層や場所等で変化する場合はそれぞれの材料で同様の試験施工

を行うか、もしくは、その材料に適合した校正式を別途定め、 RI計器に設定する

必要がある。

e)締固め度が 1∞%をたびたび超えるような測定結果が得られる場合、締固め試験の

再実施や盛土試験を実施した新たな基準を決定する。

f)改良土(セメント系、石灰系)、特殊土の管理基準値は試験盛土により決定する。

また、改良土の場合は材令によっても変化するため、試験方法や管理基準値について

別途定められた特別仕様書に準ずるものとする。

3. 6 データの採取方法

データの管理単位各部から偏りなく採取するものとする。

【解説】

盛土を面的な管理として行う目的から、管理単位各部から偏りなくデータを採取するものと

する。

3. 7 データの管理

下記の様式に従って管理記録をまとめるものとする。

1.工事概要.....・H ・様式-1

2.材料試験結果………様式ー2

3.施工管理データ集…・…・・様式-3

また、現場で測定したデータは原則としてプリンター出力結果で監督職員に提出するものとす

る。

【解説】

各様式については以下の要領でまとめる。

様式-1 工事概要....・H ・-工事毎

様式ー2 材料試験結果....・H ・-材料毎

様式-3 施工管理データ集....・H ・-測定機械毎に管理単位面積毎

(ただし、再締固めを行った場合は締固め毎)
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3. 8 是正処置

施工時において盛土の管理基準値を満たさない場合には、適正な是正処置をとるものとする。

【解説】

( 1 )現場での是正処置として、転圧回数を増す、転圧機械の変更、まき出し厚の削減、盛土

材料の変更、及び気象条件の回復を待つなどの処置をとる。

(2)盛土の土質が管理基準の基となる土質と異なっている場合には、当然基準値に当てはま

らないので、締固め試験を行なわなければならない。

(3)礁の多い材料や表面整形がうまくできなくて、 RI計器の測定値が著しくパラつく場合

などには、砂置換などの他の方法によるととも是正処置としてあり得るものとする。

(4)是正処置の判断は、その日の全測定データをみて、その日の品質評価を行い、是正処置

が必要な場合翌日以降の施工方法を変更する。

全体を見通した判断が要求され、一日単位程度の是正処置を基本とする。ただし、過度

に基準値を下回る試験結果がでた場合、現場での判断により転圧回数を増すなどの応急処

置をとるものとする。処置後はRI計器で再チェックを行う。

(5)是正処置の詳細については、監督職員と協議するものとする。
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様式-1

盛土工事概要

工事名称

施工場所

農政局名 事務所名

施工業者 工事期間

盛土種類 1.道路路体 2.道路路床 3.河川堤防 4.その他(

総土工量 (m) 平均 H施工量 (曲

平均施工面積 (m) 最大施工面積 (曲

最小施工面積 (曲 まき出し厚さI

転圧回数 仕上がり厚さ

転圧機械 機種 規格又は仕様

平均日施工時間ρ 施工可能時間a
施工管理に要した時間 砂置換法 I R 1法
く工事の概要〉

〈断面図>

1 )盛土工事を行った 1日の平均時間

2)開始時聞から終了時間まで(休憩時間、昼食時聞を含まず)
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様式-2

材料試験結果

N>. 

自然含水比勺 w. (%) 

土粒子の比重 白

磯比重 白

レキ
含水量 V翫 (%) 

最大粒径 (nn). 

37.5mn以上 (%) 
材

19. 0 ~37. 5 mn (%) 

料
レ

粒 9.5 ~19.0 mn (%) 
キ

試
度 4. 71Y'-' 9. 5 mn (%) 
分

組 2.0 ~ 4.75mn (%) 

験 成 合計 (%) 

結 砂分 75μm~2. 白血 (%) 

細粒分 75μm以下 (%) 
果

(%) =t 液性限界 百
ン
シ 塑性限界 W (%) 
ス
フー
塑性指数 Ip ン

シ

強熱減量 Ig (%) 

最大乾燥密度 ρ世田 (t/ Id) 

最適含水比 W1沈 (%) 

土 日本統一土質分類
の分
類 r、 称 名

材改良
土質改良材の種類

添加量(対乾燥密度)， 

試料の準備および使用方法 a b C 

締固め試験の種類 (JISAl21O-1使紛 A B C D E 

*)ある程度以上の粒径を取り除いた室内用の試料ではなく、なるべく盛土に近い試料の含水比を得

る観点から、室内締固め試験に用いる土ではなく現場から採取した土を使用する。
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様式-3

盛土施工管理データ

管理単位番号( 計測回( 回目)

工事名称

計測の種類 1.散乱型RI試験 2.透過型RI試験

計 調。 日I 層番号 全 層の内 層目

計測者名 盛土前日の天候

盛土時の天候 I計測時の天候

最大乾燥密度 最適合水比(%)， 

管理基準値 一一一一一一一
標準体(密度) 標準体(水分)

標準体(密度)BG 標準体(水分)BG

現場(密度)BG 現場(水分)BG

転圧機械| 規 格 転圧回数|

測点番号
湿潤密度 乾燥密度 含水比 締固め度 空気間隙率 飽和度I

t/l盛 tl誼 % % % % 

平均値

最大値

最小値

個 数

標準偏差

砂置換

測点番号| 湿潤密度 乾燥密度 含水比 B va E詮
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6 突固め方法の種類 (A・B・C・D'E)の適用について

突固め方法の種類 (A・B・C・D・E)の適用について

~突固めによる土の締固め試験方法 (JISl企 121O-2c:胸~J '" 

1. J 1S A 1210-2009 によると、突固め方法の種類は次の5種類に分類される。

突固め方法の ランマー質量 モールド内径
突固め層数

1層当たりの 許容最大粒径

呼び名 kg αn 

A 2.5 10 3 

B 2.5 1 5 3 

C 4.5 10 5 

D 4.5 1 5 5 

E 4.5 1 5 3 

2.呼び名A，B， C， D， Eの一般的な区分は以下のとおり

(1)呼び名A，B 

突固め回数

25 

55 

25 

55 

92 

①“S;an1ard lToctor"と呼ばれるEc主 550kJ/m3のもの。

uTo' H. No・N，
Ec= H ~ ~ (凶/riI)

V 

ここに、 WR 
正f

NR 

ランマーの重量 (kN)

ランマーの落下高 (m)

層当たりの突固め回数

NL : 層の数

V : モーノレドの容積(締め固めた供試体の体積) (過

②道路工における管理では、路体や路床に一般的に用いられる。

(2)呼び名C，D， E 

m血

1 9 

37.5 

1 9 

1 9 

37.5 

①重締固めに対応する“MdifiedlT∞tor"と呼ばれるEc王子 2，500kJ/m3のもの。

②道路工における管理では、路盤に一般的に用いられる。

(3)締固め仕事量は、結果の利用目的により選択し、土のより高い安定性を期待して、十分な締固

めが要求されるほど大きい仕事量で行うことが基本的な考え方である。

参考文献

1) (社)地盤工学会:地盤材料試験の方法と解説(平成21年 11月)
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7 レディーミクストコンクリート単位水量測定要領(案)

1.適用範囲

本要領は、レディーミクストコンクリートの単位水量測定について、測定方法および管理基準

値等を規定するものである。

なお、水中コンクリート、転圧コンクリート等の特殊なコンクリートを除き、 1日当たりコン

クリート種別毎の使用量が 100m3以上施工するコンクリート工を対象とする。

2.測定機器

レディーミクストコンクリートの単位水量測定機器については、エアメータ法かこれと同程度、

若しくは、それ以上の精度を有する測定機器を使用することとし、施工計画書に記載させるとと

もに、事前に機器諸元表、単位水量算定方法を監督職員に提出するものとする。また、使用する

機器はキャリプレーションされた機器を使用することとする。

3. 品質の管理

受注者は、施工現場において、打ち込み直前のレディーミクストコンクリートの単位水量を本

要領に基づき測定しなければならない。

4. 単位水量の管理記録

受注者は、測定結果をその都度記録(プリント出力機龍がある測定機器を使用した場合は、プ

リント出力)・保管する左左もに測定状況写真を撮影・保管し、監督職員等の請求があった場合は

遅滞なく提示するとともに、検査時に提出しなければならない。また、 1日のコンクリート打設

量は単位水量の管理シートに記載するものとする。

6.測定頻度

単位水量の測定頻度は、(1 )及び (2)による。

(1) 2回/日(午前1回、午後 1回)、又は重要なコンクリート構造物では重要度に応じて

100~150m3 に 1 回

(2) 荷卸し時に品質の変化が認められたとき。

なお、重要なコンクリート構造物とは、高さが5m以上の鉄筋コンクリート擁壁(プレキャス

ト製品は除く。)、内空断面が25rri以上の鉄筋コンクリートカルパート類、橋梁上・下部工 (pc 
は除く。)、 トンネノレ及び高さが3m以上の堰・水門・樋門とするが、当該事業において重要なコ

ンクリート構造物と位置付けられる場合は、対象とするものとする。

6. 管理基準値・測定結果と対応

(1)管理基準値

現場で測定した単位水量の管理基準値は、次のとおりとして扱うものとする。
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区分

管理値

指示値

配合設計士 15kg/m3

配合設計土 20kg/m3

単位水量 Ckg/m3)

注)示方配合の単位水量の上限値は、粗骨材の最大寸法が 20~25mm の場合は 175kg/m3、 40mm

の場合は 165kg/m3を基本とする。

(2)測定結果と対応

a 管理値内の場合

測定した単位水量が管理値内の場合は、そのまま打設してよい。

b 管理値を超え、指示値内の場合

測定した単位水量が管理値を超え指示値内の場合は、そのまま施工してよいが、受注者

は、水量変動の原因を調査し、生コン製造者に改善の指示をしなければならない。

その後、管理値内に安定するまで、運搬車の3台毎に 1回、単位水量の測定を行うこと

とする。

なお、「管理値内に安定するまで」とは、 2団連続して管理値内の値を観測することをい

フ。

c 指示値を超える場合

測定した単位水量が指示値を超える場合は、その運搬車は打込まずに持ち帰らせるとと

もに、受注者は水量変動の原因を調査し、生コン製造者に改善を指示しなければならない。

その後、単位水量が管理値内になるまで全運搬車の測定を行う。

なお、管理値または指示値を超える場合は1回に限り試験を実施することができる。再試験を

実施した場合は2回の測定結果のうち、配合設計との差の絶対値の小さいほうの値で評価して良

し、。
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荷卸し地点、の

レデ、ィーミクストコンクリート

試料採取

単位水量の測定

管理値内 | 管理値を超え、指示値内

=配合設計士 15kgl皿3以下の I =配合設計士 15匂/皿3を
範囲にある場合 | 超え、:!:20kgl皿3以下

の範囲にある場合

合格 I I 原因を調査し、

(→打設) 改善を指示(→打設)

管理値内に安定するまで測定

指示値超

=配合設計:!:20kg/m3 

を超える場合

不合格

(→持ち帰り)

管理値内に安定するまで測定

レディーミクスコンクリートの単位水量測定の管理フロー園
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8 公的試験機関で、の品質管習量轍の実施について

品質管理基準により義務付けられた品質管理項目のうち、次表に示す項目については、公的試験機関(注1参照)で

E鵡食を実施するものとする。

公的措剣幾聞による品質管理曙釦耳目一覧表

エ 種 試験項目 詰 験 基 準 適 用

1 )重要構造物(注3)の場合

鉄筋コンクリートl封百量日 1日につ

き2固(午前・午-00無筋コンクリート

は打設日 1日につき1回行う。

なお、供罰体は1回につき6個採取
供試体の試料は荷卸

圧縮強度試験
(7日強度及び28日E釦室、各3本)

し場所にて探取し、
2)重要構造物以外の場合

セメント 1工事につき打設数量50m毎に1
標準養生とする。

コンクリート 回行う。なお、供試体は1固につき3個

採取 (28日強度3本)

1工事の打置数量が50m.未満につ

いては省略することができる。

コンクリート舗装の場合に適用し、打設

曲げ強度試験
日1日につき2固(午前、午後)

なお、供試体は1回につき3個採取

(28日強度3本)

1 )手動ガス圧接の場合 試験片の作製は、圧

工事着手前に作製した試験片5本 接者、圧接装置、鉄

鋼材ガス圧接 ヲ円麗曙食 2)自動ガス圧接の場合 筋の端面処理、加熱

工事着手前に作製した試験片2本 時間等実際の作業と

※詰験片の作製は鉄筋径毎に行う。 同一条件で行う。

500m以上の盛土を行う工事で、当初
河川、海岸、治山の

土の締固め試験
及び土質の変化時の試験(路床と同一材料

盛土及E泊路の路体
河川・海岸・治山 の路体盛土は、路床の品質管理鵡食のみで

盛土材に適用する。
-道路土工 よい)。

修正CBR試験
道路の路床工事の盛土材で、当初及び土 土の締固め罰験も必

質の変化時に行う試験。 要。

路床置換工 置換材料の修正CBR試験
道路の置換材料について、当初及t朗料
の変化時に行う副議。

転圧コンクリート 曲げ強度試験 打設日 1日につき2回(午前、午後)の、
供詰体は吊蝿所で

舗装 (作成供試体ー現場施工) 材齢28日の強度主験。
探取し、 1固につき

3個とする。

A.B工事(注4参照)について、車道

コアー膏居訊慣試験 の各層毎に1園、 3個のコアーを採取して

混合物のアスフアルト量 行う嗣験。 路肩、取付け道路は

抽出試験 但し、 1工事(各層毎)の混合物の使用 除く。

アスフアルト舗装
混合物粒島湘試験 数量が50t又は舗設面接が400rrl'未

満の場合は、省略することができる。

改質アスフアルト使用の場合は、 1工事

ホイールトラッキング試験
につき1回(複激層に使用の場合各層毎)

施工前に作成した3個の供試体で実施す

る試験。(注5参照)



エ 種 試験項目 詰 験 基 準 適 用

改良体500本未満については3園、 試験1回当たりの供

柑盤改良・固結エ 土の一軸圧縮試験 500本以上については250本増える 試体の作成は3個で

毎に1回を追加して行う供試体の試験。 ある。

補強土壁工 土の突固め試験 当初及び土質の変化時に行う間験。

吹付1日につき1回行うE試験。なお、ナ
ストピースは、現場に酎置した型枠に施工

法面吹付工 圧縮強度詰験
と同時期に吹付けたコンクリート(モルタ 供試体は、キャッピ

ル)を現場放置後Iこ切り取ったコア-<<1:5 ングすること。
cmとし、 7日強度と28日強度の双方各3
本を対象とする。

吹付1日につき1回行う嗣験。なお、 7

ストピースは、現場に配置した型枠に施工

現場吹仲;去枠工 圧縮強度詰験
と同時期に吹付けたコンクリート(モルタ 供試体は、キャッピ

ル)を現場放置後に切り取ったコア-<<1:5 ングすること。

cmとし、 7日強度と28日強度の双方各3
本を対象とする。

(出 1.公的試験機関とは、(財)福岡県建設技相育鞍センター、(財〉九州環境管理協会、(財)建材試験センター

(即日本品質保証機構、(社〕九州機械工業振興会及び他県の直轄式験場・技術センター等や太学をいう。

なお、公的試験機関での試験実施が困難な場合は、監督員の承諾を得て、その他機関(注2)を請負者立会
のもとで利用できるものとする。

2.その他蟻聞とは、 E晴氏検査及び管理などの業務を実施する技術者を有し、 J1 SIこ基づく試験をJ1 S基
準に適合した試験機材等を使用し、実施できる機関をいう。

3.品質管理上の重要構造物とは、 PC桁(工場製作は除き、問詰め・横桁は含む)、鋼詠7)RC床版、 RC橋、

井筒、水門、樋門等、共同溝、橋台、橋脚、擁壁(高さ2m以上)、本堤・副堤 G台山工事)その他これらに
類するもの及び諒十図書等に示す構造物とする。

4. A・B工事の肉、頭十交通量がL.A交通の場合及び単純オーバーレイ工事は対象外とする。
(切削オーバーレイ工事は対象とする。)

5.アスフアルト事前審査制度の認定を得た改質アスファ)1;ト混合物については、ホイールトラッキング旨験を

省略することができる。

6.項目一覧表w5f.の品質管理試験であっても、監督員の指示により公的試験機関での吉晴財也、要となる場合が

ある。



A 試 験 調 査 表
調 査 箇 所 工檀 l l測点 |試験箇所|
コンクリート打設日 匹F成 年 月 日| 試 膜実 施 日 平成 年 月 日
材 齢 日 打 車 方 向

1 6 11 16予備

2 7 12 17予備
【調査要領】
1箇所の測定打撃点数は1箇所の測定打撃
点数は、出隅から3cm以上離なした箇所で、

反発度測定値 3 B 13 18予備 相互に3cm以上の間隔で実施。
また、現IJ点は20点以上で行い、整理の段階
で棄却できる測定値があっても測定数が不

(R) 足しないようにする。
20点の平均値に対し、::1::20%以上の数値が

4 9 14 19予備
ある場合は、その数値を棄却し、予備の測定
値を挿入して算定する。
(日本材料学界(JSTM)指針に基づく)

5 10 15 20 予備

測定値の結果 dE』Z 平
-平均値は、小数点以下四捨五入1.....20 言十 均

測定値の判定 重R~玉 -採用測定値が、平均値の::1::20%以内であ
(棄却値)

傾斜角度による補正値 -テストJ、ンマー傾斜角度に対する補正
(R1) 値を別表から選択

-測定倖置が乾燥:R2=0

乾燥状況による補正値 -測定位置が湿っており，打撃の跡が黒点
(R2) になる:

R2=3 

-測定位置が濡れている・R2=5L

基準反発度 RO=R+RI+R2 
(RO) 

材齢係数 14日1.37819日1.16324日1.060

10日1.55015日1.33520日1.12025日1.045
材齢による補正値

11日1.50716日1.29221日1.10526日1.030(α) 

12日1.46417日1.24922日1.09027日1.015

13日1.42118日1.20623日1.07528日1.000

4週強度(推定強度) F(N/mm2)=(ー18.0+1.27X RO)xα 
(F) 

設計強度 N/mm2 配合設計強度 N/mm2 

*材齢に聞しての留意事項

・材齢9日以前の測定は、適切な評価が困難であることから、試験を実施しない。

・材齢28日から、材齢91日に試験を行なう場合には、補正を行わない。【試験標準期間】

・材齢92日以降に試験を行なう場合にも、推定強度の補正は行わない。



別表

テストハンマー傾斜角度に対する補正値(R1)

傾斜角度 +0 +45
0 

+90
0 

45
0 90。

反発度
10 2 3.2 
11 2 3.2 
12 2 3.2 
13 2 3.3 
14 2 3.3 
15 3 3.3 
16 3 3.3 
17 3 3.3 
18 3 3.4 
19 3 3.4 
20 -3.5 -5.4 3 3.4 
21 -3.5 -5.3 3 3.4 
22 -3.4 -5.3 3 3.4 
23 -3.4 -5.2 2 3.3 
24 -3.3 -5.1 2 3.3 
25 -3.3 -5.1 2 3.3 
26 -3.3 -5.0 2 3.3 
27 -3.2 -4.9 2 3.2 
28 -3.2 -4.8 2 3.2 
29 -3.1 -4.8 2 3.1 
30 -3.1 -4.7 2 3.1 

傾斜角度 +0 +45。 +90。 -45。 -90
0 

反発度
30 -3.1 -4.7 2.3 3.1 
31 -3.1 -4.6 2.3 3.1 
32 -3.0 -4.5 2.2 3.0 
33 -3.0 -4.5 2.2 3.0 
34 -2.9 -4.4 2.2 2.9 
35 -2.8 -4.3 2.2 2.9 
36 -2.8 -4.2 2.1 2.9 
37 -2.8 -4.1 2.1 2.8 
38 -2.7 -4.1 2.1 2.8 
39 -2.7 -4.0 2.0 2.7 
40 -2.6 -3.9 2.0 2.7 
41 -ァス -2.6 -3.8 2.0 2.7 
42 -測定 -2.5 -3.7 1.9 2.6 
43 -2.5 -3.7 1.9 2.6 
44 -2.4 -3.6 1.8 2.5 
45 -2.4 -3.5 1.8 2.5 
46 -2.3 -3.4 1.8 2.4 
47 -2.3 -3.3 1.7 2.4 
48 -2.2 -3.3 1.7 2.3 
49 -2.2 -3.2 1.6 2.3 
50 -2.1 -3.1 1.6 2.2 

測定角度

打撃角度 +45。

:::!::O。
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